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荷風とモーパッサン

は
し
が
き

世
事
を
は
な
れ
て
自
由
奔
放
に
暮
ら
す
人
の
こ
と
を
“
散
人
”
と
い
う
。
小
説
家
・
永
井
荷か

風ふ
う

（
一
八
七
九
〜
一
九
五
九
）
は
、“
荷
風
散
人
”
の
異
名
を
と
っ
た
。
荷

風
が
逝
っ
て
も
う
半
世
紀
以
上
に
な
る
。
か
れ
は
七
十
九
歳
を
一
期
と
し
て
、
市
川
市
八
幡
町
の
小
さ
な
自
宅
で
吐
血
に
よ
り
亡
く
な
る
ま
で
、
世
間
一
般
の
考
え
方
、
生

き
方
に
背
を
む
け
て
暮
ら
し
た
。

金
を
愛
し
、
人
を
き
ら
い
、
独
居
を
愛
し
た
こ
の
文
化
勲
章
の
文
豪
は
、
さ
い
ご
の
反
俗
作
家
で
あ
っ
た（

1
）。

晩
年
、
中
折
帽
子
を
か
ぶ
り
、
背
広
を
着
、
こ
う
も
り
ガ
サ

と
ボ
ス
ト
ン
・
バ
ッ
グ
を
も
っ
て
外
出
し
た
荷
風
は
、
世
間
の
ど
こ
に
で
も
い
る
老
人
で
あ
っ
た
。
が
、
街
で
こ
の
人
物
と
す
れ
違
う
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
男
女
間
の
愛
や

性
愛
を
テ
ー
マ
と
す
る
大
作
家
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
者
は
す
く
な
か
っ
た
。

宮

永

　

孝

荷
風
と
モ
ー
パ
ッ
サ
ン

は
し
が
き

一
　
暁
星
中
学
附
属
仏
語
専
修
科

一
　
丘
の
街
タ
コ
マ

一
　
森
の
中
の
小
さ
い
町
カ
ラ
マ
ズ
―

一
　
ワ
シ
ン
ト
ン
暮
色

―
娼
婦
イ
デ
ィ
ス

一
　
憧
憬
の
地
フ
ラ
ン
ス
へ

一
　
霧
の
町
リ
ヨ
ン

一
　
明
治
期
の
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
紹
介

一
　
荷
風
の
蔵
書

一
　
荷
風
の
フ
ラ
ン
ス
語

一
　
荷
風
の
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
作
の
訳
業
に
つ
い
て

一
　
荷
風
に
及
ぼ
せ
る
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
影
響

　
　
　

―
小
品
「
葡
萄
棚
」
と Les T

om
bales

（「
墓
場
の
女
」）
と
の
関
係

あ
と
が
き



（2）277

そ
れ
に
し
て
も
荷
風
ほ
ど
波
瀾
に
富
ん
だ
一
生
を
お
え
た
文
士
も

す
く
な
い
。
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
、
十
九
歳
）
牛
込
矢
来
町

の
広ひ

ろ

津つ

柳
り
ゅ
う

浪ろ
う

（
一
八
六
一
〜
一
九
二
八
、
明
治
期
の
小
説
家
）
の

門
に
入
っ
た
の
を
振
り
だ
し
に
、
翌
年
に
は
落
語
家
の
弟
子
と
な
り
、

三
遊
亭
夢
之
助
を
名
の
り
、
席
亭
に
出
入
り
し
、
の
ち
落
語
家
修
業

を
断
念
し
た
。

明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
、
二
十
一
歳
）、
福
地
源
一
郎
（
一

八
四
一
〜
一
九
〇
六
、
明
治
期
の
ジ
ャ
ナ
リ
ス
ト
、
号
は
桜
痴
）
の

門
に
入
り
、
歌
舞
伎
座
の
作
者
部
屋
に
出
入
り
し
、
拍
子
木
を
入
れ

る
勉
強
を
は
じ
め
た
。
そ
の
間
外
国
語
学
校
は
除
籍
に
な
っ
て
い
た
。

翌
年
四
月
、『
日や

出ま

国と

新
聞
』
の
雑
報
記
者
と
な
る
が
、
連
載
し
た

「
新
梅
ご
よ
み
」（
四
〜
五
月
）
が
不
評
で
あ
っ
た
こ
と
や
社
内
の
内

紛
の
た
め
九
月
に
は
解
雇
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
変
転
き
わ
ま
り
な
い
生
活
を
送
る
う
ち
に
、
飯
田
町
三
丁
目
の
暁
星
中
学
の
夜
学
で
フ
ラ
ン
ス
語
の
勉
勉
を
は
じ
め
た
。
そ
も
そ
も
か
れ
が
フ
ラ
ン
ス
語
を

学
ぼ
う
と
お
も
っ
た
の
は
、
ギ
ィ
・
ド
ゥ
・
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
（
一
八
五
〇
〜
九
三
、
フ
ラ
ン
ス
の
小
説
家
）
の
文
章
を
英
訳
に
よ
ら
ず
、
原
文
の
一
字
一
句
を
、
じ
ぶ
ん
の

舌
で
発
音
し
。
味
わ
っ
て
み
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
（「
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
石
像
を
拝
す
」）。

広
津
柳
浪
（
一
八
六
一
〜
一
九
二
八
）
は
、
人
生
の
暗
黒
面
を
写
実
的
に
描
写
す
る
手
法
を
得
意
と
し
、
若
き
日
の
荷
風
も
そ
の
作
風
に
敬
服
し
て
い
た
。
が
、
や
が
て

柳
浪
の
花
柳
小
説
で
は
満
足
で
き
な
く
な
り
、
外
国
文
学
の
中
に
清
新
味
を
も
と
め
よ
う
と
し
た
。

人
生
の
暗
部
や
人
間
の
獣
性
、
性
愛
を
好
ん
で
小
説
の
テ
ー
マ
と
し
た
の
は
エ
ミ
ー
ル
・
ゾ
ラ
（
一
八
四
〇
〜
一
九
〇
二
、
フ
ラ
ン
ス
の
小
説
家
）
で
あ
り
、
荷
風
も
モ

ー
パ
ッ
サ
ン
に
傾
倒
す
る
ま
え
に
、
ゾ
ラ
の
作
品
を
英
訳
で
よ
み
、
い
く
つ
か
批
評
や
紹
介
文
を
発
表
し
た
。

荷
風
は
ゾ
ラ
熱
に
か
か
り
、
ゾ
ラ
に
心
酔
し
た
の
ち
、
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
文
学
に
移
行
す
る
前
段
階
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
学
習
に
手
を
染
め
る
の
で
あ
る
。

晩年の永井荷風
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こ
こ
で
荷
風
の
学
歴
を
か
い
つ
ま
ん
で
記
す
と
、
か
れ
は
け
っ
し
て
劣
悪
な
教
育
を
う
け
た
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
恥
し
く
な
い
、
ち
ゃ
ん
と
し
た
学
校
に
学
ん
で
い

る
。
荷
風
は
、
愛
知
県
士
族
・
永
井
久
一
郎
（
帝
国
大
学
書
記
官
、
文
部
省
会
計
局
長
を
経
て
日
本
郵
船
の
重
役
）
と
尾
張
の
著
名
な
漢
詩
人
・
鷲わ

し

津ず

宣の
ぶ

光み
つ

（
号
は
毅
堂
、

一
八
二
五
〜
八
二
、
藩
主
侍
読
の
ち
東
京
学
士
院
会
員
）
の
次
女
で
あ
る
恆つ

ね

の
長
男
と
し
て
生
れ
て
お
り
、
血
筋
が
よ
い
の
で
あ
る
。

小
石
川
区
黒
田
小
学
校
尋
常
科
第
四
学
年
を
卒
業
後
、
東
京
府
尋
常
師
範
学
校
附
属
小
学
校
高
等
科
を
経
て
、
神
田
一
ッ
橋
の
高
等
師
範
学
校
附
属
学
校
尋
常
中
学
校

（
六
年
制
、
当
時
は
良
家
の
子
弟
が
通
っ
た
）
の
第
二
学
年
に
編
入
学
し
た
。
同
校
第
五
学
年
を
卒
業
後
、
第
一
高
等
学
校
を
受
験
し
た
が
不
首
尾
と
な
り
、
一
時
神
田
錦

町
の
英
語
学
校
に
通
っ
た
。
つ
い
で
神
田
一
ッ
橋
の
高
等
商
業
学
校
附
属
外
国
語
学
校
清
語
科
に
臨
時
入
学
し
た
が
、
の
ち
に
退
学
し
た
。

英
語
は
高
等
小
学
校
の
三
、
四
年
生
こ
ろ
か
ら
学
び
、
教
科
書
は
ア
メ
リ
カ
の
『
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
リ
ー
ダ
ー
』
で
あ
っ
た
。
中
学
校
で
は
文
部
省
で
編
ん
だ
英
語
読
本
を

用
い
、
日
本
人
教
師
か
ら
訳
読
を
習
っ
た
と
い
う
。

マ
コ
レ
ー
の
ク
ラ
イ
ブ
伝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ー
レ
ー
の
『
万
国
史
』

フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
『
自
叙
伝
』 

　
　
　
　
　
　
　
ゴ
ー
ル
ド
ス
ミ
ス
の
『
ウ
ェ
ー
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
の
牧
師
』

パ
リ
の
屋
根
裏
の
学
者
の
英
訳
本
（É

m
ile Souvestre

［1806

〜1854

］
の A

n attic philosopher in P
aris 

の
こ
と
か
。
菅
野
徳
助
と
奈
倉
次
郎
の
訳
註
本
『
巴
里
屋
根
裏

の
哲
人
』［
三
省
堂
、
明
治
41
］
が
あ
る
）

神
田
錦
町
の
東
京
英
語
学
校
へ
通
っ
て
い
た
と
き
、
は
じ
め
て
デ
ィ
ケ
ン
ズ
の
小
説

を
よ
ん
だ
と
い
う
（「
十
六
七
の
こ
ろ
」『
随
筆

　
冬
の
蝿
』
所
収
、
扶
桑
書
房
、
昭
和

20
・
11
）。

前
置
き
は
長
く
な
っ
た
が
、
本
稿
は
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
に
師
事
し
、
そ
の
作
品
を
愛
読

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
し
だ
い
に
感
化
を
う
け
、
意
図
的
ま
た
は
無
意
識
に
じ
ぶ
ん
の
短

篇
作
品
の
発
想
や
構
成
、
描
写
な
ど
に
、
先
師
の
技
巧
を
応
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
荷

風
と
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
と
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。

パーレーの『万国史』の表紙。
〔法政大学附属図書館蔵〕
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＊

一
　
暁

ぎ
ょ
う

星せ
い

中
学
附
属
仏
語
専
修
科
。

荷
風
（
二
十
二
歳
）
が
ス
ー
タ
ン
（
通
常
服
）
を
着
た
カ
ト
リ
ッ
ク
の
坊
さ
ん
が
教
え
る
暁
星
中
学
内
の
フ
ラ
ン
ス
語
課
程
に
入
学
し
た
の
は
、
明
治
三
十
四
年
（
一
九

〇
一
）
九
月
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
専
修
科
は
夜
学
で
あ
っ
た
。
こ
の
夜
学
校
に
つ
い
て
の
資
料
は
ひ
じ
ょ
う
に
少
な
い
よ
う
だ
。
い
ま
乏
し
い
材
料
を
も
と
に
こ
の
夜
学

校
に
つ
い
て
記
し
て
み
よ
う
。

私
立
暁
星
学
校
は
明
治
十
八
年
（
一
八
八
八
）
二
月
一
日
、
つ
ぎ
の
五
名
の
米
仏
人
に
よ
っ
て
創
立
開
校
し
た（

2
）。

　

ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・
ヘ
ン
リ
ッ
ク
師
（
仏
人
）
…
…
カ
ン
ヌ
の
リ
セ
の
修
辞
学
教
師
。
の
ち
校
長
に
な
る
。

　
　
　（
一
八
六
〇
〜
？
）

ジ
ョ
ゼ
フ
・
セ
ネ
ン
ツ

　
　
　
　 

（
仏
人
）
…
…
ア
メ
リ
カ
の
オ
ハ
イ
オ
州
デ
ィ
ト
ン
市
の
師
範
学
校
長
。

　
　
　（
一
八
三
八
〜
？
）

ル
イ
・
シ
ュ
ト
ル
ツ

　
　
　
　
　 

（
仏
人
）
…
…
ア
ル
ザ
ス
州
ラ
ン
ベ
リ
エ
中
学
教
師
。

　
　
　（
一
八
五
二
〜
？
）

カ
ミ
ー
ユ
・
プ
ラ
ン
シ
ュ

　
　
　 

（
仏
人
）
…
…
も
と
フ
ラ
ン
ス
の
陸
軍
軍
曹
。
の
ち
師
範
学
校
の
体
育
教
師
。

　
　
　（
一
八
五
八
〜
？
）

ニ
コ
ラ
ス
・
ワ
ル
タ
ー

　
　
　 

　（
米
人
）
…
…
リ
セ
の
教
師
を
へ
て
、
パ
リ
の
カ
ト
リ
ッ
ク
学
院
で
神
学
を
研
究
。

　
　
　（
一
八
六
一
〜
？
）

設
立
願
に
よ
る
と
、
は
じ
め
学
校
は
、
麹
町
区
元
薗
町
二
丁
目
四
番
地
に
設
け
ら
れ（

3
）、

後
年
麹
町
区
飯
田
町
三
ノ
三
二
に
移
転
し
た
。

私
立
学
校
の
設
立
願
を
役
所
に
提
出
し
た
と
き
、「
外
国
語
（
仏
・
英
・
独
）
専
修
学
校
（
夜
間
）」
も
同
時
に
認
可
さ
れ
た
。
こ
の
語
学
専
修
科
で
は
、
週
に
五
時
間
習

字
・
読
方
・
文
法
・
会
話
・
書
取
・
訳
読
・
作
文
な
ど
を
お
し
え
た
。
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フ
ラ
ン
ス
語
関
連
で
は
、
正
科
お
よ
び
語
学
専
修
科
で
つ
ぎ
の
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
を
用
い
る
と
報
告
し
て
い
る
。

［
著
者
］ 

［
名
称
］ 

［
発
行
年
］ 

［
冊
数
］

エ
ス
・
エ
ム 

仏
文
典 

一
八
八
七
年
（
明
治
二
十
年
） 

上
中
下
三
冊

　
　
〃 

仏
文
法
温
習
書 

一
八
八
七
年 

　
　
〃

　
　
〃 
読
本 

一
八
八
七
年 

　
　
〃

　
　
〃 
修
身
訓
蒙 

一
八
八
六
年 

全
一
冊

　
　
〃 

作
文
規
則 

一
八
八
六
年 

　
〃

 

古
代
ア
ジ
ア
史 

一
八
八
七
年 

　
〃

 

ギ
リ
シ
ャ
史 
一
八
八
七
年 

　
〃

 

ロ
ー
マ
史 
一
八
八
七
年 

　
〃

 

中
古
史 

一
八
八
七
年 

　
〃

 

近
世
史 

一
八
八
七
年 

　
〃（

4
）

ハルトリー商会（横浜弁天通り93番地）が
輸入したフランス文典（1868年刊）。〔筆者蔵〕

フランス文典（1865年刊）。〔筆者蔵〕
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暁
星
学
校
が
開
講
し
た
当
時
、
フ
ラ
ン
ス
本
国
か
ら
こ
れ
ら
の
原
書
を
取
り
よ
せ
て
使
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
教
場
で
は
明
治
二
、
三
十
年
代
（
一
八
八
七
〜
一
九

〇
六
）
に
か
け
て
翻
刻
本
を
用
い
た
。

た
と
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
翻
刻
本
と
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。

［上］

D
E

S  M
Ê

M
E

S  A
U

T
E

U
R

S:

C
O

U
R

S  C
O

M
PLE

T

D
E

LA
N

G
U

E
  FR

A
N

Ç
A

ISE

C
O

U
R

S  É
LÉ

M
E

N
T

A
IR

E
.

　
　
佛

　
語

　
初

　
歩

　
　
　
　
　
　

  É
D

IT
IO

N

　
　
　
　
　
　
第
三
版C

H
O

IX

D
E

LE
C

T
U

R
E

S  FR
A

N
Ç

A
ISE

S

A
C

C
O

M
PA

G
N

É

D
E  C

EN
T

  Q
U

A
T

R
E-V

IN
G

T
-C

IN
Q

  D
EV

O
IR

S.

　
　
佛

　
記

　
撰

　
文

附
百
八
十
五
宿
題

　

注
・
同
書
の
初
版
は
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
十
二
月
三
十
一
日
に
発
行
さ
れ
た
。
発
行
者
お
よ
び
編
者
は
、
暁
星
学
校
と
な
っ
て
い
る
。
印
刷
所
は
ジ
ャ
パ
ン
・
タ
イ
ム
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ス
社
。
販
売
所
は
三
才
社
で
あ
る
。

荷
風
が
暁
星
中
学
校
（
認
可
は
明
治
三
十
二
年
十
月
）
の
夜
学
に
お
い
て

フ
ラ
ン
ス
語
の
初
歩
を
は
じ
め
て
学
ん
だ
の
は
、
同
校
が
編
ん
だ
翻
刻
版
の

C
ours É

lém
entaire

（『
仏
語
初
歩
』）
の
第
三
版
か
第
四
版
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
第
四
版
（
増
訂
第
四
版
）
は
、
荷
風
が
夜
学
に
入
学
し
た
明

治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

C
O

U
R

S  C
O

M
PLE

T

D
E

LA
N

G
U

E
  FR

A
N

Ç
A

ISE

L

’ÉC
O

LE
  de  I

’ÉT
O

ILE
  du  M

A
T

IN

C
O

U
R

S  É
LÉ

M
E

N
T

A
IR

E

仏
　
語

　
初

　
歩

　
　

Q
U

A
T

R
IÈ

M
E

  É
D

IT
IO

N

R
E

V
U

E
  E

T
  E

N
T

IÈ
R

E
M

E
N

T
  R

E
FO

N
D

U
E

増
　
訂

　
第

　
四

　
版

T
Ō

K
YŌ

Im
prim

erie  de  la  

《T
O

K
YO

  T
sukiji  T

ype  

foundry

》

暁星学校の翻刻本『仏語初歩』第3版。
〔法政大学附属図書館蔵〕

暁星学校の翻刻本『仏語初歩』増訂第4版（明治
34年〔1901〕刊）。荷風はこのテキストを教わっ
たと考えられる。〔法政大学附属図書館蔵〕
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1901

同
書
の
「
小

し
ょ
う

引い
ん

」（
短
い
は
し
が
き
）
に
よ
る
と
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
理
論
よ
り

も
実
用
に
重
き
を
お
い
て
編
ん
だ
も
の
と
い
う
。
読
者
は
こ
の
本
を
お
え
た
ら
、
文

法
に
重
き
を
お
い
た
『
中
級
仏
語
学
』
に
よ
っ
て
研
究
す
る
と
有
益
で
あ
る
と
述
べ

て
い
る
。
暁
星
が
編
ん
だ
『
仏
語
初
歩
』
は
、
第
三
版
が
四
一
一
頁
、
第
四
版
が
三

五
〇
頁
あ
る
。

「
増
訂
第
四
版
」
の
構
成
は
、
文
法
と
読
み
物
と
語
い
か
ら
成
り
、
第
四
十
一
課

ま
で
あ
る
。

［中］

C
O

U
R

S  C
O

M
PLE

T

D
E

LA
N

G
U

E
  FR

A
N

Ç
A

ISE

PU
B

LIÉ
  PA

R

L

’ÉC
O

LE
  de  I

’ÉT
O

ILE
  du  M

A
T

IN

C
O

U
R

S  M
O

YE
N

中
　
級

　
佛

　
語

　
学

PR
E

M
IÈ

R
E

  É
D

IT
IO

N

　
　
　
　
　
第

　
一

　
版

暁星学校の翻刻本『中級仏語学』第1版、明治
39年（1906）刊。〔法政大学附属図書館〕
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T
Ō

K
YŌ

Im
prim

erie  de  la  《T
okyō  T

sukiji  T
ypo  Foundry

》

1906

注
・
奥
付
に
よ
る
と
、
同
書
は
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
一
月
十
日
に
発
行
さ
れ
た
。
発
行
者
お
よ
び
編
者
は
、
暁
星
中
学
校
と
な
っ
て
い
る
。
定
価
は
七
〇
銭
。
印
刷
所

は
東
京
築
地
活
版
製
造
所
。
販
売
所
は
三
才
社
と
中
西
屋
書
店
で
あ
る
。

〔下〕

C
O

U
R

S  C
O

M
PLE

T

D
E

LA
N

G
U

E
  FR

A
N

Ç
A

ISE

PU
B

LIÉ
  PA

R

暁星学校の翻刻本『上級仏語学』明治35年（1902）
刊。〔法政大学附属図書館蔵〕
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L

’EC
O

LE
  D

E
  L

’ET
O

ILE
  D

U
  M

A
T

IN

C
O

U
R

S  SU
PÉ

R
IE

U
R

(A
N

C
IE

N
  C

O
U

R
S  M

O
YE

N
)

　
　
上

　
級

　
仏

　
語

　
学

　
　
　
　
（
旧
称
中
級
仏
語
）

T
O

K
YO

Im
prim

erie  de  la  《T
ōkyō  T

sukiji  T
ype  Foundry

》

1902

注
・
同
書
は
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
一
月
十
日
に
発
行
さ
れ
た
。
発
行
者
お
よ
び
編
者
は
、
暁
星
中
学
校
と
な
っ
て
い
る
。
定
価
は
九
〇
銭
。
印
刷
所
は
東
京
築
地
活
版

製
造
所
。
販
売
所
は
三
才
社
で
あ
る
。

暁
星
学
校
の
夜
学
の
フ
ラ
ン
ス
語
課
程
が
じ
っ
さ
い
い
つ
始
ま
っ
た
も
の
か
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
そ
の
運
営
は
関
東
大
震
災
直
後
の
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
十
一

月
二
十
五
日
ま
で
つ
づ
い
た
と
い
う（

5
）。

こ
の
夜
学
に
つ
い
て
、
同
校
は
た
び
た
び
『
東京

朝
日
新
聞
』
に
広
告
を
出
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
荷
風
が
入
学
す
る
前
年

―
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
九
月
十

七
日
の
広
告
に
は
、

―

　
　
仏
語
夜
学
科

三
学
級
共と

も

来
き
た
る

十
七
日
始
業
。
午
後
五
時
よ
り
六
時
ま
で
教
授
す
。
入
学
望の

ぞ

み
の
者
は
、
至
急
申

も
う
し

出で

ら
る
べ
し
。

麹
町
区
飯
田
町
三
丁
目
中な

か

坂ざ
か

上う
え

暁
星
中
学
校
構
内

　
　
九
月
十
一
日
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こ
の
広
告
文
に
よ
る
と
、
ク
ラ
ス
は
三
っ
つ
あ
っ
た
も
の
か
。
受
講
生
は
、
午
後
五
時
か
ら
六
時
ま
で
一
時
間
、
学
ん
だ
よ
う
だ
。
お
そ
ら
く
、
定
員
が
満
つ
る
ま
で
、

無
試
験
で
入
学
を
希
望
す
る
者
は
だ
れ
で
も
入
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
一
ク
ラ
ス
の
受
講
生
数
、
月
謝
な
ど
に
関
し
て
は
明
ら
か
で
な
い
。

同
紙
の
広
告
文
に
は
時
の
経
過
と
と
も
に
微
妙
な
変
化
が
み
ら
れ
る
。

「
暁
星
中
学
仏
語
夜
学
部

　
夜
学
開
始
」　

　
　
　
　
　 

（
明
治
37
・
9
・
10
付
）

「
暁
星
中
学
校
内

　
仏
語
夜
学
部
」　

　
　
　
　
　
　
　 

（
明
治
39
・
9
・
15
付
）

「
九
段
私
立
暁
星
中
学
校

　
仏
語
夜
学
科
新
学
期
開
始
」（
明
治
40
・
9
・
15
付
）

つ
ぎ
に
掲
げ
る
も
の
は
、
大
正
時
代
の
広
告
で
あ
る
。

自
　
四
月
二
十
四
日

　
至
六
月
十
二
日
・
月
曜
木
曜 
六
時
―
八
時
。

暁
星
中

学
校
内
　
仏
蘭
西
語
初
歩
夜
学

　
　
　
池
田
文
学
士

　
三
回
独
講

　
申
込
所

　
九
段
暁
星
中
学
校
門
衛

注
・『
東京

朝
日
新
聞
』（
大
正
11
・
4
・
18
付
）
の
広
告
。

こ
の
広
告
文
は
、
ど
の
よ
う
に
読
む
べ
き
か
。
お
そ
ら
く
こ
の
文
の
意
味
は
、
春
期
コ
ー
ス

は
、
四
月
二
十
四
日
か
ら
六
月
十
二
日
ま
で
行
な
う
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
授
業
は
月
曜
と
木

曜
の
週
二
回
、
午
後
六
時
か
ら
八
時
ま
で
の
二
時
間
か
。
池
田
と
い
う
文
学
士
が
三
回
講
義
す

る
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
入
門
者
に
フ
ラ
ン
ス
語
の
Ａア

Ｂベ

Ｃセ

そ
の
他
を
教
え
る
と
い
う
こ
と
か
。

そ
の
あ
と
フ
ラ
ン
ス
人
の
坊
さ
ん
が
直
接
教
授
法
で
フ
ラ
ン
ス
語
を
教
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ

暁星の仏語夜学科の広告。
（『東

京 朝日新聞』明治33・9・
17付）より。
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ろ
う
。

関
東
大
震
災
が
お
こ
っ
た
年

―
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
十
一
月
一
日
付
の
広
告
（『
東京

朝
日
新
聞
』
夕
刊
）
は
、「
暁
星
学
校

　
仏
蘭
西
語
夜
学
」
で
あ
る
。
そ
し

て
こ
れ
が
さ
い
ご
の
広
告
と
な
っ
た
。
夜
学
の
フ
ラ
ン
ス
語
課
程
は
こ
の
年
で
廃
止
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

荷
風
は
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
九
月
に
入
学
し
て
い
る
が
、
い
つ
ま
で
通
っ
た
も
の
か
明
ら
か
で
な
い
。
か
れ
が
父
親
の
勧
め
に
よ
っ
て
渡
米
す
る
の
は
二
年
後

の
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
十
月
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
間
暁
星
に
お
い
て
フ
ラ
ン
ス
語
を
習
っ
て
い
た
か
ど
う
か
も
は
っ
き
り
し
な
い
。
荷
風
は
明
治
四
十
一
年

（
一
九
〇
八
）
七
月
十
五
日
に
ア
メ
リ
カ
と
フ
ラ
ン
ス
の
滞
在
を
お
え
て
神
戸
に
帰
着
し
て
い
る
が
、
帰
国
後
暁
星
中
学
校
の
夜
間
部
で
フ
ラ
ン
ス
語
学
習
を
再
開
し
た

（
中
村
星
湖
談
）。
暁
星
で
ふ
た
た
び
フ
ラ
ン
ス
人
宣
教
師
か
ら
フ
ラ
ン
ス
語
を
学
習
し
た
と
き
、
荷
風
（
二
十
四
歳
）
と
い
っ
し
ょ
に
机
を
な
ら
べ
た
同
級
生
の
中
に
、
つ

ぎ
の
よ
う
な
人
々
が
い
る
。

黒
田
湖こ

山ざ
ん

（
一
八
七
八
〜
一
九
二
六
）
…
…
本
名
は
直
道
。
小
説
家
。
滋
賀
県
甲
賀
郡
水
口
に
生
ま
れ
、
東
京
専
門
学
校
に
ま
な
ぶ
。
巖
谷
小
波
の
門
下
生
で
木
曜
会
に
属
し
た
。

キ
ッ
プ
リ
ン
グ
の
翻
訳
「
狼
少
年
」
の
ほ
か
、
社
会
小
説
『
大
学
攻
撃
』（
明
治
35
・
6
、
美
育
社
）、
詩
集
と
し
て
は
『
青
春
之

詩
』（
明
治
35
・
7
、
美
育
社
）
な
ど
が
あ
る
。

向む
こ
う

軍ぐ
ん

治じ

　（
一
八
六
五
〜
一
九
四
三
）
…
…
山
口
県
岩
国
市
の
ひ
と
。
明
治
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
の
ド
イ
ツ
語
学
者
。
独
逸
学
協
会
学
校
、
新
教
神
学
校
に
ま
な
ん
だ
。
陸
軍

大
学
校
教
官
（
明
治
20
）、
東
京
農
村
学
校
教
師
（
明
治
22
）、
早
稲
田
大
学
の
初
代
ド
イ
ツ
語
科
教
授
、
農
科
大
学
、
四
高
、
二
高

黒田湖山（『青春之詩』美育社，
明治35・7）より。

向軍治（『三田評論』昭和37・1）
より。
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教
授
を
へ
て
、
福
沢
諭
吉
の
す
す
め
で
慶
應
義
塾
の
教
授
と
な
り
ド
イ
ツ
語
を
教
え
た
。
の
ち
関
西
大
学
で
教
鞭
を
と
っ
た
が
、
兵

庫
県
西
宮
市
松
下
町
の
自
宅
で
脳
溢
血
の
た
め
逝
っ
た
。

向む
こ
うは

そ
の
名
が
示
す
よ
う
に
意
気
軒
こ
う
で
あ
り
、
向
こ
う
気
が
つ
よ
く
、
毒
舌
家
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
ど
こ
の
学

校
も
長
つ
づ
き
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ロ
ー
マ
字
運
動
を
展
開
し
た
り
、
反
戦
論
を
主
張
し
た
た
め
に
憲
兵
に
目
を

つ
け
ら
れ
、
相
当
き
び
し
い
圧
力
が
加
え
ら
れ
た
が
、
ひ
る
ま
な
か
っ
た
。

慶
應
時
代
、
二
〇
〇
円（

6
）（

当
時
と
し
て
は
高
給
）
の
俸
給
の
ほ
と
ん
ど
を
丸
善
の
本
代
に
当
て
た
。
ド
イ
ツ
語
の
ほ
か
、

英
語
に
も
フ
ラ
ン
ス
語
に
も
通
じ
て
い
た
。
誤
訳
に
は
と
く
に
や
か
ま
し
く
、
鷗
外
訳
を
攻
撃
し
た
。「
山
犬
の
如
く
吠ほ

え

掛か
か

る
わ
が
文
壇
の
誤
訳
詮
義
者
」
と
永
井
荷
風
は
評
し
た
。
向
は
稀
代
の
名
物
ド
イ
ツ
語
教
授
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

中
村
星せ

い

湖こ

（
一
八
八
四
〜
一
九
七
四
）
…
…
明
治
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
の
小
説
家
・
評
論
家
・
翻
訳
家
。
山
梨
県
南
都
留
郡
川
口
村
の
ひ
と
。

早
稲
田
大
学
英
文
科
に
ま
な
ぶ
。『
早
稲
田
文
学
』
の
記
者
と
な
る
。
農
民
文
学
に
も
関
心
を
し
め
し
た
。
の
ち
昭
和
女
子
大
学

教
授
。
暁
星
の
夜
学
に
入
学
し
た
の
は
、
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
十
一
月
で
あ
り
、
永
井
荷
風
・
黒
田
湖
山
・
向

軍
治
が
い
っ
し
ょ
だ
っ
た
と
い
う
（『
中
村
星
湖
年
譜
』）。

そ
の
他
、
暁
星
の
夜
学
で
フ
ラ
ン
ス
語
を
習
っ
た
者
は
数
多
い
る
は
ず
で
あ
る
が
、
名
の

知
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
は
、
与
謝
野
寛ひ

ろ
し（

一
八
七
三
〜
一
九
三
五
、
明
治
か
ら
大
正
期
に
か
け

て
の
歌
人
・
詩
人
）、
藤
田
嗣つ

ぐ

治は
る

（
一
八
八
六
〜
一
九
六
八
、
大
正
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て

の
洋
画
家
）、
佐
藤
惣そ

う

之の

助す
け

（
一
八
九
〇
〜
一
九
四
二
、
大
正
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
の
詩

人
）、
西
条
八や

十そ

（
一
八
九
二
〜
一
九
七
〇
、
大
正
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
の
詩
人
、
早
大

教
授
［
終
戦
の
年
退
職
］）
な
ど
が
い
る
。

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
“
非
凡
の
画
才
”
に
め
ぐ
ま
れ
て
い
た
藤
田
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
行
っ

パリ時代の藤田嗣治の肖像
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て
洋
画
の
修
業
す
る
の
が
青
年
に
な
っ
て
か
ら
の
夢
で
あ
っ
た
。
そ
の
準
備
と
し
て
何
よ
り
も
語
学
を
し
っ
か
り
や
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
い
、「『
お
茶
水
の
中
学
』

（
東
京
高
等
師
範
学
校
付
属
中
学
校

―
引
用
者
）
の
四
年
頃

　
暁
星
学
校
の
夜
学
に
通か

よ

い
、
三
年
で
卒
業
の
所
を
、
三
年
級
を
二
度
も
続
け
て
都つ

合ご
う

四
年
間
勉
強
し
た
ぐ

ら
い
に
熱
中
し
て
修
業
し
た
」
と
い
う
（
藤
田
嗣
治
著
『
腕ブ

ラ

一
本
』
東
邦
美
術
協
会
、
昭
和
11
・
12
）。

し
か
し
暁
星
の
夜
学
で
み
っ
ち
り
学
ん
だ
は
ず
の
フ
ラ
ン
ス
語
は
、
パ
リ
に
行
っ
て
み
る
と
、
ま
っ
た
く
役
に
立
た
な
か
っ
た
。
夜
学
の
坊
さ
ん
教
師
の
多
く
は
、
ア
ル

ザ
ス
―
ロ
レ
ー
ヌ
地
方
（
ド
イ
ツ
の
境
界
に
近
い
）
の
出
身
で
あ
っ
た
か
ら
、
か
れ
ら
の
フ
ラ
ン
ス
語
は
、
田
舎
こ
と
ば
で
あ
り
、
花
の
都
の
パ
リ
娘
に
は
通
じ
な
か
っ
た

と
い
う
。

小
学
校
を
お
え
て
麻
布
の
糸
商
に
奉
公
に
出
た
佐
藤
惣
之
助
は
、
十
七
歳
の
春
、
暁
星
の
夜
学
に
入
り
、
二
ヵ
年
間
フ
ラ
ン
ス
語
を
学
ん
だ
（『
日
本
近
代
文
学
大
辞

典
』
講
談
社
、
六
八
三
頁
）。
西
条
八
十
が
暁
星
で
学
ん
だ
の
は
早
稲
田
の
学
生
の
と
き
か
、
近
代
英
仏
詩
の
交
流
に
興
味
を
も
ち
、「
フ
ラ
ン
ス
語
が
習
い
た
く
な
り
、
暁

星
中
学
校
の
夜
学
に
通
い
だ
し
た
。
同
級
生
の
中
に
、
与
謝
野
寛
や
佐
藤
惣
之
助
の
顔
を
見
か
け
た
」
と
い
う
（
西
条
八
十
「
私
の
履
歴
書
」）。

暁
星
の
夜
学
で
ま
な
ぶ
フ
ラ
ン
ス
語
が
、
当
時
の
荷
風
の
フ
ラ
ン
ス
文
学
の
読
解
や
か
れ
の
創
作
に
ど
れ
ほ
ど
役
立
っ
た
も
の
か
明
ら
か
で
な
い
。
お
そ
ら
く
、
一
方
で

は
フ
ラ
ン
ス
を
学
び
、
他
方
で
は
主
に
英
訳
に
よ
っ
て
フ
ラ
ン
ス
の
文
芸
作
品
に
親
し
ん
で
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

当
初
、
荷
風
の
心
境
を
一
変
さ
せ
た
の
は
ル
ー
ゴ
ン
＝
マ
ッ
カ
ー
ル
叢
書
の
ゾ
ラ
で
あ
り
、
よ
み
や
す
い
英
訳
で
一
冊
、
ま
た
一
冊
と
ほ
と
ん
ど
通
読
し
て
し
ま
っ
た
。

読
書
も
じ
ぶ
ん
の
性
情
（
性
質
と
心
の
な
か
の
思
い
）
に
近
い
も
の
を
え
ら
ん
で
読
む
よ
う
に
な
り
、
フ
ラ
ン
ス
文
学
が
も
っ
と
も
自
己
の
性
情
に
適
し
て
い
る
よ
う
に
思

っ
た
。
当
時
、
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
や
ピ
ェ
ー
ル
・
ロ
チ
の
作
品
を
耽
読
し
た
（「
我
が
思
想
の
変
遷
」）。

＊

一
　
丘
の
街
タ
コ
マ
。

明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
秋

―
荷
風
は
家
庭
の
希
望
で
、
実
業
家
と
な
る
た
め
に
ア
メ
リ
カ
に
送
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
年
九
月
十
七
日
、
木
曜
会
の
送
別

会
が
清
水
谷
皆
香
苑
（
千
代
田
区
紀
井
町
の
清
水
谷
公
園
内
に
あ
っ
た
料
亭
）
で
ひ
ら
か
れ
、
同
月
二
十
二
日

―
巖い

わ

谷や

小さ
ざ

波な
み

（
一
八
七
〇
〜
一
九
三
三
）、
押
川
春

し
ゅ
ん

浪ろ
う

（
一
八
七
六
〜
一
九
一
四
）、
西
村
渚し

ょ

山ざ
ん

（
一
八
七
八
〜
一
九
四
六
）、
生い

く

田た

葵き

山ざ
ん

（
一
八
七
六
〜
一
九
四
五
）
ら
木
曜
会
の
メ
ン
バ
ー
に
見
送
ら
れ
て

―
信
濃
丸
（
六
三

八
八
ト
ン
）
に
て
横
浜
を
あ
と
に
し
た
。
当
日
の
空
模
様
は
「
秋
陰
雨
な
ら
ん
と
す
」（「
西
進
日
記
抄
」）
と
い
う
。
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荷風とモーパッサン

同
船
は
日
本
郵
船
株
式
会
社
の
太
平
洋
航
路
の
客
船
で
あ
り
、
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
以
来
、
横
浜
と
シ
ア
ト
ル

（
ア
メ
リ
カ
西
部
、
ワ
シ
ン
ト
ン
州
西
部
の
港
町
）
間
を
往
来
し
て
い
た
。
こ
の
船
会
社
は
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
主
要
新
聞
に

「
出
帆
広
告
」
を
出
し
て
い
る
が
、
筆
者
が
み
つ
け
た
『
朝
日
新
聞
』（
明
治
36
・
9
・
22
付
）
の
も
の
を
つ
ぎ
に
掲
げ
て
み
よ

う
。

　
　
○
「
ヴ
ヰ
ク
ト
リ
ア
」、「
シ
ア
ト
ル
」
行

但た
だ
し

右
両
地
に
於
て
桑
港
（
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
―
引
用
者
）、「
タ
マ
コ
」、「
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
」
紐
育
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
―
引
用

者
）
其そ

の

他た

合
衆
国
加
奈
陀
（
カ
ナ
ダ
―
引
用
者
）
及

お
よ
び

欧
州
各
地
行
汽
車

　
汽
船
に
接
続
す
る
に
付

　
各
地
通
し
切
符
を
発
売
す

「
米
国
行
三
等
乗
船
申
込
は
出
帆
当
日
三
日
前ま

え

と
す
」
横
浜
桟
橋
係
留

　
　
信
濃
丸
　
　
廿
二
日
午
後
二
時
横
浜
発

こ
の
出
帆
広
告
に
よ
る
と
、
信
濃
丸
は
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
と
シ
ア
ト
ル
の
両
港
に
お
い
て
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
タ
マ
コ
・

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
さ
ら
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
む
か
う
汽
船
や
汽
車
と
接
続
し
て
い
る
と
い
う
。
途
中
で
他
の
交

通
機
関
な
ど
に
乗
り
つ
ぐ
ば
あ
い
も
、
目
的
地
ま
で
一
枚
の
切
符
で
通
用
す
る
“
通
し
切
符
”
を
発
行
す
る
と
い
っ
て
い
る
。

三
等
船
客
（
船
底
に
近
い
船
倉
）
を
希
望
す
る
も
の
は
、
出
帆
の
三
日
ま
え
ま
で
に
申
し
出
て
欲

し
い
と
あ
る
。

信
濃
丸
は
、
一
月
、
四
月
、
六
月
、
九
月
、
十
二
月
と
年
に
五
回
シ
ア
ト
ル
と
横
浜
を
往
復
し

た
。
末
延
芳
晴
著
『
永
井
荷
風
の
見
た
あ
め
り
か
』（
中
央
公
論
社
、
平
成
9
・
11
）
に
、『
渡
米

成
業
の
手
引
』（
明
治
36
）
に
み
ら
れ
る
船
賃
が
引
い
て
あ
る
。
そ
れ
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
る
。

一
等
（
個
室
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
片
道
三
十
一
ポ
ン
ド
（
約
三
一
〇
円
）

荷風が渡米のときに乗った「信濃丸」

『朝日新聞』に掲載された日本
郵船株式会社の汽船出帆広告。
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二
等
（
な
し
）

特
別
三
等
（
三
段
ベ
ッ
ド
付
の
共
同
船
室
）
…
…
片
道
十
八
ポ
ン
ド

　 

（
約
一
八
〇
円
）

普
通
三
等
（
出
稼
ぎ
労
働
者
用
）
…
…
…
…
…
…
？

　
　
　
　
　
　
　 

（
約
六
五
円
）

こ
の
こ
と
は
ま
だ
誰
も
い
っ
た
り
、
書
い
た
り
し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
が
『
ザ
・
ジ
ャ
パ
ン
・
ウ
ィ
ー
ク
リ

イ
・
メ
イ
ル
』
紙
（T

he Japan W
eekly M

ail, 

一
九
〇
三
・
九
・
二
三
付
）［
横
浜
開
港
資
料
館
蔵
］
の
「
乗
客

欄
」（Passengers

）
に
“
永
井
壮
吉
”
の
名
前
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
記
事
を
和
訳
す
る
と

―

日
本
の
汽
船
「
信
濃
丸
」
で
、
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
＝
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
経
由
で
ワ
シ
ン
ト
ン
州
の
シ
ア
ト
ル

へ
む
か
う
客
は
以
下
の
通
り
。

一キ

ャ

ビ

ン

等
客
室
は

―
Ｍ
・
ム
ア
夫
人
、
イ
マ
ム
ラ
氏
、
Ｙ
・
ヤ
マ
シ
タ
夫
妻
、
Ｔ
・
オ
カ
ハ
ラ
氏
、
Ｗ
・
Ｃ
・
ケ
イ
ム
氏
、

Ｕ
・
オ
ー
ツ
カ
夫
妻
（
子
ど
も
と
女
中
を
同
伴
）、
Ｙ
・
Ｍ
・
ロ
バ
ー
ツ
氏
、
Ｐ
・
ラ
ン
サ
ム
夫
人
、
Ｋ
・
カ
メ
ダ
夫
人
、

Ａ
・
Ｅ
・
コ
リ
ン
グ
ス
氏
、
Ｔ
・
Ｂ
・
カ
ド
リ
イ
氏
、
Ｆ
・
Ｐ
フ
ェ
ル
氏
、
Ａ
・
Ｍ
・
ナ
ッ
プ
氏
、
レ
イ
ウ
ス
夫
妻
。

二セ
カ
ン
ド
・
ク
ラ
ス

等
客
室
は

―
ロ
バ
ー
ト
・
ス
コ
ッ
ト
氏
、
Ｔ
・
カ
ン
ド
氏
、
Ｗ
・
カ
ン
ド
嬢
、
Ｃ
・
ハ
ラ
夫
妻
、
Ｊ
・
ア
シ
カ
ガ
氏
、
Ｓ
・
ヤ
マ
モ
イ
オ
氏
、
Ｓ
・
キ
ム
ラ
氏
、
Ｔ
・
タ
ム

ラ
氏
、
Ｋ
・
オ
ー
ハ
シ
氏
、
Ｓ
・
カ
ワ
グ
チ
氏
、
Ｈ
・
マ
ツ
エ
氏
、
Ｙ
・
オ
キ
タ
氏
、
Ｙ
・
ホ
シ
ノ
氏
、
Ｍ
・
ア
キ
ヤ
マ
氏
、
Ｓ
・
ナ
ガ
イ
氏
。

三ス
テ
イ
ア
レ
ッ
ヂ

等
客
室

―
二
八
五
名
。

末
延
氏
の
『
永
井
荷
風
の
見
た
あ
め
り
か
』
に
は
、「
荷
風
が
、
文
学
志
望
の
学
生
く
ず
れ
の
分
際
で
あ
り
な
が
ら
、
分
不
相
応
に
、
当
時
の
日
本
で
一
番
豪
華
な
一
等

船
室
に
乗
れ
た
の
は
、
日
本
郵
船
横
浜
支
店
長
を
務
め
て
い
た
父
、
久
一
郎
の
力
に
与あ

ず

か
る
所
が
大
き
か
っ
た
」（
一
七
頁
）
と
あ
る
が
、
先
の
記
事
通
り
で
あ
っ
た
と
す

る
と
、
荷
風
は
一
等
船
客
で
な
い
、
二
等
船
客

0

0

0

0

で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
父
久
一
郎
は
、
将
来
日
本
の
商
業
界
で
立
身
の
道
を
開
い
て
や
ろ
う
と
の
親
心
か
ら
、
学
費
を
惜
し
ま
ず
、
荷
風
を
遊
学
の
途
に
つ
か
せ
た
の
で
あ
る

「信濃丸」の１等と２等の乗客名。さいごに荷風の名（Ｓ・
Ｎagai）がみえる。The Japan Weekly Mail 〔1903・9・23付〕
より。
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（「
西
遊
日
記
抄
」、
明
治
39
・
7
・
10
付
）。
荷
風
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
よ
く
巖
谷
小
波
の
も
と
に
原
稿
を
送
っ
た
が
、
そ
れ
は
木
曜
会
の
席
上
で
朗
読
さ
れ
、
皆
の
批
判
を
う

け
た
の
ち
、
小
波
の
手
で
『
文
藝
倶
楽
部
』
や
『
新
小
説
』
へ
送
っ
て
掲
載
さ
れ
た（

7
）。

　

荷
風
は
船
上
の
人
に
な
る
や
、
故
国
の
山
影
に
別
れ
を
つ
げ
、
一
路
シ
ア
ト
ル
を
め
ざ
し
た
。
船
客
は
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
達
す
る
そ
の
日
ま
で
、
半
月
ほ
ど
の
間
、
ほ
と

ん
ど
堪
え
が
た
い
ほ
ど
の
無
聊
に
苦
し
め
ら
れ
る
。
一
つ
の
島
、
一
つ
の
山
を
見
る
こ
と
な
く
、
目
に
入
る
も
の
は
茫ぼ

う
ば
く漠

た
る
海
原
だ
け
で
あ
る
。
船
は
大
き
な
波
浪
が
起

伏
す
る
中
を
ア
メ
リ
カ
を
さ
し
て
進
ん
だ
。
空
も
北
へ
進
む
に
つ
れ
て
灰
色
に
変
じ
、
い
ま
に
も
雨
か
霧
に
な
り
そ
う
な
気
配
が
し
た
。

荷
風
は
、
そ
う
し
た
淋
し
い
海
の
う
え
の
、
さ
み
し
い
旅
人
で
あ
っ
た
。

明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
十
月
五
日
の
夜

―
信
濃
丸
は
カ
ナ
ダ
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
港
に
到
着
し
た
。
異
郷
の
山
影
は
、
黒
い
怪
物
が
横
た
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
見

え
た
。
荷
風
は
「
嗚あ

呼あ

余よ

の
身み

は
遂つ

い

に
太
平
洋
の
彼ひ

岸が
ん

（
む
こ
う
岸

―
引
用
者
）
に
到
着
せ
る
な
り
」（「
西
遊
日
誌
抄
」）
と
、
感
慨
無
量
の
気
持
ち
を
日
記
に
し
る
し

て
い
る
。

十
月
七
日
、
シ
ア
ト
ル
港
に
到
着
。
当
地
に
お
い
て
、
父
の
知
人
の
古
屋
商
店
の
タ
コ
マ
支
店
の
支
配
人
・
山
本
一
郎
に
案
内
さ
れ
タ
コ
マ
へ
む
か
っ
た
。

タ
コ
マ
（T

acom
a

）
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
州
西
部
の
港
町
。
当
時
の
人
口
は
約
三
万
八
〇
〇
〇
人
。
北
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
鉄
道
の
終
着
駅
が
あ
る
。
街
は
コ
メ
ン
ス
メ
ン
ト

湾
を
臨
む
高テ

ラ
ス台

に
あ
り
、
そ
こ
に
大
き
な
製
材
所
、
鋳
物
工
場
、
製
錬
所
、
鉄
道
の
作
業
所
、
醸
造
所
、
製
粉
所
な
ど
や
穀
物
な
ど
を
積
み
出
し
の
産
業
施
設
が
あ
っ
た
。

こ
の
街
は
木
材
、
茶
・
砂
糖
・
絹
・
ゴ
ム
な
ど
を
輸
入
し
た
。

街
の
主
な
建
物
は
、
裁
判
所
・
市
役
所
・
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
・
商
工
会
議
所
・
カ
ー
ネ
ギ
ィ
図
書
館
・
聖
レ
オ
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
・
北
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
鉄
道
会
社
・
ア
ニ

ー
・
ラ
イ
ト
神
学
校
な
ど
で
あ
る
（K

arl B
aedeker: T

he U
nited States w

ith an excursion into M
exico, 1904, P.477

）。

タ
マ
コ
は
シ
ア
ト
ル
と
同
じ
よ
う
に
空
気
ば
か
り
か
景
色
も
よ
く
、
田
園
的
詩
趣
を
味
う
の
に
格
好
の
土
地
で
あ
っ
た
。
海
に
出
て
釣
り
を
す
る
と
、
大
き
な
黒
鯛
が
つ

れ
た
し
、
山
の
手
の
落
葉
樹
の
中
を
踏
み
わ
け
て
ゆ
く
と
、
大
き
な
マ
ツ
タ
ケ（

8
）が

と
れ
た
。
荷
風
は
南
タ
コ
マ
街
七
二
五
番
地
山
本
一
郎
方
に
旅
装
を
と
い
た
。
山
本
宅
は

木
造
二
階
建
で
あ
り
、
荷
風
の
二
階
の
一
室
を
あ
た
え
ら
れ
た
が
、
そ
こ
は
眺
望
の
よ
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
毎
日
、
語
学
の
け
い
こ
を
す
る
以
外
に
し
ご
と
が
な
い
の
で
、

十
月
二
十
日
に
「
タ
コ
マ
・
ス
テ
ィ
デ
ィ
ア
ム
高
等
学
校
」
に
入
学
し
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
初
歩
を
修
め
た（

9
）。

荷
風
の
フ
ラ
ン
ス
語
学
習
の
進
捗
ぐ
あ
い
で
あ
る
が
、
日
本
を

出
ア
メ
リ
カ
に
む
か
っ
た
こ
ろ
、
や
っ
と
フ
ラ
ン
ス
文
法
の
一
通
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
終
え
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
に
上
陸
し
て
も
英
語
を
学
ぶ
気
は
な
く
、
す
ぐ
フ
ラ
ン
ス
語

の
教
師
に
つ
い
た
（「
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
石
像
を
拝
す
」）。
し
か
し
、
タ
コ
マ
の
高
校
に
入
学
し
た
け
れ
ど
学
校
は
欠
席
し
が
ち
で
あ
っ
た
。
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荷
風
は
タ
コ
マ
に
一
年
ほ
ど
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
間
毎
日

の
よ
う
に
古
屋
商
店
の
タ
コ
マ
支
店
（
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
ー
街
一
三

五
番
地
、
レ
ン
ガ
建
の
三
階
ビ
ル
）
に
や
っ
て
来
る
と
、
奥
の
カ

ウ
ン
タ
ー
に
入
り
、
日
本
か
ら
輸
入
し
た
書
籍
や
雑
誌
な
ど
を
よ

む
の
を
常
と
し
て
い
た（

10
）。

と
き
に
か
れ
は
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
ー
街
か

ら
二
つ
さ
が
っ
た
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
通
り
へ
出
る
と
、
繁
華
街
を
ほ

っ
つ
き
歩
い
た
り
、
公
園
を
散
歩
し
た
り
し
て
、
つ
れ
づ
れ
を
慰

め
た
。

公
園
に
入
る
と
車
馬
の
声
は
遠
く
、
草
は
青
々
と
し
て
い
た
が
、

木
々
の
梢

こ
ず
え

は
な
か
ば
黄
葉
し
て
い
た
。

翌
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）
一
月

―
薄
倖
詩
人
エ
ド
ガ

ー
・
Ａ
・
ポ
ー
の
詩
を
よ
む
。
四
月
に
な
る
と
、
自
転
車
に
の
り

郊
外
を
散
策
し
、
広
い
牧ま

き

場ば

や
林
間
の
湖
水
を
み
て
夢
幻
の
境
に

い
る
よ
う
な
気
が
し
た
。
五
月
は
じ
め
、
山
本
宅
を
出
て
、
西
洋
人
の
家
に
下
宿
し
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
全
集
を
よ
み
は
じ
め
た
。
十
月
、
古
屋
商
店
の
社
員
と
と
も
に
セ
ン
ト

ル
イ
ス
（
ア
メ
リ
カ
中
西
部

―
ミ
ズ
ー
リ
州
東
部
の
河
港
の
町
）
に
お
も
む
き
、
万
国
博
覧
会
を
見
学
。

＊

一
　
森
の
中
の
小
さ
い
町
カ
ラ
マ
ズ
―
。

十
一
月

―
人
の
勧
め
に
よ
り
ミ
シ
ガ
ン
州
の
カ
ラ
マ
ズ
ー
（
ア
メ
リ
カ
中
北
部

―
ミ
シ
ガ
ン
州
南
部
の
町
）
の
学
校
に
入
る
決
心
を
し
た
。
そ
の
こ
ろ
、
こ
の
町
に

行
く
に
は
、
シ
カ
ゴ
か
ら
汽
車
で
四
時
間
ほ
ど
か
か
っ
た
。
カ
ラ
マ
ズ
ー
（K

alam
azoo

）
の
当
時
の
人
口
は
、
約
二
万
四
〇
〇
〇
人（

11
）。

デ
ト
ロ
イ
ト
の
西
約
二
〇
〇
キ
ロ

に
位
置
し
、
カ
ラ
マ
ズ
ー
川
中
流
沿
岸
に
あ
る
。
そ
の
当
時
は
農
業
中
心
の
町
で
あ
っ
た
が
、
い
ま
は
自
動
車
部
品
工
業
が
盛
ん
な
よ
う
だ
。

タマコの日本
人街があった所

コメンスメント湾

1894年（明治27年）製作のタコマ市の地図。〔筆者蔵〕
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荷風とモーパッサン

荷
風
は
当
初
、
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ー
河
を
南
に
く
だ
り
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
移
民
が
多
く
住
む
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
の
大
学
に
入
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
か
の
地
の
風
土
は
健
康
に

よ
く
な
い
、
と
人
が
い
う
た
め
に
、
や
む
な
く
北
へ
向
っ
た
と
い
う
（「
西
遊
日
誌
抄
」）。

十
一
月
二
十
二
日
、
森
の
中
の
小
さ
い
町
カ
ラ
マ
ズ
ー
に
到
着（

12
）。

当
地
は
寒
気
き
び
し
く
、
夜
は
骨
が
凍
る
か
と
思
え
る
ほ
ど
寒
か
っ
た
。
同
月
二
十
八
日
、
荷
風
は
当

地
バ
プ
テ
ィ
ス
ト
派
の
「
カ
ラ
マ
ズ
ー
カ
レ
ッ
ジ
」（
創
立
は
一
八
三
三
年
、
当
時
、
学
生
数
は
一
七
五
名（

13
））

の
聴
講
生
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
、
の
ち
に
フ
ラ
ン
ス
語
を

三
単
位
取
得
し
た
。
そ
の
こ
ろ
、
こ
の
カ
レ
ッ
ジ
に
学
ぶ
日
本
人
と
い
え
ば
永
井
の
ほ
か
、
キ
リ
ス
ト
教
の
神
学
者
が
一
人
い
る
だ
け
で
あ
っ
た
。

カ
ラ
マ
ズ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ
に
、
荷
風
の
成
績
表
が
残
さ
れ
て
い
る
。
荷
風
の
学
生
記
録
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

Student’s R
ecord.

N
am

e　

P.O
.A

ddress　

Parent or G
uardian　

B
irth　

E
nrollm

ent

C
ourse （

一
字

あ
る

が
判

読
で

き
な

い
）

G
raduation

K
A
LA

M
A
ZO

O
  C

O
LLE

G
E

本
紙
の
末
尾
に
「
こ
れ
は
正
式
の
成ト

ラ
ン
ス
ク
リ
プ
ト

績
証
明
書
で
は
な
い
」
と
あ
る
が
、
秋
・
冬
・
春
の
学
期
を
通
じ
て
平
均
八
〇
点
と
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
け
っ
し
て
悪
い
成
績
で
は

な
い
。
い
ま
な
ら
さ
し
あ
た
り
「
優
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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T
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C
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C
h1.

Freshman Year.Freshman Year.Sophomore Year.Junior Years.Senior Year.

First Year French
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Second Year French
T
hird Year French
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84

T
his is N

ot A
n O

ffi
cial

T
ranscript̶

（
14
）

E
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荷風とモーパッサン

荷
風
は
こ
れ
ま
で
暁
星
の
夜
学
、
タ
コ
マ
の
高
等
学
校
、
カ
ラ
マ
ズ
ー
の
カ
レ
ッ
ジ
、
の
ち
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
夜
学
で
も
フ
ラ
ン
ス
語
を
学
ん
で
い
る
が
、
そ
の
主
目

的
は
憧
憬
の
地
フ
ラ
ン
ス
へ
渡
航
す
る
た
め
の
準
備
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。

カ
ラ
マ
ズ
ー
は
、
じ
つ
に
淋
し
い
所
で
あ
っ
た
。
タ
コ
マ
で
は
軽
べ
つ
的
に
“J ジ

ャ
ッ
プ

ap

”（
日
本
人（

15
））

と
よ
く
呼
ば
れ
た
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
。
荷

風
の
考
え
で
は
、
当
地
で
冬
ご
も
り
し
、
来
年
の
四
月
か
五
月
に
な
っ
た
ら
、
シ
カ
ゴ
か
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
移
動
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
。

十
二
月
に
入
る
と
、
カ
ラ
マ
ズ
ー
の
寒
気
は
さ
ら
に
き
び
し
く
な
り
、
氷
点
下
の
日
も
珍
し
く
な
か
っ
た
。
が
、
日
数
が
た
つ
に
つ
れ
て
寒
さ
に
も
馴
れ
、
寒
冷
の
地
カ

ラ
マ
ズ
ー
も
佳か

景け
い

（
よ
い
け
し
き
）
に
富
ん
で
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
と
く
に
雪
に
埋
も
れ
て
街
路
を
行
く
そ
り
の
す
が
す
が
し
い
鈴
の
音
を
聞
く
と
、
あ
た
か
も
自
分
が

ロ
シ
ア
の
小
説
中
の
人
物
の
よ
う
な
気
が
し
た
。

や
が
て
年
が
明
け
て
明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）。

一
月
、
父
・
久
一
郎
が
郵
船
会
社
の
用
務
を
お
び
て
シ
ア
ト
ル
に
や
っ
て
来
た
が
、
息
子
に
会
う
よ
ゆ
う
な
く
帰
航
し
た
。

三
月
に
な
る
と
、
カ
ラ
マ
ズ
ー
も
だ
い
ぶ
暖
く
な
っ
た
。
夜
、
勉
強
を
お
え
て
図
書
館
か
ら
帰
る
と
き
、
日
本
の
春は

る
さ
め雨

の
よ
う
な
も
の
が
降
り
だ
し
た
。
ま
た
枯
木
の
か

げ
な
る
人
家
の
灯
り
や
、
そ
こ
か
ら
漏
れ
聞
え
る
ピ
ア
ノ
の
音
な
ど
を
聞
く
と
、
そ
ぞ
ろ
に
一
家
だ
ん
ら
ん
の
光
景
を
想
像
し
、
客
愁
（
旅
の
う
れ
い
）
禁
じ
が
た
い
も
の

が
あ
っ
た
。

四
月
、
カ
レ
ッ
ジ
の
丘
に
駒
鳥
が
や
っ
て
き
て
、
春
の
到
来
を
つ
げ
た
。
丘
を
く
だ
り
、
青
草
の
茂
る
牧
場
に
出
、
小
川
の
そ
ば
に
佇
ん
だ
。
晴
れ
着
を
き
た
村
の
娘
が
、

若
い
男
と
腕
組
み
し
な
が
ら
や
っ
て
き
た
。
五
月
、
こ
の
地
の
財
産
家
の
パ
ー
テ
ィ
に
呼
ば
れ
、
夜
お
そ
く
下
宿
（
カ
ラ
マ
ズ
ー
、
エ
ー
ル
街
一
二
一
番
地
）
に
帰
っ
た
。

ま
た
某
日
、
町
の
丘
陵
に
の
ぼ
り
、
初
夏
の
太
陽
に
照
ら
さ
れ
た
谷
間
や
高
原
、
樹
林
や
人
家
、
病
院
、
果
樹
園
な
ど
を
な
が
め
時
の
移
る
の
を
忘
れ
た
。

六
月
十
五
日

―
カ
レ
ッ
ジ
の
フ
ラ
ン
ス
語
の
講
座
は
終
了
し
た
。
学
校
は
こ
の
日
を
も
っ
て
暑
中
休
暇
と
な
っ
た
。
翌
十
六
日
、
渡
米
の
折
船
中
で
知
り
あ
い
に
な
っ

た
今
村
次
七
を
キ
ン
グ
ス
ト
ン
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
東
南
部
ハ
ド
ソ
ン
川
中
流
右
岸
に
あ
る
町
）
に
訪
ね
る
た
め
、
夜
行
で
カ
ラ
マ
ズ
ー
を
去
っ
た
。
カ
ラ
マ
ズ
ー
に
客
愁

を
託
す
こ
と
八
ヵ
月
で
あ
っ
た
。

同
月
三
十
日
、
正
午
の
汽
車
で
キ
ン
グ
ス
ト
ン
を
去
り
、
同
日
の
夕
方
五
時
ご
ろ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
到
着
し
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
コ
ン
コ
ー
ド

街
一
七
番
地
を
旅
宿
と
し
た
。

七
月
八
日
、
い
と
こ
の
永
井
松ま

つ

三ぞ
う

（
一
八
七
七
〜
一
九
五
七
、
大
正
・
昭
和
期
の
外
交
官
、
駐
独
大
使
の
ち
外
務
次
官
）
と
会
い
、
よ
も
や
ま
の
話
を
し
た
。
そ
の
折
、



（22）257

ア
メ
リ
カ
の
生
活
が
詩
情
を
喜
ば
せ
る
点
に
欠
け
て
い
る
の
で
、
フ
ラ
ン
ス
に
渡
り
、
か
の
国
の
文
学
を
研
究
し
た
い
と
い
い
、
そ
の
是
非
を
問
う
た
ら
、
賛
成
し
て
く
れ

た
。
ま
ず
そ
の
旅
費
を
工
面
す
る
た
め
に
、
暑
中
休
暇
を
ア
ル
バ
イ
ト
に
当
て
る
よ
う
い
わ
れ
た
。
そ
こ
で
荷
風
は
直
ち
に
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ヘ
ラ
ル
ド
』
紙
に
、
求
職

広
告
を
の
せ
た
。

JA
PA

N
E

SE
  general  housew

orker  w
ants  position  in  sm

all  fam
ily.  N

agai  17  C
oncord,  B

rooklyn （
16
）　

日
本
人
の
家
事
労
働
者
、
小
じ
ん
ま
り
と
し
た
家
庭
に
お
け
る
し
ご
と
を
捜
し
て
い
ま
す
。
連
絡
先
は
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
コ
ン
コ
ー
ド
街
一
七
番
地
に
住
む
ナ
ガ
イ
。

こ
の
求
職
広
告
に
た
い
し
て
、
引
き
合
い
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
不
明
で
あ
る
。

＊

一
　
ワ
シ
ン
ト
ン
暮
色

―
娼
婦
イ
デ
ィ
ス
。

し
か
し
、
十
日
ほ
ど
す
る
と
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
日
本
公
使
館
で
身
も
と
の
正
し
い
小
使
い
を
募
集
し
て
い
る
こ
と
を
耳
に
は
さ
ん
だ
の
で
、
い
と
こ
の
永
井
松
三
に
そ
の

周
旋
を
依
頼
し
た
。
日
本
公
使
館
で
小
使
い
が
必
要
に
な
っ
た
の
は
、
日
露
講
和
談
判
が
は
じ
ま
り
、
し
ぜ
ん
公
使
館
の
事
務
し
ご
と
が
増
え
た
た
め
で
あ
る
。

幸
い
荷
風
は
採
用
に
な
り
、
七
月
十
九
日
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
よ
り
ワ
シ
ン
ト
ン
に
赴
き
、
二
十
日
よ
り
勤
務
を
は
じ
め
た
。
荷
風
の
住
居
と
な
っ
た
と
こ
ろ
は
、
日
本
公
使

館
の
三
階
の
一
室
で
あ
る
。
仕
事
は
毎
朝
館
員
が
出
勤
す
る
ま
え
に
、
事
務
所
を
そ
う
じ
し
、
郵
便
物
を
調
べ
、
電
話
の
取
次
ぎ
、
新
聞
を
取
り
そ
ろ
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

夜
は
本
を
よ
む
時
間
が
充
分
あ
っ
た
。

と
も
あ
れ
、
臨
時
雇
い
で
あ
る
か
ら
、
日
露
談
判
が
お
わ
る
ま
で
働
き
、
公
使
館
の
俸
給
と
日
本
か
ら
の
送
金
と
を
合
わ
せ
、
秋
風
が
吹
く
こ
ろ
大
西
洋
を
渡
っ
て
フ
ラ

ン
ス
へ
お
も
む
く
計
画
で
あ
っ
た
。

八
月
の
ワ
シ
ン
ト
ン
は
相
当
に
あ
つ
い
。
ワ
シ
ン
ト
ン
市
街
は
カ
エ
デ
が
植
え
て
あ
り
、
十
字
路
に
は
必
ず
花
壇
が
あ
っ
た
。
荷
風
は
夕
暮
れ
、
そ
の
ベ
ン
チ
に
す
わ
る

と
、
街
燈
の
光
に
照
ら
さ
れ
な
が
ら
、
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
『
水
の
上
』
を
原
書
で
読
み
は
じ
め
た
。
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荷風とモーパッサン

荷
風
に
よ
る
と
、
ア
メ
リ
カ
に
来
て
二
年
ほ
ど
た
っ
て
も
、
か
れ
ら
の
会
話
を
聞
き
と
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
作
品
の
う
ち
、

ご
く
読
み
や
す
い
も
の
は
辞
引
を
た
よ
り
に
、
ど
う
に
か
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
（「
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
石
像
を
拝
す
」）。

八
月
二
十
九
日
、
フ
ラ
ン
ス
行
に
は
不
賛
成
で
あ
る
、
と
の
父
・
久
一
郎
か
ら
の
家
信
に
接
し
た
。
挫
折
と
失
望
と
に
馴
れ
っ
こ
に
な
っ
て
い
た
荷
風
は
、
別
に
お
ど
ろ

か
な
か
っ
た
し
、
な
げ
き
も
し
な
か
っ
た
。

か
れ
は
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
も
フ
ラ
ン
ス
へ
渡
り
、
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
が
描
い
た
世
の
中
を
わ
が
目
で
み
た
い
と
思
っ
た
。
こ
の
望
み
を
と
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
う
ち
は
、

た
と
え
親
が
急
病
で
あ
っ
て
も
日
本
へ
帰
る
ま
い
、
と
の
固
い
決
意
で
い
た
。
た
だ
こ
の
一
念
を
貫
く
た
め
、
公
使
館
の
腰
弁
（
安
月
給
取
り
）
の
生
活
を
甘
ん
じ
て
受
け

入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

九
月

―
公
使
館
の
事
務
室
の
あ
と
か
た
ず
け
を
す
ま
せ
、
地
下
室
へ
お
り
て
、
台
所
で
黒
人
の
召
使
い
と
夕
食
を
す
ま
せ
た
の
ち
も
、
日
は
ま
だ
高
か
っ
た
。
陽
気
が

涼
し
く
な
っ
た
の
で
、
一
日
電
車
に
乗
っ
て
郊
外
へ
出
か
け
、
広
野
や
木
立
を
賞
し
た
が
、
そ
の
風
景
は
ミ
ズ
リ
ー
州
の
も
の
と
似
て
い
た
。

九
月
十
三
日

―
、
朝
夕
の
風
が
身
に
し
み
る
よ
う
に
な
っ
た
。
街
の
燈
火
に
誘
わ
れ
て
公
使
館
を
出
る
と
、
下
町
の
演
芸
場
に
出
か
け
、
そ
こ
で
俗
曲
な
ど
を
聞
い
て

旅
愁
を
な
ぐ
さ
め
た
。
や
が
て
演
芸
場
を
出
て
か
ら
、
と
あ
る
酒バ

ー場
に
入
り
、
カ
ク
テ
ー
ル
を
飲
ん
で
い
る
と
未
知
ら
ぬ
女
が
声
を
か
け
た
。
名
は
イ
デ
ィ
ス
・
ジ
ラ
ー
ド

と
い
う
。
た
ち
ま
ち
意
気
投
合
し
、
ポ
ト
マ
ッ
ク
川
畔
の
公
園
内
を
い
っ
し
ょ
に
散
歩
し
た
。
女
は
わ
た
し
の
家
に
来
な
い
か
と
い
う
。
程
な
く
女
に
誘
わ
れ
る
ま
ま
そ
の

家
に
至
っ
た
。

そ
の
後
、
な
じ
ん
だ
女
と
の
淫
事
に
耽
る
よ
う
に
な
り
、
女
の
も
と
に
赴
い

て
は
、
そ
こ
で
シ
ャ
ン
ペ
ン
を
傾
け
、
淫
楽
の
な
か
に
身
を
沈
め
た
。

七
月
よ
り
黄
葉
の
十
月
ま
で
、
四
ヵ
月
ほ
ど
ワ
シ
ン
ト
ン
で
く
ら
し
た
が
、

九
月
五
日
日
露
が
講
和
条
約
を
む
す
ん
だ
の
で
、
公
使
館
内
の
事
務
し
ご
と
も

よ
う
や
く
ひ
ま
に
な
り
、
十
月
い
っ
ぱ
い
で
解
雇
に
な
る
と
申
し
渡
さ
れ
た
。

某
日
、
夕
食
を
す
ま
せ
た
の
ち
、
い
つ
も
の
酒
場
に
行
っ
て
み
る
と
、
脂
粉

を
こ
ら
し
、
華
美
な
帽
子
を
か
ぶ
っ
た
イ
デ
ィ
ス
が
、
二
、
三
名
の
女
友
だ
ち

と
テ
ー
ブ
ル
を
前
に
す
わ
っ
て
い
た
。
彼
女
を
誘
い
出
す
と
、
公
園
の
中
に
入

1905（明治38年）当時のアメリカ女性。
『 ザ・ ニ ュ ー ヨ ー ク・ ヘ ラ ル ド 』 紙
（1905・7・8付）より。
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り
、
人
の
い
な
い
小
道
を
落
葉
を
ふ
み
つ
つ
歩
い
た
。
そ
の
と
き
化
粧
の
香
り
が
プ
ゥ
ー
ん
と
鼻
孔
の
中
に
伝
わ
っ
て
き
た
。
こ
ん
ど
ワ
シ
ン
ト
ン
を
あ
と
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
へ
帰
る
、
と
い
う
と
、
イ
デ
ィ
ス
は
し
ば
ら
く
無
言
で
い
た
が
、
腹
立
た
し
げ
に
、
靴
の
先
で
散
り
つ
も
っ
た
落
葉
を
音
高
く
け
っ
た
。
そ
し
て
に
わ
か
に
荷
風
の
体
を

堅
く
抱
く
と
、
声
を
く
も
ら
せ
て
、
今
宵
か
ら
わ
た
し
の
家
へ
来
て
ほ
し
い
。
執
念
深
く
跡
を
追
わ
な
い
か
ら
、
別
れ
の
日
ま
で
一
日
一
回
は
か
な
ら
ず
会
い
に
来
て
ほ
し

い
、
と
い
う
と
、
ひ
た
と
そ
の
顔
を
か
れ
の
胸
に
押
し
あ
て
た
。

十
一
月
一
日

―
ワ
シ
ン
ト
ン
を
い
よ
い
よ
明
日
去
る
こ
と
に
な
っ
た
イ
デ
ィ
ス
の
家
で
別
離
の
杯
を
く
ん
だ
。
翌
日
、
汽
車
に
の
り
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
帰
り
、
イ
ー
ス

ト
サ
イ
ド
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
島
の
東
部
地
区
）
に
あ
る
日
本
人
経
営
の
安
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
た
。
そ
の
ホ
テ
ル
に
泊
っ
た
の
は
多
く
の
日
本
人
苦
学
生
が

お
り
、
仕
事
を
さ
が
す
の
に
便
利
で
あ
ろ
う
、
と
の
考
え
か
ら
出
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
思
わ
し
い
勤
め
口
が
な
い
の
で
、
再
び
学
校
生
活
を
つ
づ
け
よ
う
と
思
い
、
ふ
た
た
び
カ
ラ
マ
ズ
ー
に
む
け
て
出
発
。
墓
地
に
ち
か
い
一
農
家
の
二
階
（
ウ
ッ

ド
ワ
ー
ド
通
り
一
一
四
番
地
）
を
借
り
た
。

三
十
日
。
横
浜
正

し
ょ
う

金き
ん

銀
行
（
明
治
十
三
年
［
一
八
八
〇
］
設
立
、
昭
和
二
十
一
年
［
一
九
四
六
］
閉
鎖
）
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
長
か
ら
突
然
電
報
が
舞
い
込
み
、
来
談

す
べ
し
と
い
う
。
直
ち
に
三
日
以
内
に
カ
ラ
マ
ズ
ー
を
引
払
い
、
馳
せ
つ
け
る
旨
返
電
し
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
お
も
む
き
銀
行
員
と
な
る
こ
と
を
返
電
し
た
け
れ
ど
、
都

会
に
出
る
と
文
芸
の
道
か
ら
遠
ざ
か
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
を
憂
い
た
。

十
二
月
七
日

―
父
の
配
慮
に
よ
り
、
父
が
望
め
る
横
浜
正
金
銀
行
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
（
ウ
ォ
ー
ル
街

ス
ト
リ
ー
ト

六
三
番
地
）
に
入
っ
た
。
住
居
は
部
屋
が
み
つ
か
る
ま
で
、

い
と
こ
の
永
井
松
三
の
ア
パ
ー
ト
（
ウ
ェ
ス
ト
一
一
五
街
六
〇
五
番
地
）
に
や
っ
か
い
に
な
る
こ
と
に
し
た
。
昼
間
は
空
気
の
よ
ど
ん
だ
銀
行
の
事
務
室
に
閉
じ
こ
め
ら
れ

る
生
活
だ
が
、
し
ご
と
が
お
わ
れ
ば
夜
は
自
由
で
あ
る
。

オ
ペ
ラ
を
観
た
り
、
酒
場
に
入
っ
た
り
、
移
民
街
や
公
園
を
散
策
す
る
た
め
の
自
由
な
時
間
が
あ
る
。

二
十
五
日
、
午
後
セ
ン
ト
ラ
ル
公
園
の
樹
蔭
を
歩
み
、
夜
に
な
っ
て
イ
ー
ス
ト
サ
イ
ド
の
イ
タ
リ
ア
人
街
の
教
会
に
入
り
、
旧
教
の
礼
拝
式
を
見
物
し
た
の
ち
、
夜
が
ふ

け
る
ま
で
、
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
の
酒
場
で
ク
リ
ス
マ
ス
を
た
の
し
ん
だ
。

明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
の
元
旦
を
、
市
中
の
汽
笛
の
ひ
び
き
と
と
も
に
迎
え
た
。
年
頭
の
四
、
五
日
は
、
オ
ペ
ラ
を
観
た
り
、
酒
場
に
入
っ
て
音
楽
な
ど
を
聞
い

た
り
し
た
。

一
月
七
日

―
フ
ラ
ン
ス
婦
人
（
年
は
、
六
十
ば
か
り
、
名
は
ド
・
ト
ゥ
ー
ル
）
の
一
間
を
借
り
る
こ
と
に
し
、
そ
こ
に
行
李
を
移
し
た
。
新
し
い
下
宿
は
ウ
ェ
ス
ト
八
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十
九
丁
目
に
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
人
の
ア
パ
ー
ト
に
移
っ
た
の
は
、
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
文
学
者
の
“
俗
語
”
を
理
解
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
そ

れ
に
は
フ
ラ
ン
ス
人
の
生
活
に
近
づ
き
、
そ
の
中
に
入
っ
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
婦
人
の
ア
パ
ー
ト
に
下
宿
し
て
よ
か
っ
た
の
は
、
朝
夕
フ
ラ
ン
ス
語
が
聞
け

た
こ
と
と
、
仏
語
会
話
の
練
習
す
る
ま
た
と
な
い
機
会
を
得
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

八
日
、
朝
か
ら
小
雪
が
降
っ
た
。
勤
め
の
帰
り
、
プ
ッ
チ
ー
ニ
の
歌
劇
「
ト
ス
カ
」
を
イ
タ
リ
ア
語
で
聴
い
た
。

一
月
九
日

―
帰
宅
し
て
み
る
と
、
机
の
上
に
一
通
の
封
書
が
置
い
て
あ
っ
た
。
差
し
出
し
人
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
で
別
れ
た
イ
デ
ィ
ス
で
あ
る
。
一
別
以
来
、
と
き
ど
き

文
通
し
て
い
た
が
、
来
週
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
や
っ
て
来
る
、
と
あ
っ
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
来
て
以
来
、
夕
食
は
移
民
の
街
の
酒
場
や
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
す
ま
せ

た
。
食
事
の
と
き
飲
む
酒
に
陶
然
と
酔
う
こ
と
し
ば
し
ば
で
あ
っ
た
。
市
中
は
数
日
来
、
雪
景
色
で
あ
る
。

そ
れ
は
な
か
な
か
う
る
わ
し
い
光
景
で
あ
っ
た
。

一
月
か
ら
二
月
に
か
け
て
、
ル
ウ
・
ド
ゥ
ミ
ッ
ク
の
『
仏
国
文
学
史
』、
ピ
ェ
ー
ル
・
ロ
チ
や
ゾ
ラ
の
作

品
を
、
ま
た
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
の
『
猟
人
日
記
』
を
フ
ラ
ン
ス
語
訳
で
よ
ん
だ
（「
亜
米
利
加
の
思お

も
い
で出

」）。

二
月
に
な
る
と
イ
デ
ィ
ス
か
ら
た
び
た
び
手
紙
が
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
を
読
み
よ
ろ
こ
ぶ
と
同
時

に
恐
怖
を
覚
え
た
。
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
、
オ
ペ
ラ
へ
よ
く
出
か
け
た
。
残
雪
が
消
え
ず
、
風
も
つ
め

た
か
っ
た
。
と
き
に
ひ
と
り
ハ
ド
ソ
ン
河
畔
や
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋
下
の
波
止
場
あ
た
り
を
散
策
し
、
帆
前
船

の
甲
板
で
お
こ
な
わ
れ
る
熱
帯
の
果
物
の
競
売
な
ど
を
な
が
め
た
。

ウ
ェ
ス
ト
二
十
二
丁
目
あ
た
り
の
裏
通
り
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
移
民
街
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
フ
ラ
ン
ス
人
が

経
営
す
る
酒
場
が
あ
り
、
娼
婦
が
多
く
姿
を
み
せ
る
。
玉
代
は
三
ド
ル
か
ら
五
ド
ル
で
あ
る
。
そ
の
街
に
は

ま
た
フ
ラ
ン
ス
の
貸
本
屋
が
あ
っ
て
、
ド
ー
デ
や
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
小
説
な
ど
を
そ
な
え
て
い
た
。

四
月
八
日
、
渡
米
の
折
、
信
濃
丸
の
中
で
知
り
あ
い
に
な
っ
た
今
村
次
七
（
一
等
船
客
）
は
、
家
か
ら
の

送
金
に
よ
っ
て
働
か
ず
に
暮
ら
し
て
い
た
が
、
こ
ん
ど
あ
る
女
学
校
の
小
使
い
と
し
て
住
み
込
み
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
旅
行
を
す
る
た
め
に
給
金
を
貯
え
て
い
た
。
久
闊
を
叙
し
て
い
た
同
人
と
こ
の
日
再
会
し
た
。

1880年（明治13年）当時のニューヨークを描いた銅版画。〔筆者蔵〕
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六
月
に
な
る
と
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
早
や
夏
で
あ
る
。
セ
ン
ト
ラ
ル
公
園
の
樹
木
の
葉
は
、
い
よ
い
よ
新
緑
を
ま
し
、
青
々
と
し
て
い
る
。
同
月
の
あ
る
土
曜
日
、
公
園

の
樹
木
の
ふ
も
と
に
す
わ
り
、
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
『
詩
集
』
を
よ
ん
で
半
日
す
ご
し
た
。
ま
た
『
女
の
一
生（

17
）』

も
こ
の
こ
ろ
読
ん
だ
。
す
で
に
銀
行
勤
務
が
厭い

と

わ
し
く
な
っ

て
い
た
。
勤
務
が
お
わ
っ
て
か
ら
の
同
僚
と
の
つ
き
あ
い
と
か
、
日
曜
日
ご
と
に
支
店
長
の
社
宅
に
ご
き
げ
ん
伺
い
を
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
へ
き
昜
し
た
。

そ
の
よ
う
な
苦
痛
を
忍
ん
だ
あ
と
は
、
き
ま
っ
て
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
の
魔
窟
に
お
も
む
き
、
そ
こ
で
ご
ろ
つ
き
共
と
酒
杯
を
傾
け
、
酔
っ
ぱ
ら
う
と
娼
婦
の
腕
を
枕
に
し

て
眠
っ
た
。
彼
女
ら
は
い
ま
は
苦
界
に
あ
る
が
、
も
と
は
人
の
子
で
あ
る
。
母
も
恋
人
も
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
泥
酔
し
て
狂
っ
た
よ
う
に
悪
態
を
つ
く
さ
ま
を
見
て
い
る

と
、
思
わ
ず
深
き
涙
を
も
よ
お
し
た
。
極
限
ま
で
堕
落
し
た
人
間
と
希
望
を
失
っ
た
孤
客
の
じ
ぶ
ん
と
を
重
ね
あ
わ
せ
、
同
病
相
あ
わ
れ
む
の
感
を
い
っ
そ
う
ふ
か
め
た
。

六
月
二
十
二
日
、
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
『
テ
リ
エ
館
』
を
よ
ん
だ
。
二
十
七
日

―
フ
ラ
ン
ス
語
の
夜
学
校
に
通
い
は
じ
め
た
。
七
月
二
日
、
い
ま
は
ト
レ
ン
ト
ン
（
フ
ィ

ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
北
東
約
四
〇
キ
ロ
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
川
下
流
左
岸
に
位
置
）
に
い
る
イ
デ
ィ
ス
か
ら
手
紙
が
来
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
来
る
と
い
う
。

八
日
、
イ
デ
ィ
ス
は
す
で
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
あ
る
。
四
十
五
丁
目
の
「
ベ
ル
モ
ン
ト
・
ホ
テ
ル
」
で
待
つ
、
と
い
っ
た
電
報
が
届
い
た
。
昨
年
の
十
一
月
、
木
の
葉
が

落
ち
た
ワ
シ
ン
ト
ン
の
街
頭
で
別
離
の
涙
を
な
が
し
て
か
ら
九
ヵ
月
た
っ
て
い
た
。
共
に
ホ
テ
ル
で
す
ご
す
こ
と
半
日
。
夜
に
な
る
の
を
待
っ
て
セ
ン
ト
ラ
ル
公
園
を
散
策

し
、
そ
の
後
コ
ラ
ン
バ
ス
広サ

ー
ク
ル場

に
あ
る
酒
場
に
入
り
シ
ャ
ン
ペ
ン
を
傾
け
た
。
や
が
て
酒
に
酔
い
、
店
を
出
る
と
、
腕
を
く
ん
で
千
鳥
足
で
澄
火
の
街
を
歩
き
、
夜
が
明
け

る
こ
ろ
ホ
テ
ル
に
帰
っ
た
。

イ
デ
ィ
ス
が
語
る
に
は
、
こ
と
し
の
秋
か
冬
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
移
り
、
静
か
な
裏
通
り
に
小
ぎ
れ
い
な
貸フ

ラ
ッ
ト間

を
借
り
て
、
い
っ
し
ょ
に
暮
し
た
い
と
い
う
。
そ
れ
を

聞
い
て
わ
が
身
は
フ
ラ
ン
ス
の
小
説
に
出
て
き
そ
う
な
間ま

ぶ夫
（
情
夫
）
か
つジ

ゴ

ロ
ば
め
の
よ
う
な
気
が
し
た
が
、
ま
ん
ざ
ら
悪
い
気
は
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
い
ず
れ
渡
仏
と

い
う
こ
と
に
な
る
と
、
別
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
、
再
度
の
愛
別
離
苦
の
こ
と
を
お
も
う
と
よ
く
眠
れ
な
か
っ
た
。

七
月
十
六
日
、
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
『
ベ
ラ
ミ
』
を
よ
み
は
じ
め
た
。
十
九
日
の
夜
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
夜
学
に
い
く
と
き
、
マ
ジ
ソ
ン
の
四
辻
を
過
ぎ
よ
う
と
し
た
。
そ
の

と
き
街
上
の
看
板
を
み
て
、
パ
リ
の
そ
れ
を
連
想
し
た
。
二
十
六
日
、
フ
ロ
ー
ベ
ル
の
『
エ
デ
ュ
カ
ス
イ
ヨ
ン
・
サ
ン
テ
ィ
マ
ン
タ
ル
』
を
よ
ん
だ
。

二
十
八
日
（
土
曜
日
）、「
ベ
ル
モ
ン
ト
・
ホ
テ
ル（

18
）」

の
ボ
ー
イ
が
イ
デ
ィ
ス
の
手
紙
を
も
っ
て
来
た
。
直
ち
に
ホ
テ
ル
に
お
も
む
き
、
夕
食
後
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
ー
（
市
の

南
北
に
走
る
大
通
り
。
劇
場
や
歓
楽
街
が
多
い
）
を
散
策
し
、
そ
こ
こ
こ
の
酒
場
に
入
っ
て
酒
を
の
ん
だ
。
帰
途
、
ぜ
ひ
寓
居
を
み
た
い
と
い
う
の
で
案
内
し
て
や
っ
た
。

夜
が
明
け
る
こ
ろ
、
共
に
ホ
テ
ル
に
も
ど
っ
た
。
翌
二
十
九
日
（
日
曜
日
）、
お
昼
ご
ろ
目
が
さ
め
た
。
雨
が
ふ
っ
て
い
た
。
イ
デ
ィ
ス
と
共
に
窓
ぎ
わ
の
ソ
フ
ァ
ー
に
す

わ
っ
て
話
を
し
た
。
夕
飯
の
と
き
白
ブ
ド
ウ
酒
を
傾
け
た
が
、
そ
の
と
き
彼
女
は
じ
ぶ
ん
の
不
幸
な
過
去
を
か
た
り
、
涙
を
流
し
た
。
八
月
十
一
日
、
い
と
こ
の
永
井
松
三
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の
新
し
い
ア
パ
ー
ト
（
セ
ン
ト
ラ
ル
公
園
一
〇
六
）
に
引
っ
越
し
た
。

十
四
日
、
帰
宅
す
る
と
机
の
上
に
イ
デ
ィ
ス
か
ら
の
電
報
が
置
い
て
あ
っ
た
。
今
夜
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
行
く
の
で
待
っ
て
い
て
欲
し
い
、
と
電
文
に
あ
っ
た
。
髪
を
直
し
、

衣
服
を
換
え
て
い
た
と
き
。「
ベ
ル
モ
ン
ト
・
ホ
テ
ル
」
の
ボ
ー
イ
が
イ
デ
ィ
ス
の
手
紙
を
も
っ
て
き
た
。

彼
女
は
い
っ
た
。
ト
レ
ン
ト
ン
の
町
に
も
住
み
あ
き
た
の
で
、
あ
な
た
が
い
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
引
っ
越
し
た
い
。
貯
金
も
三
〇
〇
ド
ル
あ
る
の
で
、
し
ば
ら
く
こ
の
ホ

テ
ル
で
暮
ら
し
、
そ
の
間
に
貸
間
を
さ
が
す
つ
も
り
だ
と
。

二
十
日
、
イ
デ
ィ
ス
は
ホ
テ
ル
を
引
き
払
い
、
四
十
九
丁
目
の
貸
間
に
移
っ
た
。
か
せ
ぎ
に
行
く
所
は
、
演
芸
場
や
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
で
あ
る
。
そ
こ
で
客
を
ひ
ろ
っ
て
、

日
々
の
か
て
を
得
る
つ
も
り
だ
と
い
っ
て
い
た
。

二
十
三
日
、
朝
銀
行
に
お
も
む
く
と
き
、
乗
っ
た
列
車
の
中
で
、
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
作
品
を
よ
ん
だ
。

九
月
中
旬
よ
り
下
旬
ま
で
病
い
（
腸
チ
フ
ス
の
疑
い
）
の
た
め
欠
勤
し
た
。
チ
フ
ス
は
チ
フ
ス
菌
に
よ
っ
て
起
る
伝
染
病
。
高
熱
、
発
疹
な
ど
の
症
状
が
出
る
。

九
月
十
七
日
、
病
床
の
中
で
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
『
イ
ヴ
ェ
ッ
ト
』
を
よ
む
。

十
九
日
、
イ
デ
ィ
ス
よ
り
大
き
な
紅
い
バ
ラ
の
花
束
と
手
紙
が
届
い
た
。

十
月
三
日
、
病
床
を
出
て
、
は
じ
め
て
外
出
し
た
。
五
番
街
の
ブ
レ
ン
タ

ノ
書
店
（
一
八
五
三
年
、
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
ブ
レ
ン
タ
ノ
に
よ
っ
て
創
設
）

の
前
を
通
っ
た
の
で
、
店
の
中
に
入
り
、
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
『
ロ
ン
ド
リ
姉

妹
』
を
求
め
、
そ
れ
よ
り
イ
デ
ィ
ス
の
ア
パ
ー
ト
を
訪
れ
、
晩
さ
ん
を
共
に

し
た
。
五
日
よ
り
再
び
銀
行
に
出
勤
し
た
。

十
四
日
、
午
後
、
以
前
に
間
借
り
し
た
フ
ラ
ン
ス
婦
人
の
ド
・
ト
ゥ
ー
ル

宅
（
ウ
エ
ス
ト
八
十
九
丁
目
）
を
訪
れ
、
フ
ラ
ン
ス
語
会
話
の
練
習
を
し
た
。

の
ち
イ
デ
ィ
ス
を
訪
ね
、
酒
場
で
シ
ャ
ン
パ
ン
を
抜
き
、
晩
さ
ん
を
食
し
た
。

十
六
日
、
銀
行
の
帰
途
、
株
式
取
引
所
に
近
い
横
町
に
あ
る
小
さ
な
フ
ラ

ン
ス
料
理
店
で
、
ブ
ド
ウ
酒
を
傾
け
な
が
ら
夕
食
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
。

1860年代の「ベルモント・ホテル」の図。（筆者蔵）
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そ
し
て
食
後
、
ほ
ろ
酔
い
気
分
で
給ガ

ル
ソ
ン仕

に
パ
リ
の
新
聞
を
も
っ
て
来
さ
せ
、
そ
れ
に
目
を
通
し
た
。
十
一
月
よ
り
オ
ペ
ラ
を
ひ
ん
ぱ
ん
に
観
た
。

十
二
月
十
六
日
（
日
曜
日
）、
夕
方
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
ー
の
酒
場
に
入
り
、
イ
デ
ィ
ス
を
待
っ
た
。
程
な
く
彼
女
は
盛
装
し
て
や
っ
て
き
た
。
い
つ
も
の
よ
う
に
シ
ャ
ン
ペ

ン
に
酔
い
、
黒
人
が
歌
う
唄
を
き
い
た
。

三
十
一
日
、
ひ
と
り
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
ー
の
酒
場
に
入
り
、
ブ
ド
ウ
酒
を
の
み
な
が
ら
、
ラ
マ
ル
チ
ー
ヌ
の
詩
集
を
よ
ん
だ
。

明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
七
）
元
旦
。
お
昼
ご
ろ
起
き
る
と
、
茫
然
と
灰
色
の
空
を
な
が
め
た
。
一
月
七
日
、
ミ
ュ
ッ
セ
の
詩
を
は
じ
め
て
読
ん
で
感
銘
を
う
け
た
。
年

頭
か
ら
し
ば
し
ば
オ
ペ
ラ
を
観
た
り
、
音
楽
の
演
奏
を
聴
い
た
。

十
三
日
（
日
曜
日
）、
イ
デ
ィ
ス
の
部
屋
を
訪
れ
た
。
隣
室
に
パ
リ
か
ら
来
た
と
い
う
ジ
ョ
ゼ
フ
ィ
ン
と
い
う
女
が
い
て
、
同
夜
三
人
で
晩
さ
ん
を
と
り
、
パ
リ
の
話
を

聞
き
感
興
を
そ
そ
ら
れ
た
。

十
七
日
、
以
前
に
間
借
り
し
た
フ
ラ
ン
ス
婦
人
ド
・
ト
ゥ
ー
ル
宅
に
移
っ
た
。
ふ
た
た
び
朝
夕
、
フ
ラ
ン
ス
語
を
聞
く
こ
と
に
な
っ
た
。
二
十
日
、
マ
ラ
ル
メ
の
詩
「
牧

神
の
午
後
」
を
よ
み
感
動
し
た
。

六
月

―
ス
タ
ー
テ
ン
島
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
湾
内
）
に
暑
さ
を
避
け
た
が
、
そ
こ
で
ロ
ザ
リ
ン
と
い
う
イ
ギ
リ
ス
娘
と
知
り
合
い
、
毎
夜
、
森
や
海
辺
を
散
策
し
た
。

七
月
二
日

―
い
ず
れ
銀
行
を
免
職
に
な
る
と
思
っ
て
い
た
ら
、
こ
の
日
横
浜
正
金
銀
行
リ
ヨ
ン
支
店
に
転
勤
の
命
を
う
け
た
。
ほ
と
ん
ど
父
の
は
か
ら
い
に
よ
る
も
の

「
感
激
極
ま
り
て
殆
ど
言い

ふ
処

と
こ
ろ

を
知
ら
す
」（
西
遊
日
誌
抄
」）。
三
日
、
大
西
洋
汽
船
会
社
（C

om
pagnie générale transatlantique 

略
し
て T

ransat

）
の
出
張
所
（
総

代
理
店
は
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
ー
の
三
十
二
番
地
）
へ
お
も
む
き
、
十
八
日
出
帆
の
「
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
」
号
（La B

retagne

）
の
中
等
切
符
を
購
入
し
た
。『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・

ヘ
ラ
ル
ド
』
紙
の
「
船
舶
ニ
ュ
ー
ス
」（
一
九
〇
五
・
七
・
九
付
）
に
よ
る
と
、
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
号
は
、
月
一
回
、
木
曜
日
の
午
前
十
時
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
出
帆
し
、
ル

ア
ー
ブ
ル
港
（
セ
ー
ヌ
河
口
）
に
む
か
う
。

九
日
、
イ
デ
ィ
ス
と
別
杯
を
く
ん
だ
。
彼
女
と
別
れ
る
に
当
り
、
ひ
じ
ょ
う
に
や
っ
か
い
だ
と
思
っ
た
が
、
泣
き
な
が
ら
何
も
い
わ
ず
に
出
発
さ
せ
て
く
れ
た
。
男
が
フ

ラ
ン
ス
好
き
で
あ
る
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
た
し
、
将
来
を
思
っ
て
行
か
せ
て
く
れ
た
。
と
く
に
ぐ
ち
を
こ
ぼ
す
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
パ
リ
に
は
同
じ
商
売
を
や
っ
て
い

る
女
友
だ
ち
が
二
、
三
人
い
る
の
で
、
何
と
か
旅
費
を
工
面
し
て
、
冬
に
な
る
ま
え
に
パ
リ
に
お
も
む
き
、
そ
れ
よ
り
リ
ヨ
ン
に
下
っ
て
、
そ
こ
で
再
会
し
ま
し
ょ
う
、
と

い
っ
た
。
イ
デ
ィ
ス
が
涙
な
が
ら
に
語
る
繰
り
ご
と
を
聞
い
て
も
、
荷
風
は
上
の
空
で
あ
っ
た
。

十
七
日
、
ト
ラ
ン
ク
を
船
に
送
り
、
下
宿
を
引
き
払
い
、
波
止
場
に
ち
か
い
十
四
丁
目
の
と
あ
る
ホ
テ
ル
に
投
宿
し
た
。
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七
月
十
八
日

―
午
前
十
時
ご
ろ
、
大
西
洋
汽
船
会
社
の
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
号
に
乗
っ
て
四
十
二
番
埠
頭
を
出
帆
し
た
。

＊

一
　
憧
憬
の
地
フ
ラ
ン
ス
へ
。

お
よ
そ
十
日
後
の
同
月
二
十
七
日
、
夜
十
時
半
ご
ろ
ル
ア
ー
ブ
ル
に
入
港
し
た
。
船
中
で
一
泊
し
翌
二
十
八
日
の
午
後
八
時
ご
ろ
、
特
別
列
車
に
の
り
パ
リ
に
む
か
っ
た
。

ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
の
黄
金
色
の
野
を
セ
ー
ヌ
河
に
沿
っ
て
走
り
、
ル
ア
ン
を
経
て
お
昼
ご
ろ
パ
リ
の
サ
ン
・
ラ
ザ
ー
ル
駅
に
到
着
し
た
。
駅
前
広
場
を
通
り
抜
け
、
と
あ
る

街
角
の
小
ホ
テ
ル
を
み
つ
け
、
そ
こ
の
三
階
に
旅
装
を
と
い
た
。

荷
を
部
屋
に
置
く
と
、
直
ち
に
旅
行
案
内
書
を

手
に
し
、
馬
車
を
走
ら
せ
、
モ
ン
ソ
ー
公
園

（parc de M
onceau

）
に
む
か
っ
た
。
恋
い
焦
が

れ
て
い
た
、
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
石
像
を
拝
す
る
た

め
で
あ
っ
た
。

パ
リ
に
滞
在
す
る
こ
と
二
日
、
こ
の
間
馬
車
を

や
と
っ
て
市
内
の
目
ぼ
し
い
建
物
を
見
物
し
た
。

二
日
目
の
夕
暮
、
リ
ヨ
ン
に
む
け
て
出
発
す
る
た

め
、
カ
フ
ェ
で
夕
食
を
お
え
る
と
宿
に
も
ど
り
、

一
切
の
勘
定
す
ま
せ
た
。
宿
の
マ
ダ
ム
は
帳
場
の

長
椅
子
に
招
く
と
、
す
わ
る
よ
う
に
い
い
、
旅
に

つ
い
て
細
か
い
注
意
を
い
ろ
い
ろ
あ
た
え
て
く
れ

た
。
そ
し
て
馬
車
が
来
て
そ
れ
に
乗
ろ
う
と
し
た

と
き
、
暖
炉
の
上
の
花
び
ん
か
ら
白
バ
ラ
を
一
輪

モーパッサンの胸像がある
「モンソー公園」

セーヌ川

モーパッサンの墓がある
「モンパルナス墓地」

パリの地図

サン・ラザール
の駅
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抜
き
と
っ
て
、
旅
の
な
ぐ
さ
み
に
と
渡
し
て
く
れ
た
。
荷
風
は
訳
も

な
く
、
ひ
じ
ょ
う
に
感
動
し
た
。

二
十
九
日
の
夜
、
七
時
二
〇
分
、
リ
ヨ
ン
駅
よ
り
マ
ル
セ
ー
ユ
行

の
急
行
に
乗
っ
た
。
汽
車
は
市
を
出
る
と
、
夕
日
に
照
ら
さ
れ
た
広

漠
た
る
麦
畑
を
走
っ
た
。
や
が
て
日
が
暮
れ
、
月
が
出
る
と
、
月
光

が
野
原
を
照
ら
し
て
い
た
。
夜
十
二
時
、
駅
員
の
「
デ
ィ
ジ
ョ
ン

…
」「
デ
ィ
ジ
ョ
ン
」
と
土
地
の
名
を
呼
ぶ
声
が
聞
こ
え
た
。
そ
し

て
さ
ら
に
三
時
間
半
ほ
ど
経
過
し
た
こ
ろ
、
リ
ヨ
ン
の
駅
舎
（「
ペ

ラ
ッ
シ
ュ
駅
」）
に
着
い
た
。

＊

一
　
霧
の
町
リ
ヨ
ン（

19
）。

汽
車
を
お
り
た
と
き
、
駅
の
時
計
の
針
は
午
前
三
時
半
を
指
し
て
い
た
。
リ
ヨ
ン
は
フ
ラ
ン
ス
中
東
部

―
ロ
ー
ヌ
県
の
県
都
で
あ
る
。
す
っ
か
り
寝
静
ま
っ
て
い
る
街

の
中
を
馬
車
を
走
ら
せ
、
ソ
ー
ヌ
河
岸
の
と
あ
る
ホ
テ
ル
に
入
っ
て
、
旅
装
を
と
い
た
。
一
晩
泊
っ
た
の
ち
、
八
月
一
日
横
浜
正
金
銀
行
の
支
店
に
出
頭
す
る
と
、
着
任
の

報
告
を
な
し
、
旅
費
の
明
細
表
を
提
出
し
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
パ
リ
ま
で
要
し
た
費
用
（
船
賃
、
汽
車
賃
を
ふ
く
む
）
は
、
米
貨
で
四
十
九
ド
ル
。
パ
リ
か
ら
リ
ヨ
ン
ま
で
の
汽
車
賃
は
、
約
三
十
八
フ
ラ
ン
で
あ

っ
た
。

二
日
、
ロ
ー
ヌ
川
西
岸
ヴ
ァ
ン
ド
ー
ム
街
の
下
宿
屋

―
ラ
ン
ブ
ル
・
セ
ッ
ク
街
十
九
番
地
に
移
っ
た
。

や
が
て
昼
間
は
、
不
慣
れ
な
銀
行
の
し
ご
と
や
俗
人
と
の
つ
き
あ
い
が
再
開
し
た
。
夕
方
、
銀
行
を
出
る
と
き
は
生
気
は
つ
ら
つ
と
し
、
カ
フ
ェ
や
オ
ペ
ラ
座
に
出
か
け

音
楽
を
聞
い
た
り
し
た
。
読
書
と
し
て
は
、
ユ
イ
ス
マ
ン
ス
や
ア
ン
リ
・
ド
ゥ
・
レ
ニ
エ
の
作
品
を
愛
読
し
た
。
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
作
品
は
、
す
で
に
再
読
三
読
し
て
し
ま

っ
て
い
た
。

パリの「モンソー公園」にあるモーパッサンの胸像。〔筆者撮影〕
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十
一
月
に
な
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
の
秋
を
知
る
た
め
に
マ
ル
セ
イ
ユ
へ
小
旅
行
を
試
み
た
。

明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
の
元
旦
を
リ
ヨ
ン
で
迎
え
た
。
一
月
二
日
、
ユ
イ
ス
マ
ン
ス
の
「
彼ラ

バ方
」
を
よ
ん
だ
。
霧
が
立
ち
こ
め
て
い
る
河
岸
の
風
景
は
す
ば
ら
し

い
。
暖
炉
の
そ
ば
で
ユ
イ
ス
マ
ン
ス
の
小
説
を
よ
ん
だ
。
一
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
い
る
イ
デ
ィ
ス
に
二
度
ば
か
り
手
紙
を
出
し
た
が
、
返
事
は
な
か
っ
た
。

二
月
一
日
、
銀
行
を
や
め
る
決
心
を
し
、
そ
の
旨
父
に
手
紙
で
知
ら
せ
、
三
日
に
は
支
店
長
の
私
宅
を
訪
れ
、
辞
意
を
表
明
し
た
。
十
四
日
、
ル
ソ
ー
の
抜
粋
集
を
購
入

「テート・ドール
公園」
慶応 3 年（1867）
日本の曲芸団が

“船あそび”を
した所。

支店長宅

モラン橋

横浜正金銀行
支店

ペラッシュ駅

ソ
ー

ヌ
川

ロ
ー
ヌ
流

　荷風の下宿
（ヴァンドーム通 113 番地）

リヨンの地図

リヨンにおける荷風関係地。加太宏邦著『荷風のリヨン』（白水社、平成17・2）を参照。

19世紀のリヨンを描いた銅版画。〔筆者蔵〕
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し
た
。

三
月
五
日
、
銀
行
よ
り
解
雇
の
命
を
う
け
た
。
こ
の
日
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
イ
デ
ィ
ス
よ
り
手
紙
が
来
た
。
二
十
日
、
父
か
ら
の
来
書
に
よ
り
、
帰
国
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

が
、
フ
ラ
ン
ス
を
去
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
気
持
は
し
な
か
っ
た
。
多
少
た
く
わ
え
も
あ
る
た
め
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
帰
っ
て
イ
デ
ィ
ス
と
の
乱
れ
た
放
ら
つ
な
生
活
を
す
る
こ
と

も
考
え
た
が
、
そ
の
決
心
が
つ
か
な
か
っ
た
。

荷
風
の
ア
メ
リ
カ
時
代
の
愛
人
イ
デ
ィ
ス
に
は
後
日
談
が
あ
る
。
彼
女
は
な
か
な
か
実
直
な
女
性
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
玉
代
を
取
っ
た
の
は
、
は
じ
め
の
二
、
三
回
で
あ

り
、
そ
の
後
は
金
を
取
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
の
家
に
行
け
ば
食
事
を
つ
く
っ
て
待
っ
て
い
る
し
、
手
紙
を
き
ち
ん
と
寄
こ
す
し
、
私
欲
を
離
れ
た
、
ま
ご
こ
ろ
の
あ
る

女
性
で
あ
っ
た
。
荷
風
と
別
れ
た
の
ち
、
別
の
日
本
人
と
親
し
く
な
っ
た
。
荷
風
は
そ
の
男
性
か
ら
イ
デ
ィ
ス
の
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
聞
い
た
。

実
業
家
（
鉄
工
所
重
役
）・
相あ

い

磯そ

凌
り
ょ
う

霜そ
う

（
一
八
九
三
〜
一
九
八
三
、
晩
年
の
荷
風
と
親
交
を
か
さ
ね
た
）
と
の
対
談
に
お
い
て
、
荷
風
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
話
を
し
て
い
る
。

相
磯

　
　
先
生
は
ひ
と
り
の
ひ
と
に
長
く
関
係
し
て
い
ま
せ
ん
ね
。
日
記
を
見
て
い
る
と
‥
‥
。
ア
メ
リ
カ
時
代
の
イ
デ
ス
は
、
い
ち
ば
ん
先
生
の
お
気
に
入
り
の
ひ
と
じ
ゃ
な

い
で
す
か
。

永
井

　
　
西
洋
で
す
も
の
。
こ
っ
ち
み
た
い
に
、
す
ぐ
代
り
が
な
い
か
ら
。
そ
れ
に
あ
の
女
は
、
金
と
い
う
の
を
と
ら
な
い
の
だ
か
ら
。
そ
う
い
う
点
で
い
え
ば
、
米
国
の
ほ
う

が
偉
い
で
す
よ
。
金
の
国
っ
て
い
っ
た
っ
て
‥
‥
。
は
じ
め
の
二
、
三
度
は
や
は
り
金
を
出
し
た
ん
で
す
よ
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
移
っ
て
か
ら
、
ワ
シ
ン
ト
ン
か
ら
ね
、

そ
れ
か
ら
な
ん
か
金
な
ん
か
と
り
は
し
な
い
も
の
。
ぼ
く
が
い
け
ば
飯
を
作
っ
て
、
ち
ゃ
ん
と
持
っ
て
く
る
ん
で
す
よ
、
だ
か
ら
た
だ
い
け
ば
い
い
ん
で
す
。
そ
う
い

う
の
は
日
本
の
下
宿
に
も
ひ
と
り
も
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
あ
の
女
は
う
そ
は
つ
か
な
か
っ
た
。
毎
日
手
紙
を
よ
こ
す
の
だ
っ
て
、
向
う
か
ら
よ
こ
す
時
間
と
、
こ
っ
ち

へ
来
る
時
間
を
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
朝
、
銀
行
へ
行
く
前
に
、
ち
ゃ
ん
と
郵
便
箱
の
中
に
は
い
っ
て
い
る
も
の
。
そ
う
い
う
点
、
西
洋
の
女
は
忠
実
と
い
う
か
、
規
則
正
し
ん
で
す
。

相
磯

　
　
ほ
ん
と
う
に
先
生
の
こ
と
を
思
っ
て
い
た
わ
け
で
す
ね
。
し
か
も
イ
デ
ス
さ
ん
と
い
う
の
は
商
売
人
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
先
生
に
お
金
を
使
わ
せ
な
い
と
い
う
こ
と
は

‥
‥
。

永
井

　
　
日
本
の
女
か
ら
考
え
て
、
金
を
使
わ
せ
な
い
よ
う
に
ば
か
り
し
て
い
る
か
ら
、
ぼ
く
は
脈
が
あ
る
な
、
と
思
っ
た
。

相
磯

　
　
あ
の
人
は
、
先
生
を
フ
ラ
ン
ス
ま
で
追
っ
か
け
て
い
き
そ
う
で
し
た
が
、
い
か
な
か
っ
た
で
す
ね
。

永
井

　
　
そ
の
あ
い
だ
に
、
ま
た
別
の
日
本
人
と
で
き
ち
ゃ
っ
た
か
ら
…
…
。
帰
っ
て
き
て
よ
ほ
ど
た
っ
て
か
ら
、
そ
の
人
に
会
っ
て
聞
い
た
の
で
す
。

相
磯

　
　
だ
い
た
い
日
本
人
が
す
き
な
ん
だ
な
、
イ
デ
ス
さ
ん
は
。
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永
井

　
　
ど
う
い
う
わ
け
で
す
き
な
の
か
、
ぼ
く
の
時
分
に
は
知
ら
な
い
わ
け
で
す
。
ワ
シ
ン
ト
ン
で
た
だ
い
き
な
り
買
い
に
い
っ
た
女
だ
も
の
。
そ
れ
か
ら
だ
ん
だ
ん
タ
ダ
に

な
っ
て
き
て
、
向
う
か
ら
、
な
ん
で
も
出
す
よ
う
に
な
っ
て
き
た
ん
で
す
よ
。

相
磯

　
　
先
生
が
フ
ラ
ン
ス
へ
い
っ
て
、
日
本
へ
帰
っ
て
か
ら
消
息
は
な
い
の
で
し
ょ
う
。

永
井

　
　
消
息
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
か
ら
ず
っ
と
後
に
、
そ
の
女
を
買
っ
た
日
本
人
と
、
日
本
で
会
っ
て
話
を
聞
い
た
ん
で
す
よ
。
そ
の
人
は
「
彼
女
は
ブ
ラ
ジ
ル
か
ど
こ
か

へ
い
き
た
い
と
い
っ
て
い
た
か
ら
、
今
ご
ろ
生
き
て
い
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
っ
て
い
ま
し
た
よ
。

や
は
り
南
の
メ
キ
シ
コ
や
ど
こ
か
の
ニ
ュ
ー
オ
ル
リ
ア
ン
ズ
に
近
い
と
こ
ろ
に
生
れ
た
女
だ
か
ら
…
…
。
そ
れ
か
ら
こ
っ
ち
で
勤
め
て
い
る
う
ち
に
、
ほ
か
の
男
が

で
き
て
堕
落
し
て
そ
う
い
う
よ
う
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
か
ら
…
…
。

相
磯

　
　
先
生
の
書
い
た
も
の
を
見
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
ま
で
来
る
わ
け
だ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
？

永
井

　
　
う
ん
、
日
本
へ
も
西
洋
の
女
は
く
っ
つ
い
て
来
る
か
ら
ね
。
フ
ラ
ン
ス
な
ん
か
わ
け
な
い
か
ら
来
や
し
な
い
か
と
思
っ
て
い
た
が
、
い
い
あ
ん
ば
い
に
来
ま
せ
ん
で
し

た
よ
。
来
な
い
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
話
は
し
て
お
い
た
の
だ
か
ら
ね
。
…
…
（
笑
）

注
・
永
井
荷
風
著
『
荷
風 
思
出
草
』（
毎
日
新
聞
社
、
昭
和
30
・
7
）
よ
り
。

二
十
六
日
、
名
残
り
に
と
、
リ
ヨ
ン
の
街
々
を
散
歩
し
、
ソ
ー
ヌ
川
の
ほ
と
り
を
歩
き
、
橋
の
手
す
り
に
も
た
れ
川
の
水
を
見
て
い
る
と
涙
が
流
れ
て
き
た
。

三
月
二
十
八
日

―
こ
の
日
、
意
を
決
し
て
リ
ヨ
ン
を
出
発
し
、
パ
リ
に
む
か
っ
た
。
デ
ィ
ジ
ョ
ン
を
過
ぎ
た
こ
ろ
日
が
暮
れ
、
夜
十
二
時
ご
ろ
パ
リ
に
到
着
し
た
。
リ

ヨ
ン
駅
の
近
く
の
ホ
テ
ル
に
投
宿
し
た
。
翌
二
十
九
日
（
日
曜
日
）
終
日
パ
リ
市
内
を
歩
き
、
三
十
日
、
ル
・
パ
ン
テ
オ
ン
・
ド
・
パ
リ
（
偉
人
ら
を
合ご

う

祀し

す
る
霊
廟
）
の

そ
ば
に
あ
る
「
オ
テ
ル
・
ス
フ
ロ
」（H

ôtel Soufflot

―9
 R

ue T
oullier 

ト
ゥ
ー
リ
エ
街
九
番
地

―
現
在
は
ア
パ
ル
ト
マ
ン
に
な
っ
て
い
る（

20
））

に
移
っ
た
。
当
時
、
日

本
人
は
こ
の
ホ
テ
ル
を
利
用
し
た
よ
う
で
あ
る
。

午
後
は
再
び
モ
ン
ソ
ー
公
園
を
訪
れ
、
モ
ッ
パ
ッ
サ
ン
の
像
を
み
た
。
以
後
、
ル
ク
サ
ン
ブ
ル
ク
美
術
館
、
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
、
オ
デ
オ
ン
座
、
コ
ン
セ
ー
ル
・
ル
ー
ジ

ュ
、
ペ
ー
ル
ラ
シ
ェ
ー
ズ
墓
地
、
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
墓
地
、
カ
ジ
ノ
モ
ン
マ
ル
ト
ル
な
ど
を
訪
れ
た
。
パ
リ
見
物
で
い
ち
ば
ん
興
味
が
あ
っ
た
の
は
墓
地
の
散
歩
で
あ
り
、
と

く
に
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
が
眠
る
墓
を
参
詣
し
、
積
年
の
宿
望
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
パ
リ
滞
在
二
ヵ
月
ほ
ど
の
間
に
、
オ
ペ
ラ
や
芝
居
を
ほ
と
ん
ど
観
つ
く
し
た
が
、

こ
の
間
に
学
友
の
瀧
村
立
太
郎
（
外
国
語
学
校
の
仏
語
科
出
身
）
や
松
本
烝
治
（
中
学
校
の
先
輩
）
に
案
内
さ
れ
て
、
ク
リ
ュ
ニ
イ
博
物
館
の
前
に
あ
る
ホ
テ
ル
に
滞
在
し

て
い
た
上
田
敏
（
一
八
七
四
〜
一
九
一
六
、
明
治
期
の
外
国
文
学
者
・
評
論
家
、
当
時
東
大
講
師
）
を
訪
れ
た
。
上
田
は
そ
の
こ
ろ
私
費
を
も
っ
て
海
外
旅
行
中
で
あ
っ
た
。
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著
述
を
通
じ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
物
や
景
色
に
あ
こ
が
れ
る
き

っ
か
け
を
与
え
て
く
れ
た
の
は
上
田
敏
で
あ
っ
た
。

五
月
二
十
八
日

―
午
前
十
時
す
ぎ
、
サ
ン
・
ラ
ザ
ー
ル
駅
を

急
行
列
車
で
発
し
、
セ
ー
ヌ
川
沿
い
を
走
っ
て
ル
ア
ン
（
フ
ラ
ン

ス
中
北
部
、
パ
リ
の
北
西
一
三
七
キ
ロ
）
に
至
り
、
そ
こ
か
ら
ノ

ル
マ
ン
デ
ー
の
沃
野
を
通
っ
て
デ
ィ
エ
ッ
プ
（
フ
ラ
ン
ス
北
西
部
、

パ
リ
の
北
西
一
八
〇
キ
ロ
、
イ
ギ
リ
ス
海
峡
に
の
ぞ
む
港
町
）
に

着
い
た
の
は
、
午
後
の
二
時
ご
ろ
。
そ
れ
か
ら
す
ぐ
汽
船
に
乗
り
、

二
時
間
ほ
ど
か
か
っ
て
対
岸
の
イ
ギ
リ
ス
に
渡
り
、
再
び
汽
車
に

の
っ
て
ロ
ン
ド
ン
に
む
か
い
、
そ
の
日
の
夕
暮
英
都
に
着
い
た
。

そ
し
て
辻
馬
車
の
御
者
に
案
内
さ
れ
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
駅
ち
か
く
の

ホ
テ
ル
に
入
っ
た
。

三
十
日
（
土
曜
日
）
午
後
十
二
時
、
讃さ

岐ぬ
き

丸
で
出
帆
、
帰
国
の
途
に
つ
い
た
。
七
月
十
五
日
、
同
船
は
一
ヵ
月
半
の
船
旅
を
お
え
て
神
戸
に
到
着
。
弟
威
三
郎
の
出
迎
え

を
受
け
、
汽
車
で
帰
京
し
た
。
汽
車
か
ら
久
々
に
見
る
故
国
日
本
の
景
色
は
、
人
家
の
屋
根
と
い
い
松
、
雑
木
林
と
い
い
、
み
な
黒
い
も
の
で
あ
っ
た
。
家
の
中
に
入
っ
て

も
、
視
覚
を
刺
激
す
る
色
彩
が
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

＊

一
　
明
治
期
の
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
紹
介
。

い
っ
た
い
荷
風
は
い
つ
ご
ろ
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
と
い
う
作
家
を
知
り
、
ど
の
よ
う
な
作
品
を
よ
み
、
ど
の
よ
う
に
受
容
し
た
の
か
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

荷
風
は
「
モ
オ
パ
ツ
サ
ン
序
」（
伝
記
『
モ
オ
パ
ツ
サ
ン
』
後
藤
末
雄
と
の
合
著
、
実
業
之
日
本
社
刊
、
大
正
四
年
［
一
九
一
五
］
六
月
）
の
な
か
で
、
フ
ラ
ン
ス
の
自

然
派
の
小
説
家
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
著
作
が
は
じ
め
て
日
本
の
文
壇
に
翻
訳
さ
れ
て
、
す
で
に
二
十
年
ち
か
い

―
記
憶
に
誤
り
が
な
け
れ
ば
、
最
初
の
翻
訳
家
は
上
田
敏
氏

パリの「モンパルナス墓地」にあるモーパッサンの墓。〔筆者撮影〕
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で
は
な
か
っ
た
、
か
と
記
し
て
い
る
。

大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
の
二
十
年
前
と
い
え
ば
、
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
年
、
ま
だ
だ
れ
も
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
作
品
を
訳
し
て
い
な
い
。

最
初
の
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
翻
訳
は
、
大
西
忠
雄
の
「
明
治
期
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
輪
入
資
料
（
そ
の
一
）（『
日
本
比
較
文
学
会
会
報
』
昭
和
62
・
6
、
名
著
普
及
会
）
に
よ
る
と
、

明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
二
月
田
山
花
袋
が
訳
し
た
「
二
兵
卒
」（
未
発
表
反
訳
、
の
ち
活
字
と
な
る
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
原
題 P

etit soldat [1885] 

の
英
訳 Little 

Soldier 

を
重
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
二
番
目
の
翻
訳
は
、
同
年
三
月
に
国
木
田
独
歩
に
よ
っ
て
訳
さ
れ
た
「
糸い

と

屑く
ず

」（『
国
民
之
友
』
に
掲
載
、
原
題
は La ficelle, 

英
訳 T

he piece of string

）
で
あ
る
。

第
三
番
目
は
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
八
月
に
田
山
花
袋
が
訳
し
た
「
コ
ル
シ
カ
島
」（『
読
売
新
聞
』
に
掲
載
、
原
題
は Le bonheur, 

英
訳 H

apiness

）
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
英
訳
か
ら
の
重
訳
で
あ
っ
た
。
が
、
第
四
番
目
に
は
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
五
月
に
発
表
に
な
っ
た
上
田
敏
訳
「
文ふ

み

反ほ

古ご

」（『
帝
国
文
学
』
に

掲
載
、
原
題
は Le Lit

）
が
く
る
。
こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
語
か
ら
訳
し
た
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
も
の
と
し
て
は
本
邦
初
訳
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
荷
風
の
思
い
違
い
で
あ
ろ
う
。

大
西
忠
雄
の
「
明
治
期
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
輪
入
資
料
（
一
）
〜
（
十
一
）」
は
、
わ
が
国
の
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
翻
訳
史
に
大
き
な
特
徴
が
あ
る
が
、
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
紹
介
に
は

疎
漏
が
あ
る
の
は
、
書
誌
作
成
上
さ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
紹
介
の
跡
を
明
治
期
だ
け
に
限
っ
て
記
し
て
み
よ
う
。

こ
れ
よ
り
い
ま
筆
者
が
諸
雑
誌
か
ら
拾
っ
た
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
に
関
す
る
記
事
を
掲
げ
て
み
よ
う
。

モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
名
前
が
、
わ
か
国
の
紙
上
に
最
初
に
現
れ
た
の
は
い
つ
の
こ
と
か
は
っ
き
り
し
な
い
が
、

明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
九
月
の
こ
と
で
な
か
ろ
う
か
。
小
崎
弘
道
の
「
国
民
の
理
想
」（『
国
民
之

友
』
所
収
、
明
治
21
・
9
）
に
、
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
名
が
散
見
す
る
。

　
シ
ョ
ヘ
ン
ハ
ウ
エ
ル
は
婦
人
を
以
て
一
種
高
尚
な
る
人
類
と
な
す
貴デ

ィ
ダ
ー
メ

婦
人
の
思
想
を
破
砕
し
た
る
と
を
誇
れ
る
が
、

現
に
フ
ラ
ウ
ベ
ル
ト
、
ゾ
ォ
ー
ラ
、
マ
ウ
パ
ザ
ン
等
が
著
は
し
た
る
小
説
に
は
、
此
高
尚
な
る
思
想
あ
る
を
見
ざ
る

な
り
、
…
…

晩年のモーパッサン
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（
一
八
九
一
）

明
治
24
・
5
・
25
…
…
「
鷗
外
文
語

　
其
三

　
今
の
英
吉
利
文
学
」（『
文
学

評
論
　
し
が
ら
み
草
紙
』
所
収
）
に
、
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
名
が
出
て
く
る
。

英
吉
利
に
は
ア
ル
フ
オ
ン
ス
、
ド
オ
デ
エ
も
な
く
、
又
た
モ
オ
パ
ツ
サ
ン
も
あ
ら
じ
。

（
一
八
九
二
）

明
治
25
・
3
・
12
…
…
雑
誌
記
事
ま
た
は
書
物
中
の
記
事
を
抜
い
て
訳
し
た
も
の
か
、「
論
説
の
実
際
派
を
論
ず
（
無
名
氏
訳
）」（『
女
学
雑
誌
』
第
三
〇
八
号
所
収
）
に
、

モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
名
が
多
出
す
る
。

ゾ
ー
ラ
は
わ
れ
ら
既す

で

に
之こ

れ

に
聴
く
そ
の
実
験
説
は

　
わ
れ
ら
既す

で

に
之こ

れ

を
了れ

う

す
い
で
や
ゾ
ー
ラ
を
謝し

ゃ

し
て
モ
ー
パ
サ
ン
ト
の
説
を
聴き

か
む
。
モ
ー
パ
サ
ン
ト
は
ゾ
ー
ラ
の
同ど

う

臭し
う

な
り

　
自
然
派
の
一
味
な
り
（
中
略
）

モ
ー
パ
サ
ン
ト
が
「
真し

ん

之の

一い
ち

字じ

耳の
み

矣か
な

」
と
い
ひ
け
む
は
動う

こ

か
す
可べ

か

ら
ざ
る
定て

い
そ
く則

に
あ
ら
ず
。

（
中
略
）
予わ

れ

を
し
て
ゾ
ー
ラ
と
モ
ー
パ
ア
サ
ン
ト
と
の
二に

家か

を
追お

ひ 

現げ
ん

今こ
ん

実じ
っ

際さ
い

派は

の
真し

ん

相そ
う

を
看み

せ
し
め
よ

（
一
八
九
三
）

明
治
26
・
8
・
25
…
…
「
仏
国
文
学
者
モ
ウ
パ
ツ
サ
ン
逝
く
」（『
早
稲
田
文
学
』
所
収
）
は
、
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
逝
去
を
伝
え
た
記
事
で
あ
る
。

仏
蘭
西
の
文
壇
厄や

く

多
し

　
ル
ナ
ン
没
し
テ（

テ
ー
ヌ
）

ー
ン
去
り

　
今
ま
た
モ
ウ
パ
ツ
サ
ン
遠
逝
す

　
本
年
の
春
『
国
民
新
聞
』
が
掲か

か

げ
し
『
欧
米
文
学
現
状
の
一い

っ
ぱ
ん斑

』
に
い
ふ

　
彼
れ
は
ゾ

ラ
、
ド
オ
デ
ー
と
共
に
写
実
派
小
説
家
の
三
勇
将
と
呼
ば
れ

　
同
派
の
元
祖
と
も
い
ふ
べ
き
フ
ロ
ー
ベ
ル
の
薫く

ん

陶と
う

を
受
け
た
り
き
（
中
略
）

ゾ
ラ
と
彼
れ
と
を
比
較
せ
ば

　
或

あ
る
い

は
数
歩
を
譲
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
と
雖

い
え
ど

も
文
に
彫
琢
な
く

　
卒
直
明め

い

晰せ
き

に
し
て
精
確
な
る
観
察
力
に
富
み
た
れ
ば

　
往お

う

々お
う

ゾ
ラ
を
抑お

さ

へ
て
彼
れ
を

揚
く
る
も
あ
り
と
い
ふ

　
昨
日
以
来
発
狂
の
為た

め

、
筆
と
る
事
能あ

た

は
ざ
り
し
が

　
四
十
四
歳
を
一
期
と
し
て
遂
に
他
界
の
人
と
は
な
れ
り

　（
Ｓ
．
Ｈ
．
稿
）
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注
・
Ｓ
．
Ｈ
．
と
は
島
村
抱
月
（
一
八
七
一
〜
一
九
一
八
、
明
治
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
の
評
論
家
・
劇
作
家
、
の
ち
早
大
教
授
）
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
一
八
九
四
）

明
治
27
・
1
・
12
…
…
「
明
治
二
十
六
年 

文
学
界
一
覧
表
」（
こ
れ
は
過
去
一
年
間
の
新
刊
本
、
新
聞
紙
、
雑
誌
そ
の
他
の
諸
現
象
中
の
重
要
な
も
の
を
集
録
し
て
一
覧

表
と
し
た
も
の
。『
早
稲
田
文
学
』
所
収
）
の
中
に
、
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
死
に
つ
い
て
、
一
行
み
ら
れ
る
。

七
月

仏
国
の
小マ

マ説
モ
ウ
パ
ツ
サ
ン
逝
く

（
一
八
九
四
）

明
治
27
・
2
・
3
…
…
「
海
外
思
潮

　
仏
国
文
学
の
新
潮
」（『
国
民
之
友
』
所
収
）
に
、
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
名
が
み
ら
れ
る
。

文
学
は
生
活
の
反
映
な
り
と
せ
ば 

ブ
ー
ル
ジ
エ
ー
氏
が
フ
ヲ
ラ
ム
雑
誌
に
寄
せ
た
る
『
仏
国
文
学
の
道
徳
的
新
潮
』
は 

仏
蘭
西
に
於
け
る
道
徳
的
復
活
の
時
期

4

4

4

4

4

4

4

4

終つ
い

に
到
来
し
た

る
の
徴

し
る
し

と
し
て
喜
ぶ
可べ

し
（
中
略
）
彼
等
は
只た

だ

日
常
の
出
来
事
に
あ
ら
は
れ
た
る
平
凡
の
生
活

4

4

4

4

4

を
描
き
た
り
。
モ
ー
パ
ツ
サ
ン
の
格
言
を
以
て
言
へ
ば
、
彼
等
の
目
的
は
卑

い
や
し

き
真
理

に
あ
り
、
…
…

（
一
八
九
六
）

明
治
29
・
3
・
7
…
…
「
雑
録

　
仏
国
学
士
会
院
（
上
）」（『
国
民
之
友
』
所
収
）
に
、
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
名
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
の
学
士
院
を
皮
肉
っ
た

記
事
で
あ
る
。「
ア
カ
デ
ミ
ー
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
」
は
、
一
六
三
五
年
の
創
立
で
あ
り
、
会
員
は
四
〇
名
で
あ
る
。

　
ヴ
オ
ル
テ
ー
ル
は
「
趣
味
の
保
存
所
」
と
称
し
、
ア
ル
フ
オ
ン
ス
、
ド
オ
デ
ー
は
「
空く

う

肚と

の
偶ぐ

う
ぞ
う像

」
と
云い

ひ
、
ラ
コ
ー
ル
デ
ー
ル
は
「
仏
国
智
識
の
元
老
院
」
と
賛さ

ん

し
、
モ
ウ
パ



（38）241

ス
サ
ン
は
「
死し

及
お
よ
び

四
十
老
人
の
演
劇
」
と
罵

あ
な
ど

る
。

（
一
八
九
六
）

明
治
29
・
4
・
10
…
…
「
海
外
騒
壇

　
○ 

小
ジ
ウ
マ
」（『
国
民
之
友
』
所
収
）
に
、
三
文
豪
の
ひ
と
り
と
し
て
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
名
が
引
か
れ
て
い
る
。

二
世
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
、
ジ
ウ
マ
は
一
千
八
百
廿
四
年
を
以も

っ

て
生う

ま

る
。
小
説
家
ジ
ウ
マ
の
子
な
り
。
人
あ
り
若
し
仏
国
近
代
の
三
大
小
説
家
を
誰
れ
と
か
為
す
と
問
は
ば
、
バ
ル

ザ
ッ
ク

　
ジ
ォ
ル
ヂ
、
サ
ン
、
フ
ロ
オ
ベ
エ
ル
を
以
て
す
可べ

く
、
輓ば

ん

近き
ん

に
降
り
て
之こ

れ

を
選
ま
ば
、
ド
オ
デ
エ
、
ゾ
ラ

　
モ
ォ
パ
ッ
サ
ン
の
三
文
豪
を
以も

っ

て
之こ

れ

に
当
つ
る
を
得え

。

（
一
八
九
六
）

明
治
29
・
4
・
10
…
…
「
海
外
騒
壇

　
キ
ッ
プ
リ
ン
グ
の
近
業
」（『
帝
国
文
学
』
所
収
）
に
、
同
人
に
匹
敵
す
る
者
は
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
で
あ
る
と
い
う
。

　
キ
ッ
プ
リ
ン
グ
は
千
八
百
六
十
四
年
印イ

ン
ド度

孟ボ
ン
ベ
イ買

に
生
れ
、
夙つ

と

に
文
筆
の
才
を
以
て
新
聞
業
に
従
事
せ
し
が
、
八
十
九
年
印
度
を
去さ

り

て
絶
東
諸
国
を
巡
遊
し
、
数
年
前
吾わ

が

邦く
に

を
過す

ぎ

て

亜ア

米メ

利リ

加カ

に
渡
り
、
終つ

い

に
英
国
に
至
り
ぬ
。
此
時
既す

で

に
数
巻
の
小
説
を
著あ

ら

は
し
て
令
名
を
為な

し
、
特
に
短
篇
の
勁せ

い
け
ん健

な
る
を
以も

っ

て
称
せ
ら
れ
た
り
。Plain T

ales from
 the H

ills

の
小
話
集
は

　
仏
蘭
西
近
代
の
名
家
モ
オ
パ
ッ
サ
ン
の
作
品
と
比
肩
す
る
に
足
れ
り
。

（
一
八
九
七
）

明
治
30
・
5
・
20
…
…
「
海
外
文
壇

　
○ 

ス
カ
ン
ヂ
ナ
ビ
ア
の
小
説
（『
太
陽
』
所
収
）
に
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
小
説
家
ヘ
ン
リ
ッ
ク
・
ポ
ン
ト
ピ
ダ
ン
（
一
八
五
七
〜
一

九
四
三
）
は
、
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
を
思
い
出
さ
せ
る
と
あ
る
。

ヘ
ン
リ
ッ
ク

0

0

0

0

0

、
ポ
ン
ト
ツ
ピ
ダ
ン

0

0

0

0

0

0

0

の
『
好
望
地

0

0

0

』（D
et Forjaettende Land

）
は

　
其そ

の

処
女
作
『
薬
剤
師
の
娘
』
を
去
る
六
年
目
に
て
吾ご

人じ
ん

（
わ
れ
わ
れ

―
引
用
者
）
の
手

に
す
る
こ
と
を
得
た
り
、
ポ
ン
ト
ツ
ピ
ダ
ン
元
来
ユ
ウ
モ
リ
ス
ト
に
し
て

　
其そ

の

技わ
ざ

に
健
全
快か

い

濶か
つ

の
点
多お

お

き
が
た
め

　
吾
人
を
し
て
往お

う

来ら
い

モ
オ
パ
ツ
サ
ン
を
連
想
せ
し
め
ず
ん
ば
や
ま
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ず
、
…

（
一
八
九
七
）

明
治
30
・
8
・
10
…
…
論
説
「
上
田
敏

　
仏
蘭
西
文
学
の
研
究
」（『
帝
国
文
学
』
第
三
巻
第
八
号
所
収
）
は
、
フ
ラ
ン
ス
文
学
に
対
す
る
趣
味
を
日
本
国
民
に
目
覚
め
さ

せ
、
日
本
文
学
を
大
成
さ
せ
る
こ
と
を
意
図
し
、
フ
ラ
ン
ス
文
学
の
よ
い
も
の
を
選
奨
し
た
も
の
か
。
日
本
に
お
い
て
は
英
語
や
ド
イ
ツ
語
の
勢

力
は
漸
次
学
界
に
広
ま
っ
て
来
て
い
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
語
は
ふ
る
わ
ず
、
活
発
な
る
勢
力
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
仏
語
は
フ
ラ
ン
ス
法
を
研
究
し

て
い
る
者
の
間
に
潜
ん
で
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
。

上
田
が
本
稿
を
寄
稿
し
た
の
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
最
大
の
文
学

―
フ
ラ
ン
ス
文
学
の
研
究
を
喚
起
す
る
に
あ
っ
た
。
こ
の
稿
の
中
に
モ
ー

パ
ッ
サ
ン
の
名
が
み
ら
れ
る
。

吾わ
れ
ら等

は
仏
国
小
説
の
光
栄
あ
る
歴
史
を
終お

わ

る
に
、
ギ
イ
、
ド
、
モ
オ
パ
ッ
サ
ン
の
名
を
以も

っ

て
す
べ
し
。
彼
は
フ
ロ
オ
ベ
エ
ル
を
師
と
し
て
小
説
を
学
び
ぬ
。
始
め
て
刺せ

き

を
通
し
て

（
相
手
に
名
を
知
ら
せ
て

―
引
用
者
）
フ
ロ
オ
ベ
エ
ル
に
見み

へ
、
小
説
を
以
て
文
壇
に
立
た
む
こ
と
を
語
る
。
フ
ロ
オ
ベ
エ
ル
即す

な
わち

教
へ
て
曰い

わ

く
　
足
下
今い

ま

車
に
駕が

し
て
（
馬
車

で
）　
吾わ

が

廬い
え

を
訪
ひ
給た

ま

ひ
し
な
ら
む
。
往ゆ

き

て
ま
た
之こ

れ

に
駕
し

　
巴
里
の
大
道
、
眼
に
触
る
ゝ
所
を
描
写
し
て
吾
に
示
せ
と
。
モ
オ
パ
ッ
サ
ン
直た

だ
ちに

教
お
し
え

を
奉ほ

う

し
て
写
実
の
術
を
究き

わ

め
、

漸よ
う
やく

撰
択
の
法
を
解
し
、
省せ

い

筆ひ
つ

（
よ
く
調
べ
て
書
く
）
の
技わ

ざ

に
熟
し
、
集

し
ゅ
う

沖ち
ゅ
う（

多
く
の
も
の
一
か
所
に
集
ま
る
）
の
美
に
達
し
、
終つ

ひ

に
美
術
的
作
品
を
成
し
ぬ
。（
中
略
）

鋭す
る
どき

眼め

と
確

た
し
か

な
る
手て

と
こ
れ
美
術
家
の
二
大
資
格
な
り
（
中
略
）。

近
代
仏
蘭
西
小
説
の
観
念
を
得
む
と
欲
せ
ば
、
ド
デ
エ
等
の
長
篇
を
読
む
の
傍

か
た
わ
ら 

モ
オ
パ
ッ
サ
ン
の
短
篇
を
精
読
す
べ
し
。

（
一
八
九
七
）

明
治
30
・
9
・
10
…
…
論
説
「
上
田
敏

　
近
英
の
散
文
」（『
帝
国
文
学
』
第
三
巻
第
九
号
所
収
）
は
、
近
代
に
お
け
る
英
文
学
の
散
文
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、

ス
テ
ィ
ブ
ン
ソ
ン
や
キ
ッ
プ
リ
ン
グ
の
作
品
に
ふ
れ
た
折
に
、
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
名
を
引
き
合
い
に
出
し
て
い
る
。
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彼
（
キ
ッ
プ
リ
ン
グ

―
引
用
者
）
が
短
篇
の
小
話
は

　
浩
瀚
な
る
官
府
文
書
よ
り
も
、
植
民
地
の
情
態
を
闡せ

ん

明め
い

し
て
（
明
ら
か
に
す
る
）
詳
な
り
と
い
ふ
。
而
し
て
此
等
短
篇

の
文
致
は
仏
蘭
西
近
代
の
名
家
モ
オ
パ
ッ
サ
ン
の
筆
路
に
負
ふ
所
多
し
。

（
一
八
九
八
）

明
治
31
・
3
・
3
…
…
「
彙い

報ほ
う

（
い
ろ
い
ろ
の
知
ら
せ
を
あ
つ
め
た
も
の
）　
文
学

　
◎ 

短
篇
小
説
」（『
早
稲
田
文
学
』
所
収
）
に
、
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
名
が
出
て
く
る
。

日
常
個
人
の
身
上
に
起
る
詩
的
事
件
の
一
端
を
取
り
て
之
れ
を Story 

と
な
し
、Sketch 

と
な
し
、
彼
の
モ
ウ
パ
ツ
サ
ン
の
筆
に
倣な

ら

ひ
、
若も

し
く
は
キ
ッ
プ
リ
ン
グ
が
短
篇
に

摸ば
く

す
（
ま
ね
る
）、
…
…

（
一
八
九
八
）

明
治
31
・
5

　
　
…
…
「
海
外
騒
壇 

○ 

伊
太
利
の
新
作
家
」（『
帝
国
文
学
』
第
五
巻
第
四
十
一
号
所
収
）
に
、
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
名
が
み
ら
れ
る
。

仏
国
は
ま
た
ユ
ウ
ゴ
オ
、
ミ
ユ
ツ
セ
エ
の
後の

ち

、
所い

わ
ゆ
る謂

『
パ
ル
ナ
ッ
シ
ヤ
ン
』
の
詩
社
を
出
し
、（
中
略
）。
又ま

た

小
説
界
に
於
て
は

　
モ
オ
パ
ッ
サ
ン
、
ロ
チ
、
等
他
邦ほ

う

人じ
ん

の
決
し
て

模
倣
す
る
こ
と
能あ

た

は
ざ
る
短
篇
等
は
、
優ゆ

う

に
欧
州
文
壇
の
覇は

を
称
す
る
に
足た

る
。

（
一
八
九
八
）

明
治
31
・
7

　
　
…
…
雑
録
「
西
海
枝
静

　
ト
ル
ス
ト
イ
翁
の
新
美
術
論
」（『
帝
国
文
学
』
所
収
）
に
、
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
名
が
み
ら
れ
る
。

世
界
的
卑
俗
的
の
小
説
儀
型
を
指
示
す
る
に
は
（
中
略
）、
モ
リ
エ
ル
の
喜
劇

　
ヂ
ツ
ケ
ン
ス
の
『
コ
ペ
ル
フ
ィ
リ
ト
』
及
び
『
ピ
ッ
ク

な
ら
び

倶
楽
部
』
ゴ
ヽ
ル
、
プ
シ
キ
ン
の
小

説
　
モ
ン
パ
ス
サ
ン

に
な
ら
び

ヂ
ュ
マ
の
或
る
作
品
は
慥

に
わ
か

に
批
類
に
属
す
る
と
答
ふ
べ
し
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（
一
九
〇
〇
）

明
治
33
・
2
・
23
…
…
森
林
太
郎
著
『
審
美
新
説
』（
春
陽
堂
）
に
、
メ
リ
メ
や
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
名
が
み
ら
れ
る
。

予
□不

明

の
然し

か

る
所ゆ

以え
ん

を
求も

と

む
る
に
、
往お

う
お
う々

簡
浄
明
快
の
調

し
ら
べ

こ
れ
を
致い

た

す
を
見み

る
。M

érim
ée, M

aupassant

　
等
即
是こ

れ

な
り
。

（
一
九
〇
〇
）

明
治
33
・
6
・
15
…
…
「
第
五
部

　
上
田
敏

　
文
芸
史

　
第
二
章

　
十
九
世
紀
の
仏
蘭
西
文
学
」（『
太
陽
』
第
六
巻
第
八
号
所
収
）
に
、
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
名
と
作
風
と

著
作
に
つ
い
て
の
短
い
記
事
が
あ
る
。『
太
陽
』
第
六
巻
第
八
号
は
、
版
元
の
博
文
館
の
創
立
十
三
年
を
紀
念
す
る
臨
時
増
刊
号
で
あ
る
。「
十
九

世
紀
」
に
お
け
る
世
界
文
明
の
発
達
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
各
部
の
記
事
論
説
は
い
ず
れ
も
専
門
家
が
執
筆
し
て
い
る
。

「
第
五
部

　
文
芸
史
」（
一
七
六
〜
一
九
九
頁
）
は
、
上
田
敏
の
分
担
部
分
で
あ
り
、
こ
の
長
編
論
文
は
─
序
論
に
は
じ
ま
り
、
十
九
世
紀
の
英

文
学
、
フ
ラ
ン
ス
文
学
、
ド
イ
ツ
文
学
、
イ
タ
リ
ア
・
ス
ペ
イ
ン
・
北
欧
・
東
欧
・
新
ギ
リ
シ
ヤ
の
各
文
学
、
お
よ
び
十
九
世
紀
の
絵
画
・
彫

刻
・
建
築
・
音
楽
な
ど
に
つ
い
て

―
論
じ
て
い
る
。

モ
ー
パ
ッ
サ
ン
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

現げ
ん

欧お
う

現げ
ん

時じ

の
文
芸
に
波
動
し
、
モ
ウ
パ
ッ
サ
ン
（
一
八
五
〇
―
九
三
）
ゾ
ラ
（
一
八
四
〇
生
）
ゴ
ン
ク
ウ
ル
兄
弟
（
一
八
二
八
─
九
六
及
び
一
八
二
二
―
八
五
）
ド
デ
ィ
（
一
八

四
〇
―
九
七
）
等
を
生
じ
て
仏
蘭
西
小
説
今
日
の
盛
況
を
至い

た

せ
り
。

　
モ
ウ
パ
ッ
サ
ン
の
短
篇
小
説
「
メ
イ
ゾ
ン
、
テ
リ
エ
」（
一
八
八
一
）「
ロ
ン
ド
リ
姉
妹
」（
一
八
八
四
）「
ム
ッ
シ
ウ
、
パ
ラ
ン
」（
一
八
八
五
）
等
は

　
観
察
の
犀さ

い

利り

と
文ぶ

ん

辞じ

の

明め
い

潔け
つ

と
を
以も

っ

て
、
古こ

今こ
ん

独
歩
と
賞

し
ょ
う

す
べ
く
、「
ピ
エ
ル
、
エ
、
ジ
ャ
ン
」（
一
八
八
八
）「
死
の
如
く
強
し
」（
一
八
八
九
）「
わ
れ
ら
の
心
」（
一
八
九
〇
）
の
諸
篇
も
現
代
社
会
の
描

写
と
し
て
頗

す
こ
ぶ

る
精せ

い

覈か
く

な
り
（
よ
く
調
べ
て
あ
る
）。
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（
一
九
〇
一
）

明
治
34
・
5
・
27
…
…
田
山
花
袋
の
『
野
の
花
』（
新
声
社
刊
）
の
「
序
」
に
、
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
名
が
出
て
く
る
。

此
頃
の
私
の
考

か
ん
が
えを

言
つ
て
見
や
う
な
ら
、
今
の
文
壇
は
余
り
に
色
気
沢
山
で
は
あ
る
ま
い
か
。
一
方
に
は
ロ
オ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
の
幽
霊
の
様
な
の
が
あ
れ
ば
、
一
方
に
は
不
自
然

極き
わ
まる

妖
怪
談
の
や
う
な
の
が
あ
る
（
中
略
）

モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
「
ベ
ル
、
ア
ミ
」
や
、
フ
ロ
ー
ベ
ル
の
「
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
、
エ
ヂ
ケ
イ
シ
ヨ
ン
」
な
ど
は

　
自
然
派
の
悪あ

く

弊へ
い

が
雑ま

ざ

つ
て
居い

な
い
為た

め
に
、
何ど

処こ

か
に
大
自
然

の
面
影
が
見
え
て

　
人
生
の
帰き

趣し
ゅ

が
着

ち
ゃ
く

々ち
ゃ
くと

し
て
指ゆ

び

さ
ゝ
れ
る
。

（
一
九
〇
一
）

明
治
34
・
6
・
17
…
…
「
西
花
余
香
」
は
、
田
山
花
袋
が
『
太
平
洋
』
に
発
表
し
た
雑
誌
記
事
で
あ
る
。
こ
の
中
に
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
名
が
み
ら
れ
る
。
か
っ
て
フ
ロ
ベ

ー
ル
や
ゾ
ラ
が
唱
え
た
自
然
主
義
は
、
い
ま
で
は
大
い
に
趣

お
も
む
きを

か
え
、
革
新
の
色
を
お
び
て
き
て
い
る
と
い
う
。

モ
ー
パ
ッ
サ
ン
は
人
間
を
明あ

き

か
に
紙
上
に
出い

だ

し
て
、
そ
れ
を
飽あ

く

ま
で
客
観
的
に
描
写
し
た
る
に
止と

ど

ま
り
た
れ
ど
、
今
の
革
新
派
は
具
象
的
な
る
一
箇
の
主
観
あ
り
て
、
理
路
明
か

に
幽
玄
界
に
大
胆
な
る
足
跡
を
付
け
ん
と
せ
り
。

（
一
九
〇
二
）

明
治
35
・
5
・
1
…
…
丸
善
の
『
学
燈
』
は
、
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
著
作
全
十
一
冊
が
入
荷
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
こ
れ
は
原
書
で
は
な
く
、
英
訳
本
で
あ
る
。
こ
の

新
着
本
案
内
に
は
、
書
名
や
版
本
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
が
、
お
そ
ら
く
「
ズ
ィ
・
ア
フ
タ
ー
デ
ィ
ナ
ー
・
ス
ィ
ア
リ
ー
ズ
」（T

he A
fter-

dinner Series 

の
『
ギ
ィ
・
ド
ゥ
・
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
短
篇
小
説
』
ロ
ン
ド
ン
の
マ
ス
ィ
ス
ン
社
刊

―G
uy de M

aupassant

’s Short 

Stories, M
athieson &

 C
o., London

）
の
こ
と
を
い
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

い
ま
日
本
の
文
学
界
で
は
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
が
流
行
し
、
諸
雑
誌
に
そ
の
翻
訳
を
よ
く
み
る
と
い
う
。
ま
た
独
訳
本
も
た
く
さ
ん
到
着
し
た
と
い
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っ
て
い
る
。

注
・
こ
の
版
本
は
こ
ん
に
ち
入
手
困
難
で
あ
る
。
早
大
本
は
第
一
巻
目
が
欠
け
て
い
る
。

△
　
モ
ウ
パ
ッ
サ
ン
の 

“The Short Stories

” 

全
十
一
冊
取と

り

揃そ
ろ

へ
新
著
仕
り
候
。
此
篇
は
二
三
年
前
よ
り
逐
次
出
版
し
来
り
た
る
も
の
に
候
が
、
此こ

の

度た
び

第
十
一
冊
目
を
発
行
し

て
終
結
致
し
候
。
モ
ウ
パ
ツ
サ
ン
は
夙つ

と

に
短
篇
を
以
て
聞
え
、
小
説
の
妙
味
は
煩
雑
な
る
長
編
に
存
せ
ず
し
て
単
純
な
る
短
篇
に
却

か
え
っ

て
見
ゆ
る
と
主
張
し
、
短
篇
の
伎ぎ

倆り
ょ
うに

到い
た

っ
て

は
　
近
来
多
く
匹
□不

明

な
き
は
普

あ
ま
ね

く
評
壇
の
一い

っ

致ち

す
る
処

と
こ
ろ

に
御
座
候
。

昨さ
っ

今こ
ん

我わ

が
文
芸
界
に
於お

い

て
は

　
モ
オ
パ
ツ
サ
ン
頻し

き

り
に
流
行
し
、
到い

た

る
処

と
こ
ろ

の
文
学
雑
誌

　
モ
オ
パ
ツ
サ
ン
の
翻
訳
を
見
ざ
る
は
無な

け
れ
ば
、
モ
オ
パ
ツ
サ
ン
の
名
は
広ひ

ろ

く
読
書
社

会
に
知し

れ
渡わ

た

る
事こ

と

と
存ぞ

ん

じ
候
。
然し

か

る
に
モ
オ
パ
ツ
サ
ン
は

　
頗

す
こ
ぶ

る
極
端
な
る
写
実
主
義
を
把は

持じ

し
　
最

も
っ
と

も
大だ

い

胆た
ん

に
忌き

憚た
ん

な
く

　
人
生
の
暗
黒
面
を
暴ば

く

露ろ

し
た
る
が
故ゆ

え

に
、
此こ

の

大
胆
を

欠
け
る
訳
文
に
は
到
底
其そ

の

本ほ
ん

色し
ょ
くを

認み
と

め
得え

が
た
く
候
。
此こ

の

短
篇
集
十
一
冊
は

　
即

す
な
わ

ち
最

も
っ
と

も
モ
オ
パ
ツ
サ
ン
を
知
る
べ
き
短
篇
全
集
に
し
て

　
消

し
ょ
う

閑か
ん

の
読
書
と
し
て
は

　
之こ

れ

に
上

じ
ょ
う

越え
つ

す

も
の
無こ

れ

之な
く

候
そ
う
ろ
う。

△
モ
オ
パ
ツ
サ
ン

　
其そ

の

他た

最
近
著ち

ょ

名め
い

の
作
家
の
著
に
係

か
か
わ

る
独
訳
（
或
は
独
文
）
小
説
も
亦ま

た

数あ
ま

多た

到
着
仕

つ
か
ま
つり

候
。

（
一
九
〇
二
）

明
治
35
・
8
・
1
…
…
「
中
村
蝶
二

　
外
国
文
学
の
流
行
」（『
文
藝
倶
楽
部
』
第
八
巻
第
一
一
号
所
収
）
に
、
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
名
が
み
ら
れ
る
。
外
国
文
学
が
流
行
し

て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
日
本
の
文
学
界
は
裨
益
を
う
け
て
い
な
い
と
い
う
。
外
国
文

学
は
、
オ
ウ
ム
の
よ
う
な
文
学
者
に
よ
っ
て
皮
想
的
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
そ

し
ゃ
く
吟
味
し
て
わ
が
特
有
の
思
想
の
中
に
同
化
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
。

（
か
れ
ら
）
は
徒

い
た
ず

ら
に
新
ら
し
き
を
追
ひ
、
奇
を
好
み
、
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
流
行
す
と
聞
け
ば
、

直た
だ

ち
に
之
を
翻
訳
し
て
一
時
の
名
声
を
貪

む
さ
ぼ

ら
む
と
試
み
、
ゴ
ル
キ
ー
流
行
す
と
聞
け
ば
、
ま
た

直
ち
に
之
を
翻
訳
し
て
一
時
の
好か

う

尚し
ょ
うに

投と
う

ぜ
む
と
つ
と
む
。

ズィ・アフターディナー・スィアリー
ズの『ギィ・ドゥ・モーパッサンの短
編小説』（マスィスン社刊）の第11巻
の表紙。〔早稲田大学中央図書館蔵〕
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（
一
九
〇
二
）

明
治
35
・
11
・
5
…
…
「
長
谷
川
天
渓

　
答
弁
二
則

　
○ 

不
自
然
は
果
し
て
美
か
（
文
学
士

　
佐
々
醒
雪
君
に
与
ふ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

）」（『
太
陽
』
所
収
）
に
、
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
名
が

み
ら
れ
る
。

醒せ
い

雪せ
つ

君
は
、
漠ば

く

然ぜ
ん

た
る
意
味
に
於お

い

い
て
、
不
自
然
を
説
く
。
こ
れ
予
の
氏
が
意
見
を
採
ら
ざ
る
所
以
な
り
（
中
略
）
更
に
吾
人
は
言
は
む
、
吾
が
小
説
界

9

9

9

9

9

は
、
未
だ
充
分
に
写
実

主
義
を
咀そ

嚼し
ゃ
くせ

ず
。
吾
が
所
謂
写
実
派
と
は
何
ぞ
や
。
皮
相
の
模
倣

9

9

9

9

9

に
外
な
ら
ざ
る
に
あ
ら
ず
や
。
固も

と

よ
り
欧
州
の
一
派
に
も
此こ

の
幣へ

い

あ
り
（
中
略
）。

其
の
幣
と
し
て
或
は
科
学
を
誤
解
し
た
る
も
あ
ら
む
（
ゾ
ラ
の
如
く
）
或
は
事
実
其
の
物
に
束そ

く

縛ば
く

せ
ら
れ
た
る
も
あ
ら
む
。
こ
れ
ゾ
ラ
の
弟
子
た
る
ユ
イ
ス
マ
ン
ス
、
モ
ー
パ
ッ

サ
ン
等
が
、
ゾ
ラ
を
棄す

て

た
る
所ゆ

以え
ん

な
り
。

（
一
九
〇
二
）

明
治
35
・
11
・
10
…
…
「
彙
報

　
九
月
の
文
壇
」（『
早
稲
文
学
』
所
収
）
に
、
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
名
が
み
ら
れ
る
。

老
子
爵
は
モ
オ
パ
ツ
サ
ン
の
翻
案
な
る
べ
き
か
。

注
・「
老
子
爵
」
は
田
山
花
袋
が
『
文
学
界
』
に
発
表
し
た
作
品
。

（
一
九
〇
八
）

明
治
41
・
1

　
　
…
…
「
モ
ウ
パ
ッ
サ
ン
の
自
然
主
義
」（『
早
稲
田
文
学
』
所
収
）
は
、
相
馬
御
風
（
一
八
八
三
〜
一
九
五
〇
、
明
治
・
大
正
期
の
詩
人
、
評
論
家
、
早

大
英
文
科
卒
）
が
執
筆
し
た
長
編
論
文
（
一
一
八
〜
一
三
九
頁
）
で
あ
る
。
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
狂
死

―
ア
ー
サ
ー
・
シ
モ
ン
ズ
の
評

―
モ
ー

パ
ッ
サ
ン
と
ゾ
ラ

―
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
と
西
鶴

―
「
ベ
ラ
ミ
ー
」
の
梗
概

―
ト
ル
ス
ト
イ
の
評

―
勇
敢
な
る
戦
士
か

―
な
ど
か
ら
成
る
。

相
馬
は
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
人
生
を
し
め
く
く
っ
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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（
前
文
略
）
モ
ウ
パ
ツ
サ
ン
こ
そ
真し

ん

に
自
然
主
義
文
芸
の
勇
者
と
云い

は
ざ
る
を
得
な
い
。
彼
れ
は
終つ

い

に
『
人
生
の
真
』
を
得
ず
し
て
死
ん
だ
。（
中
略
）
惜お

し
い
哉か

な

、
彼
れ
は
自

み
ず
か

ら

之こ
れ

を
出
し
た
人
生
の
真
相
に
対
す
る
苦
悶
の
為
め
に
終
に
自
ら
倒
れ
て
し
ま
つ
た
。
吾
人
は
彼
れ
を
以
て
最
も
勇
敢
な
る
人
生
の
戦
闘
者
と
讃た

た

う
べ
き
で
あ
ら
う
か
、
…
…

（
一
九
〇
九
）

明
治
42
・
1
・
15
…
…
「
戸
川
秋
骨

　
丸
善
回
顧
」
と
「
評
論
の
評
論
」（
無
著
名
）（『
文
章
世
界
』
第
四
巻
第
一
号
所
収
）
に
、
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
名
が
散
見
す
る
。

戸
川
秋
骨
（
一
八
七
〇
〜
一
九
三
九
、
明
治
期
の
評
論
家
、
英
文
学
者
）
は
、
丸
善
の
二
階
で
柳
田
国
男
（
一
八
七
五
〜
一
九
六
二
、
明
治
か
ら

昭
和
期
に
か
け
て
の
民
族
学
者
）
と
会
っ
た
際
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
話
を
耳
に
は
さ
ん
だ
。

君
が
中
央
公
論
に
書
い
た
文
章
の
為た

め

に
、
丸
善
に
あ
の
本
を
買
い
に
来
た
者
が
非
常
に
沢
山
あ
っ
た
相そ

う

だ
と
云
ふ
の
で
あ
る
（
中
略
）
あ
の
本
と
云
ふ
の
は
マ
ウ
パ
ツ
サ
ン
の

『
女
の
一
生
』
の
事
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
僕
は
其そ

れ

を
思
っ
た
か
ら
、
何

い
ず
れ

れ
風
俗
壊
乱
的
な
文
字
を
見
た
く
て
買
ひ
に
来
た
の
で
あ
ら
う
…
…

　
　
…
…
…
…

内
田
さ
ん
は
即
ち
其
の
位
置
に
あ
る
の
で
あ
る
。
マ
ウ
パ
ツ
サ
ン
の
短
篇
は
盛

さ
か
ん

に
訳
さ
れ
た
。
あ
れ
は
本
が
安
価
で
文
章
が
解
し
易
く
て
風
俗
壊
乱
的
文
字
が
沢
山
あ
っ
て
、
其

て
短
か
く
数
ペ
ー
ジ
で
完
結
し
て
い
る
、
流は

や行
ら
ざ
る
得
な
い
で
は
な
い
か
。

注
・
内
田
と
は
、
内
田
魯
庵
（
一
八
六
八
〜
一
九
二
九
、
明
治
期
の
評
論
家
・
小
説
家
、
の
ち
丸
善
の
顧
問
）
の
こ
と
で
あ
る
。

「
評
論
の
評
論
」
の
執
筆
者
に
よ
る
と
、
作
家
に
は
“
見
出
す
作
家
”
と
“
見
出
さ
ぬ
作
家
”、
ま
た
画ペ

イ
ン
タ
ー

家
的
作
家
、
心サ

イ
コ
ロ
ジ
ス
ト

理
学
者
的
作
家
が
お
り
、
こ
の
二
つ
に
分
け
ら
れ

る
と
い
う
。
見
出
す
作
家
と
は

―
説
明
と
抒
情
と
小
主
観
に
陥

お
ち
い

る
幣へ

い

が
あ
る
者
。
見
出
さ
ぬ
作
家
と
は

―
平
凡
と
無
意
味
と
悪
写
生
に
捉
わ
れ
る
幣
が
あ
る
者
で
あ
る
。

画
家
的
作
家
と
は

―
描
写
に
委い

曲き
ょ
くを

つ
く
し
叙
事
抒
情
に
長
じ
て
い
る
が
、
心
理
に
そ
の
筆
が
ふ
れ
え
な
い
者
。
心
理
学
的
作
家
は

─
描
写
叙
述
に
あ
ま
り
重
き
を

置
か
ぬ
者
。
ま
ず
心
理
を
つ
か
む
、
性
格
を
了
解
す
る
者
で
あ
る
。
後
者
は
…
…

日
本
で
い
ふ
と
、
国
木
田
君
な
ど
に
さ
う
し
た
処

と
こ
ろ

が
あ
る
。
正
宗
君
も
さ
う
い
ふ
方ほ

う

の
質し

つ

の
人
だ
と
思
ふ
。
西
洋
で
言
ふ
と
、
モ
ウ
パ
ツ
サ
ン
が
さ
う
だ
。
チ
エ
ホ
フ
が
さ
う
だ
。
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（
一
九
〇
九
）

明
治
42
・
1

　
　
…
…
「
永
井
荷
風

　
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
旅
行
日
記
」（『
早
稲
田
文
学
』
第
三
八
号
所
収
）
は
、
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
人
と
作
品
の
概
略
を
述
べ
た
の
ち
、

同
人
の
地
中
海
あ
た
り
よ
り
シ
シ
リ
ー
島
に
い
た
る
旅
行
に
つ
い
て
ふ
れ
た
小
記
事
で
あ
る
。

思
索
家
テ（

テ
ー
ヌ
）

ー
ン
に
よ
り
て
、「
憂ゆ

う

欝う
つ

な
る
牡お

す

牛う
し

」
の
名
を
得
た
る
モ
ー
パ
ツ
サ
ン
の
痛

い
た
ま

し
き
生
涯
と
悲
し
き
作
品
と
は
、
最
初
上
田
敏
氏
に
よ
り
て
、
一
度
我
国
に
伝
へ
ら
れ
し

よ
り
、
世
の
作
家
争
ひ
て
此
れ
を
訳
述
し
た
れ
ば
、
今い

ま

又ま
た

、
多
く
云い

ふ
の
要
な
か
る
べ
し
。

モ
ー
パ
ツ
サ
ン
の
著
作
は
自

お
の
づ
から

モ
ー
パ
ツ
サ
ン
の
生
涯
を
語
り
て
充
分
な
り
。

（
一
九
〇
九
）

明
治
42
・
11
・
1
…
…
「
赤
門
文
芸
の
変
遷
」（『
無
名
通
信
』
所
収
）
に
、
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
名
が
出
て
く
る
。

赤あ
か

門も
ん

文
芸
な
ど
ゝ
云
ふ
狭せ

ま

苦く
る

し
い
標
題
を
う
け
た
こ
と
が
、
そ
も
〳
〵
赤
門
出
の
文
学
者
に
は
気
に
向
く
ま
い
と
思
ふ
。（
中
略
）
そ
の
赤
門
の
文
芸
は
ま
た
日
本
文
壇
の
上
に

相
応
な
献け

ん

替た
い

を
も
為な

し
て
来き

て
ゐ
る
と
云い

ふ
こ
と
は
、
之
れ
は
公
平
な
見
方
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。

奇ミ
ラ
ク
ル蹟

な
ら
ば
そ
れ
も
あ
ら
う
け
れ
ど
も
如い

何か

に
赤
門
で
も
イ
ブ
セ
ン
を
一
夜
で
産
み
出
す
こ
と
は
出
来
ま
い
、
ツ
ル
ゲ
ネ
ー
フ
、
ゾ
ラ
、
モ
ー
パ
ツ
サ
ン
と
て
も
同
じ
と
。

モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
短
篇
作
品
の
邦
訳
に
つ
い
て
い
え
ば
、
明
治
初
年
か
ら
同
二
十
年
代
に
か
け
て
皆
無
で
あ
る
が
、
三
十
年
か
ら
四
十
年
代
に
か
け
て
諸
雑
誌
（『
国
民

之
友
』『
早
稲
田
文
学
』『
帝
国
文
学
』『
文
藝
倶
楽
部
』『
小
天
地
』『
明
星
』『
藝
苑
』『
太
陽
』『
新
小
説
』『
文
藝
界
』『
万
年
草
』『
新

』『
中
学
世
界
』『
文
庫
』『
新
古

文
林
』『
文
の
友
』『
新
潮
』『
白
百
合
』『
文
章
世
界
』『
三
田
文
学
』『
新
思
潮
』『
ス
バ
ル
』『
英
語
世
界
』『
青
鞜
』
な
ど
）
に
ひ
ん
ぱ
ん
に
発
表
さ
れ
る
。

大
西
忠
雄
の
「
明
治
期
の
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
輪
入
資
料
」（『
日
本
比
較
文
学
界
会
報
』［
そ
の
一
］
〜
［
そ
の
十
一
］
か
ら
短
篇
の
反
訳
を
拾
う
と
、
明
治
三
十
年
代
は
約

七
十
点
、
同
四
十
年
代
は
約
六
十
点
ほ
ど
訳
さ
れ
て
お
り
、
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
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荷風とモーパッサン

＊

文
芸
は
荷
風
に
と
っ
て
少
年
の
こ
ろ
か
ら
“
離
れ
が
た
い
友
人
”
で
あ
っ
た
。
中
学
生
の
こ
ろ
か
ら
成
島
柳
北
（
一
八
三
七
〜
八
四
、
も
と
幕
臣
、
侍
講
、
明
治
前
期
の

戯
文
家
）
の
著
述
に
興
味
を
も
ち
、
そ
の
作
品
の
模
倣
を
お
こ
な
い
、
の
ち
に
広
津
柳
浪
の
小
説
を
よ
む
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
そ
の
作
品
に
敬
服
し
、
そ
の
模
作
を
雑

誌
に
発
表
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
や
が
て
模
倣
作
品
を
つ
く
る
こ
と
に
い
や
気
が
さ
し
、
外
国
文
学
の
世
界
に
興
味
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

柳
浪
の
も
と
を
去
り
、
厳
谷
小さ

ざ

波な
み

（
一
八
七
〇
〜
一
九
三
三
、
明
治
・
大
正
期
の
小
説
家
・
童
話
作
家
）
の
「
木
曜
会
」
に
出
席
す
る
よ
う
に
な
る
に
つ
れ
て
、
そ
こ
で

出
会
っ
た
生い

く

田た

葵き

山ざ
ん

（
一
八
七
六
〜
一
九
四
五
、
小
説
家
。
東
洋
英
学
塾
に
ま
な
ぶ
）
や
黒
田
湖こ

山ざ
ん

（
一
八
七
八
〜
一
九
二
六
、
小
説
家
。
東
京
専
門
学
校
に
ま
な
ぶ
、
キ

ッ
プ
リ
ン
グ
の
翻
訳
が
あ
る
）
ら
か
ら
、
外
国
文
学
を
し
き
り
と
鼓
吹
さ
れ
た
。
ゾ
ラ
や
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
名
を
は
じ
め
て
聞
い
た
の
も
、
こ
の
文
学
サ
ー
ク
ル
に
お
い
て

で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

「
わ
れ
そ
の
頃
よ
り
友
人
に
教
へ
ら
れ
て

　
か
の
モ
オ
パ
ッ
サ
ン
が
短
篇
小
説
読よ

み
始
む
る
ほ
ど
に
…
…
」（
随
筆
「
葡ぶ

萄ど
う

棚
」
大
正
7
・
8
）
と
語
っ
て
い
る
。
ま
ず
よ

く
わ
か
ら
な
い
な
が
ら
も
、
鷗
外
の
『
美
奈
和
集
』（
著
作
訳
文
集
、
明
治
25
年
刊
）
か
ら
入
っ
た
。
が
、
原
文
に
つ
い
て
外
国
文
学
を
読
み
味
い
た
い
と
い
っ
た
思
い
が

強
く
な
っ
た
。
英
語
の
知
識
が
す
こ
し
あ
っ
た
の
で
、
イ
ギ
リ
ス
の
女
流
小
説
家
ジ
ョ
ー
ジ
・
エ
リ
オ
ッ
ト
（
一
八
一
九
〜
八
〇
）
や
ア
メ
リ
カ
の
小
説
家
ナ
サ
ニ
エ
ル
・

ホ
ー
ソ
ン
（
一
八
〇
四
〜
六
四
）
の
作
品
を
よ
ん
で
み
た
が
、
語
学
力
が
じ
ゅ
う
ぶ
ん
で
な
い
た
め
、
お
も
し
ろ
味
を
感
じ
る
に
至
ら
な
か
っ
た
（「
我
が
思
想
の
変
遷
」）。

し
か
し
、
あ
る
と
き
何
気
な
く
、
フ
ラ
ン
ス
作
家
エ
ミ
ー
ル
・
ゾ
ラ
（
一
八
四
〇
〜
一
九
〇
二
）
の
英
訳
本
を
繙
い
た
と
こ
ろ
、
訳
文
も
よ
み
や
す
く
、
か
れ
の
旧
文
芸

に
対
す
る
反
抗
の
態
度
が
じ
ぶ
ん
の
性
質
に
適
う
よ
う
に
思
わ
れ
、
一
冊
ず
つ
読
み
は
じ
め
、
ほ
と
ん
ど
ゾ
ラ
の
も
の
を
読
ん
で
し
ま
っ
た
。
人
生
の
暗
黒
面
を
じ
っ
さ
い

観
察
し
て
、
そ
の
報
告
書
を
つ
く
る
の
が
小
説
家
の
し
ご
と
で
あ
る
と
思
っ
た
。

ゾ
ラ
の
作
品
を
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
荷
風
の
心
境
は
一
変
し
た（

21
）。

や
が
て
か
れ
は
文
学
仲
間
に
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
を
推
賞
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

荷
風
は
い
つ
、
何
に
よ
っ
て
小
説
家
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
存
在
を
知
り
、
ど
の
よ
う
な
作
品
を
最
初
に
よ
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。

ど
う
も
か
れ
が
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
名
を
は
じ
め
て
知
っ
た
の
は
福
地
源
一
郎
（
一
八
四
一
〜
一
九
〇
六
、
明
治
期
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
歌
舞
伎
改
良
家
）
の
弟
子
・
榎

本
虎
彦
（
一
八
六
六
〜
一
九
一
六
、
明
治
期
の
歌
舞
伎
狂
言
作
者
）
か
ら
で
あ
り（

22
）、

つ
い
で
明
治
三
十
年
代
に
上
田
敏
の
翻
訳
を
通
じ
て
の
よ
う
だ
。
そ
の
翻
訳
と
は

―
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「
文ふ

み

反ほ

古ご

」（
も

マ
マ

お
ぱ
つ
さ
ん
作
）
…
…
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
五
月
『
帝
国
文
学
』
に
掲
載
。
原
作
は 

“Mlle.Fifi

” 

所
収
の 

“Le Lit

”。

「
ゐ
ろ
り
火
」（
モ
オ
パ
ッ
サ
ン
）
…
…
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
十
二
月
『
帝
国
文
学
』
に
掲
載
。
原
作
は 

“Mlle. Fifi 

所
収
の 

“La B
ûche

”。

で
あ
る
。
が
、
こ
の
二
篇
は
完
訳
で
な
く
、
全
体
を
縮
め
た
縮
訳
で
あ
る
。「
文
反
古
」
は
、
競
売
で
手
に
入
れ
た
祭
服
の
中
か
ら
、
僧
院
長
に
宛
て
た
黄
色
の
色
あ
せ

た
女
の
何
通
か
の
手
紙
が
出
て
き
た
。
そ
の
一
通
に
は
、
寝
床
こ
そ
人
の
一
生
の
す
べ
て
で
す
、
と
あ
っ
た
。
人
が
生
ま
れ
る
の
も
、
愛
す
る
の
も
、
死
ぬ
の
も
、
み
な
寝

床
の
上
な
の
で
す
、
と
あ
っ
た
。

「
ゐ
ろ
り
火
」
は
、
親
友
の
細
君
に
誘
惑
さ
れ
、
ソ
フ
ァ
ー
の
上
で
く
ち
び
る
を
合
わ
せ
て
い
た
と
き
、
暖
炉
の
た
き
ぎ
が
客
間
の
中
に
飛
び
込
ん
で
来
た
の
で
、
と
っ

さ
に
男
は
立
ち
上
っ
た
。
そ
の
と
き
ち
ょ
う
ど
親
友
が
も
ど
っ
て
来
た
の
で
、
醜
態
を
み
ら
れ
ず
に
す
ん
だ
。
そ
の
た
き
ぎ
が
な
か
っ
た
ら
、
男
は
ぬ
れ
場
の
現
場
を
と
り

押
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
あ
ん
な
経
験
は
こ
り
ご
り
と
の
思
い
か
ら
、
男
は
独
身
を
通
し
た
と
い
う
話
。

若
き
日
の
荷
風
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
物
や
風
物
に
興
味
を
抱
く
は
ず
み
を
与
え
ら
れ
た
文
学
者
は
二
人
い
た
。
一
人
は
森
鷗
外
（
一
八
六
二
〜
一
九
二
二
、
小
説
家
・
評

論
家
）、
も
う
一
人
は
上
田
敏
（
一
八
七
四
〜
一
九
一
六
、
外
国
文
学
者
・
評
論
家
）
で
あ
る
。
荷
風
は
鷗
外
の
文
学
評
論
集
の
『
月
草
』（
春
陽
堂
、
明
治
29
・
12
）
や
翻

訳
長
編
小
説
『
即
興
詩
人
』（『
し
か
ら
み
草
紙
』『
め
さ
ま
し
草
』
に
連
載
）、
敏
の
海
外
文
芸
論

―
こ
と
に
『
太
陽

―
臨
時
増
刊
（
第
六
巻
・
第
八
号
）

―
十
九
世

紀
』（
明
治
33
・
6
）
に
収
録
さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
の
「
文
芸
史
」
か
ら
大
き
な
感
化
を
う
け
た
と
い
っ
て
い
る
（「
書
か
で
も
の
記
」）。
と
く
に
「
第
二
章

　
十
九
世

紀
の
仏
蘭
西
文
学
」
を
よ
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
じ
ぶ
ん
の
将
来
の
方
針
が
決
定
し
た
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
は
フ
ラ
ン
ス
語
を
学
び
、
フ
ラ
ン
ス
の
地
を
踏
も
う
と
…
…
。

荷
風
が
よ
ん
だ
と
い
っ
て
い
る
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
作
品
を
文
献
資
料
か
ら
ひ
ろ
っ
て
掲
げ
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

（
一
九
〇
五
）

明
治
38
・
8
…
…
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
『
水
の
上
』（Sur l

’eau

）
を
原
書
で
よ
み
は
じ
め
た
。
同
書
は
ワ
シ
ン
ト
ン
の
ブ
レ
ン
タ
ノ
書
店
で
求
め
た
も
の
。
荷
風
は
「
モ
ー
パ
ッ

サ
ン
は
革
盛
頓
府
の
ブ
レ
ン
タ
ノ
と
云
ふ
書
店
に
て
初
め
て
購

あ
が
な

ひ
候
事
」（
昭
和
19
・
12
・
22
付
、
谷
崎
潤
一
郎
宛
書
簡
）
と
い
っ
て
い
る
。
一
冊
一
ド
ル
五

〇
セ
ン
ト
（「
断
腸
亭
日
乗
」
昭
和
18
・
3
・
19
付
）。
イ
デ
ィ
ス
と
別
れ
る
際
、
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
著
作
の
大
半
を
買
っ
て
も
ら
っ
た
と
い
う
『
ふ
ら
ん
す
物

語
』。
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（
一
九
〇
六
）

明
治
39
・
6
…
…
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
『
詩
集
』（D

es V
ers

）、『
女
の
一
生
』（U

ne V
ie

）、『
テ
リ
エ
館
』La M

aison T
ellie 

な
ど
を
よ
む
。

　
〃

　
　

7
…
…
『
ベ
ラ
ミ
』（B

el A
m

i

）
を
よ
み
は
じ
め
る
。

　
〃

　
　

9
…
…
『
イ
ヴ
ェ
ッ
ト
』（Y

vette

）
を
よ
む
。

　
〃

　
　
10
…
…
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
五
番
街
の
ブ
レ
ン
タ
ノ
書
店
で
『
ロ
ン
ド
リ
姉
妹
』（Les Soeurs R

ondoli

）
を
も
と
め
る
。

荷
風
は
購
入
し
た
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
作
品
を
、
赤
エ
ン
ピ
ツ
な
ど
で
書
入
れ
を
し
な
が
ら
読
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
時
代
に
求
め
た
フ
ラ
ン
ス
書
の
大
半
は

仮
と
じ
本
で
あ
っ
た
た
め
、
リ
ヨ
ン
に
赴
い
た
と
き
オ
ペ
ラ
座
前
の
書
店
で
一
冊
三
フ
ラ
ン
で
皮
綴
に
し
て
も
ら
っ
た
と
い
う
（『
断
腸
亭
日
乗
』、
昭
18
・
3
・
19
付
）。

荷
風
に
と
っ
て
、
書
棚
に
な
ら
ん
だ
皮
装
丁
の
フ
ラ
ン
ス
本
を
見
る
こ
と
は
、
老
後
の
た
の
し
み
で
も
あ
っ
た
。

＊

一
　
荷
風
の
蔵
書
。

明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
七
月
、
荷
風
は
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
で
五
年
ち
か
い
歳
月
を
送
っ
た
の
ち
帰
国
す
る
と
、
ひ
と
ま
ず
牛
込
区
大
久
保
余
丁
目
七
十
九
番

地
の
父
の
家
に
入
っ
た
。
そ
の
後
、
住
所
を
転
々
と
変
え
、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
五
月
、
麻
布
市
兵
衛
町
一
丁
目
六
番
地
の
高
台
に
百
坪
の
土
地
を
借
り
、
そ
こ
に
洋

館
を
新
築
し
て
「
偏へ

ん

奇き

館
」
と
名
づ
け
た（

23
）。

市
兵
衛
町
の
由
来
は
、
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
に
い
た
っ
て
名
主
の
名
前
を
と
っ
て
「
市
兵
衛
町
」
と
し
た
も
の
で
、
江
戸

時
代
そ
こ
は
岡
場
所
（
官
許
の
吉
原
以
外
の
遊
郭
）
で
あ
っ
た
が
、
天
保
の
改
革
で
取
り
払
わ
れ
た
（『
港
区
史

　
上
巻
』、
東
京
都

　
港
区
役
所
、
昭
和
35
・
3
）。“
偏

奇
”
と
は
、
風
変
わ
り
、
ふ
つ
う
と
ち
が
っ
た
趣
が
あ
る
、
と
い
う
意
で
あ
る
。

偏
奇
館
は
、
建
坪
二
十
、
庭
つ
き
で
あ
っ
た
。
家
は
東
南
の
崖
に
面
し
て
い
た
。
崖
に
は
竹
林
が
あ
っ
た
。
崖
下
の
人
家
の
多
く
は
庭
が
あ
り
、
花
を
植
え
て
い
た
。
偏

奇
館
は
病

や
ま
い

を
養
ひ
、
静
か
に
読
書
す
る
に
は
最
適
な
所
で
あ
っ
た
。
偏
奇
館
が
あ
る
番
地
は
、
あ
た
り
一
帯
が
す
べ
て
六
番
地
で
あ
っ
た
か
ら
、
訪
問
す
る
記
者
を
惑
わ
す

の
に
つ
ご
う
が
よ
か
っ
た
。
門
を
出
て
細
い
道
を
数
十
歩
ほ
ど
行
く
と
、
街
路
に
達
し
た
。
そ
の
道
は
下
っ
た
り
登
た
り
す
る
谷
に
似
て
い
た
（「
偏
奇
館
漫
録
」）。

こ
の
ペ
ン
キ
塗
り
の
家
に
入
る
と
、
玄
関
口
か
ら
三
、
四
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
廊
下
が
ま
っ
す
ぐ
貫
い
て
い
る
。
そ
の
奥
の
右
手
が
台
所
。
台
所
の
前
か
ら
、
二
階
に
の
ぼ
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る
階
段
が
あ
る
。
二
階
に
は
客
間
兼
書
斎
と
寝
室
が
あ
る
。
客
間

兼
書
斎
の
広
さ
は
、
十
畳
か
十
二
畳
で
あ
る
。
西
壁
は
す
こ
し
壁

面
を
残
し
て
い
る
が
、
そ
の
一
面
に
書
棚
が
あ
る
。
本
棚
に
な
ら

ん
で
い
る
の
は
、

―

鷗
外
全
集
（
初
版
本
）

漢
籍
を
収
め
た
帙ち

つ

（
書
衣
）

和
本
の
積
み
か
さ
ね

仮
と
じ
の
フ
ラ
ン
ス
書

な
ど
で
あ
っ
た
（
佐
藤
春
夫
『
小
説

　
永
井
荷
風
伝
』）。

玄
関
の
す
ぐ
左
脇
は
小
さ
な
応
接
間
に
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
に

小
机
と
円
い
小
卓
、
小
さ
な
椅
子
が
二
つ
三
つ
と
長
い
藤
椅
子
が

一
つ
置
い
て
あ
っ
た
。
そ
の
部
屋
の
正
面
に
ガ
ラ
ス
戸
の
つ
い
た

本
箱
が
あ
っ
て
、
そ
の
中
に
は

―

フ
ラ
ン
ス
の
小
説
本

フ
ラ
ン
ス
の
詩
集

な
ど
が
、
ぎ
っ
し
り
と
つ
ま
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
フ
ラ
ン
ス
書
以
外
に
、
森
鷗
外
全
集
が
ま
じ
っ
て
い
た
（
中
河
興
一
「
二
度
の
光
栄
」『
三
田
文
学

　
永
井
荷
風
追

悼
』
六
月
号
所
収
、
昭
和
34
・
6
）。

麻布市兵衛町の偏奇館の図
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荷風とモーパッサン

荷
風
は
、
三
四
十
歳
ご
ろ
ま
で
、
蔵
書
を
あ
ま
り
珍
重
せ
ず
、
人
に
貸
し
て
な
く
さ
れ
て
も
惜
し
む
よ
う
な
人
間
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
大
東
亜
（
太
平
洋
）
戦
争
が

は
じ
ま
り
、
西
洋
の
も
の
の
す
べ
て
が
輸
入
禁
止
に
な
っ
て
か
ら
考
え
が
変
わ
り
、
大
切
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た（

24
）。

ま
た
市
内
の
諸
処
を
た
び
た
び
移
転
し
た
の
で
、
本
の

持
ち
は
こ
び
に
こ
ま
り
、
処
分
し
た
本
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
三
月
十
九
日

―
荷
風
は
旧
蔵
の
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
短
篇
集
数
冊
が
、
神
田
神
保
町
の
進
省
堂
と
い
う
古
本
屋
の
店
頭
に
飾
り
出
さ
れ
た
、

と
い
う
電
話
を
知
人
か
ら
受
け
た
の
で
、
日
が
暮
れ
る
こ
ろ
、
そ
れ
を
見
に
出
か
け
た
。
売
値
は
、
何
ん
と
一
冊
五
十
円
（
い
ま
の
五
十
万
円
ぐ
ら
い
）
で
あ
っ
た
。
店
頭

の
陳

シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ー

列
窓
に
あ
っ
た
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
作
品
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
ブ
レ
ン
タ
ノ
と
い
う
書
店
で
一
冊
一
ド
ル
五
〇
セ
ン
ト
で
購
入
し
た
も
の
で
あ
り
、
リ
オ
ン
で
一
冊
三
フ

ラ
ン
払
っ
て
皮
綴
じ
に
さ
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
紀
行
『
水
の
上
』
も
そ
の
数
冊
の
中
に
あ
っ
た
。

大
正
七
年
（
一
九
一
八
）

―
荷
風
は
思
う
と
こ
ろ
あ
っ
て
断
腸
亭
を
引
き
払
い
、
築
地
の
路
地
裏
に
引
っ
こ
す
と
き
、
蔵
書
の
置
き
場
に
こ
ま
り
、
和
本
屋
の
竹
田
に

た
の
ん
で
大
半
を
二
足
三
文
で
売
却
し
た
。
そ
の
中
に
あ
っ
た
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
著
作
が
、
い
ま
一
冊
五
〇
円
と
い
う
法
外
の
値
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
。
荷
風
は
当
時
の
思

い
出
の
品
で
あ
る
そ
の
三
冊
を
買
い
も
ど
す
と
、
そ
れ
を
再
読
し
は
じ
め
、
明
け
方
ま
で
読
み
つ
づ
け
た
（『
断
腸
亭
日
乗
』）。

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）

―
こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
、
日
本
各
地
は
毎
日
の
よ
う
に
米
軍
の
空
襲
を
う
け
た
。
同
年
三
月
九
日
、
夜
半
麻
布
方
面

―
長
垂
坂
あ
た
り

で
起
っ
た
火
は
、
た
ち
ま
ち
西
北
の
風
に
あ
お
ら
れ
て
市
兵
衛
町
二
丁
目
の
表
通
り
ま
で
迫
っ
て
き
た
。
荷
風
は
枕
元
の
窓
か
ら
異
常
に
明
る
い
光
が
射
し
て
来
た
の
と
、

隣
人
ら
の
叫
び
声
に
お
ど
ろ
き
、
日
誌
と
草
稿
を
入
れ
た
手
さ
げ
カ
バ
ン
を
も
っ
て
庭
に
出
、
遠
近
の
火
を
見
た
。
遠
く
の
北
方
の
空
は
赤
く
、
ま
た
近
く
の
谷
町
に
も
火

の
手
が
上
っ
た
。

火
の
手
は
刻
一
刻
と
偏
奇
館
に
も
迫
ま
り
、
隣
家
の
ド
イ
ツ
人
フ
ロ
イ
ド
ル
・
シ
ュ
ペ
ゲ
ル
氏
の
樫
の
木
と
荷
風
の
庭
に
あ
る
椎し

い

（
ぶ
な
科
の
常
緑
高
木
）
に
も
燃
え
移

っ
た
。
や
が
て
隣
家
は
火
中
に
崩
壊
し
た
。
火
炎
は
偏
奇
館
の
二
階
に
も
移
り
、
三
十
余
年
前
に
欧
米
で
求
め
た
小
説
や
詩
集
な
ど
も
他
の
多
く
の
書
物
と
い
っ
し
ょ
に
灰

じ
ん
に
帰
し
て
し
ま
っ
た
（
永
井
荷
風
「
羅
炎
日
記
」『V

ita N
ova 

新
生
』
所
収
、
昭
和
21
・
3
）。
灰か

い
じ
ん塵

と
な
っ
た
も
の
の
中
に
は
異
国
で
よ
し
み
を
結
ん
だ
女
性
の
写

真
も
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
荷
風
は
羅
炎
の
翌
々
十
一
日
に
焼
け
址
を
訪
れ
た
と
き
、
二
十
六
年
の
久
し
き
に
渡
っ
て
暮
し
た
住
居
と
蔵
書
の
す
べ
て
を
失
な
い
、
万ば

ん

斛こ
く

の
涙
を
注
い
だ
。

三
月
十
日
の
猛
火
は
、
東
京
の
大
半
を
灰
に
し
て
し
ま
っ
た
。
戦
後
、
荷
風
は
小お

門か
ど

勝か
つ

二じ

（
一
九
一
三
〜
一
九
七
七
、
随
筆
家
・
荷
風
研
究
家
、
毎
日
新
聞
社
記
者
）
と

会
っ
た
際
に
、
往
時
を
回
想
し
て
こ
ん
な
こ
と
を
い
っ
た
。



（52）227

―
あ
、
本
で
す
か
、
ぼ
く
は
も
う
本
の
こ
と
に
つ
い
ち
ゃ
、
そ
ん
な
心
配
は
な
い
で
す
よ
。
だ
ま
っ
て
い
た
っ
て
、
だ
ん
だ
ん
た
ま
っ
ち
ま
い
ま
す
か
ら
適
当
な
高
さ
に
な
っ
た

ら
、
く
ず
屋
へ
売
れ
ば
い
い
ん
で
す
よ
。（
中
略
）

家
の
中
、
本
で
埋
め
て
み
ま
し
た
が
、
せ
っ
か
く
苦
労
し
て
集
め
た
ら
空
襲
で
み
ん
な
焼
け
ち
ま
い
ま
し
た
。
ど
う
せ
な
に
か
の
と
き
に
焼
け
る
ん
で
す
か
ら
、
も
う
集
め
た
っ

て
し
ょ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
よ
。
い
く
ら
ぼ
く
が
守
っ
た
っ
て
、
政
府
が
そ
の
気
で
戦
争
な
ん
か
す
る
ん
で
す
か
ら
、
見
込
み
は
な
い
で
す
よ
。
軍
部
が
強
い
と
か
、
政
府
は
確
実
な

ん
て
い
う
の
は
、
あ
り
ゃ
宣
伝
で
す
か
ら
ね
。

そ
の
証
拠
に
は
、
ぼ
く
の
偏
奇
館
は
焼
け
ち
ま
い
ま
し
た
も
の
…
…
。
だ
か
ら
ぼ
く
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
身
辺
の
も
の
を
整
理
し
て
お
く
ん
で
す
よ
。
ぼ
く
は
払
い
に
出
し
た

本
の
買
い
値
が
い
く
ら
で
も
い
い
ん
で
す
。
安
い
か
ら
っ
て
怒
る
こ
と
は
な
い
で
す
よ
。
部
屋
の
中
が
さ
っ
ぱ
り
す
る
だ
け
、
こ
っ
ち
の
得
で
す
か
ら
ね
。
…
…

注
・
小
門
勝
二
記
「
最
後
の
反
俗
作
家

―
荷
風
の
死
と
そ
の
周
辺
」（『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』
所
収
、
昭
和
34
・
5
）。

こ
れ
は
晩
年
の
荷
風
が
、
戦
災
に
よ
っ
て
失
っ
た
も
の
に
対
し
て
何
の
未
練
も
な
く
、
あ
っ
け
ら
か
ん
と
語
っ
た
談
話
で
あ
る
。
荷
風
は
よ
わ
い
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
、

物
に
執
着
し
な
く
な
り
、
や
が
て
訪
れ
る
死
の
覚
悟
を
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
か
れ
は
亡
く
な
る
三
年
前
の
昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）
三
月

―
市
川
市
八
幡
町
四

丁
目
に
一
六
〇
万
円
を
投
じ
て
小
さ
な
家
（
六
・
四
半
・
三
）
を
も
と
め
、
静
か
に
余
生
を
送
っ
た
。
家
は
新
し
い
の
だ
が
、
そ
こ
で
の
生
活
は
掘
立
小
屋
で
の
暮
ら
し
と

大
き
な
違
い
は
な
か
っ
た
。
部
屋
の
中
に
万
年
床
と
七
輪
が
あ
り
、
そ
の
七
輪
で
コ
ー
ヒ
ー
を
わ
か
し
た
。

荷
風
は
徹
底
し
た
無
物
主
義
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
部
屋
の
中
の
バ
タ
屋
風
景
と
奇
妙
な
対
照
を
な
し
て
い
た
の
は
、
蔵
書
で
あ
っ
た
。
奥
の
一ひ

と

間ま

（
四
畳
半
か
三
畳
の

間
）
に
、
幅
一い

っ

間け
ん

（
一
、
八
メ
ー
ト
ル
）、
高
さ
一い

っ

間け
ん

の
本
棚
が
あ
っ
た
。
本
棚
は
四
段
ほ
ど
あ
っ
た
も
の
か
、
そ
こ
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
本
が
ぎ
っ
し
り
と
詰
っ
て
い
た
。

最
上
段
…
…
…
…
…
「
森
鷗
外
全
集
」

第
二
段
…
…
…
…
…
「
幸
田
露
伴
全
集
」

　
　
　
　
　
　
　
　 

「
荷
風
全
集
」

第
三
段
（
？
）
…
…
フ
ラ
ン
ス
の
文
学
書
（
エ
ミ
ー
ル
・
ゾ
ラ
の
レ
・
ル
ー
ゴ
ン
＝
マ
ッ
カ
ー
ル
叢
書

注
・『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』（
昭
和
34
・
5
）
よ
り
。
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荷風とモーパッサン

晩
年
、
荷
風
は
女
性
に
も
興
味
が
な
く
な
り
、
無
欲
て
ん
た
ん
な
人
に
な
っ
た
。
か
れ
に
と
っ
て
死
ぬ
こ
と
は
け
っ
し
て
悲
し
い
こ
と
で
も
さ
み
し
い
こ
と
で
も
な
か
っ

た
。
あ
の
世
に
行
け
ば
、
森
鷗
外
や
上
田
敏
の
両
先
生
に
も
会
え
る
か
ら
で
あ
る
。
荷
風
は
若
い
と
き
か
ら
病
気
を
こ
わ
が
ら
な
か
っ
た
。
人
間
は
ど
う
せ
病
気
で
死
ぬ
も

の
だ
か
ら
で
あ
る
。
も
し
死
ん
だ
ら
…
…

―
世
界
の
外
へ
行
き
ま
す
。
ゾ
ラ
や
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
と
も
会
っ
て
、
先
生
の
全
集
を
読
ん
で
き
ま
し
た
、
と
あ
い
さ
つ
す
る
な
。
そ
う
し
た
ら
ゾ
ラ
や
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
は
ど
ん
な

顔
を
す
る
だ
ろ
う
。
為た

め

永な
が

春
し
ゅ
ん

水す
い

（
一
七
九
〇
〜
一
八
四
三
、
江
戸
後
期
の
戯
作
者
）
な
ん
か
は
、
ぼ
く
の
顔
を
見
た
ら
泣
き
ま
す
よ
。
ぼ
く
も
そ
の
と
き
は
泣
く
か
も
し
れ
な
い

な
。
…
…
芸
術
家
っ
て
い
う
の
は
そ
ん
な
も
の
な
ん
で
す
よ
。

生
前
、
荷
風
は
さ
い
ご
ま
で
信
頼
し
て
い
た
小
門
勝
二
に
語
っ
た
。

―
ぼ
く
が
死
ぬ
と
き
は
、
ポ
ッ
ク
リ
と
死
に
ま
す
ぜ
。
森
鷗
外
は
床と

こ

の
間ま

の
柱
に
よ
り
か
か
っ
た
ま
ま
、
大
い
び
き
を
か
い
て
い
る
う
ち
に
死
に
ま
し
た
。
ぼ
く
は
鷗
外
を
崇
拝

し
て
い
ま
す
か
ら
、
き
っ
と
ぼ
く
も
そ
う
な
り
ま
す
よ
。

荷
風
は
“
死
の
希
望
”
と
は
裏
腹
に
、
胃
か
い
よ
う
で
血
を
吐
い
て
亡
く
な
っ
た
。
享
年
七
十
九
歳
で
あ
っ
た
。

＊

一
　
荷
風
の
フ
ラ
ン
ス
語
。

荷
風
は
暁
星
の
夜
学
で
フ
ラ
ン
ス
語
を
学
ん
だ
と
明
言
し
て
い
る
が
、
習
っ
た
教
師
名
、
用
い
た
教
科
書
、
辞
引
や
参
考
書
（
文
法
書
、
訳
読
書
）
に
つ
い
て
は
何
も
語

っ
て
い
な
い
。
い
ま
な
ら
手
引
書
は
無
数
に
あ
る
か
ら
、
初
学
者
は
辞
引
や
参
考
書
に
こ
ま
る
こ
と
は
な
い
が
、
当
時
は
ま
だ
語
学
の
参
考
書
は
す
く
な
か
っ
た
。
明
治
二

十
年
代
に
お
け
る
比
較
的
良
好
な
仏
和
辞
典
は
、
中
江
兆
民
（
一
八
四
七
〜
一
九
〇
一
、
明
治
期
の
自
由
民
権
思
想
家
）
と
仏
学
研
究
会
会
員
ら
が
纂
訳
し
て
成
っ
た
『
仏

和
字

』（
仏
学
研
究
会
蔵
版
、
明
治
26
・
12
）
で
あ
っ
た
。
荷
風
が
フ
ラ
ン
ス
語
を
学
ん
だ
明
治
三
十
年
代
の
半
ば
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
本
国
の
辞
典
を
参
配
し
、
簡
を
採
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っ
て
編
ん
だ
も
の
や
宣
教
師
と
の
共
編
の
も
と
に
つ
く
っ
た
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
仏
和
辞
典
が
現
わ
れ
た
。

野
村
泰
享

　

中
沢
文
三
郎
著

　
　『
仏
和
新
辞
典
』　

　
　 

（
大
倉
書
店
発
行
、
明
治
三
十
四
年
）

市
野
良
雄
編
纂
『
仏
蘭
西
語
学
捷
径

　
全
』（
金
刺
芳
流
堂
、
明
治
三
十
七
年
）

Ｅ
・
ラ
ゲ
編
訳
『
仏
和
小
辞
典
』　

　
　 

（
天
主
公
教
会
、
明
治
三
十
八
年
）

小
野
藤
太

Ｅ
・
ラ
ゲ
共
編 

　『
仏
和
会
話
大
辞
典
』　 

（
天
主
公
教
会
、
明
治
三
十
八
年
）

こ
れ
ら
の
仏
和
辞
典
は
、
必
ず
し
も
実
用
に
足
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
無
い
よ
り
か
ま
し
で
あ
っ
た
。
本
格
的
な
仏
訳
辞
典
の
出
現
は
、
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）

四
月
に
刊
行
さ
れ
た
、『
模
範
仏
和
大
辞
典
』（
白
水
社
）
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

荷
風
の
作
品
を
よ
む
と
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
単
語
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
が
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
い
く
つ
か
実
例
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

［
原
つ
づ
り
］ 

［
荷
風
の
表
記
］ 

［
カ
ナ
に
よ
る
近
似
的
発
音
表
記
］

中江兆民と仏学研究会々員らが作った『仏和
字 』（明治26・12刊）。〔法政大学附属図書館蔵〕

『仏蘭西語学捷径・全』（フランス語の文法
書）。〔明治37年（1904）刊〕。〔法政大学附
属図書館蔵〕
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Seine 

セ
ー
ン4

河が

ま
た
は
セ
イ
ン
4

4 

［sε
n

　
セ
ー
ヌ4

］

café 

カ
ッ4

フ
ェ
ー 

［kafe

　
カ
フ
ェ
］

R
hône 

ロ
ー
ン4

河 

［ro:n

　
ロ
ー
ヌ4

］

V
erlaine 

ベ
ル
レ
ー
ン4 

［vε
rlε

n

　
ヴ
ェ
ル
レ
ー
ヌ4

］

B
oulogne 

ブ
ー
ロ
ン
ユ
4

4 

［bulɔɲ

　
ブ
ー
ロ
ー
ニ
ュ
4

4

］

C
arnaval 

カ
ル
ナ
ワ4

ル
の
祭 

［karnaval

　
カ
ル
ナ
ヴ
ァ
ル

4

4

4

］

Faubourg 

フ
ォ
ー
ブ
ル4

グ 

［fobu:r

　
フ
ォ
ブ
ー
ル

4

4

4

］

Salon d

’autom
ne 

サ
ロ
ン
ド
ー
ト
ン4 

［salɔ~ dɔtɔn

　
サ
ロ
ン 

ド
オ
ト
ン
ヌ

4

4

4

4

］

Luxem
bourg 

リ
ュ
キ
サ
ン
ブ
ル
グ
4

4 

［lyksãbu:r

　
リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル

4

4

4

］

注
・
永
井
荷
風
著
『
新編

ふ
ら
ん
す
物
語
』（
大
正
4
・
11
・
23
）
よ
り
。

Lam
artine 

ラ
マ
ル
チ
ン4 

［lam
artin

　
ラ
マ
ル
チ
ー
ヌ4

］

T
hèrèse R

aquin 

テ
レ
ー
ス4

　
ラ
カ
ン 

［teirέ :z rakε~

　
テ
レ
ー
ズ4

　
ラ
カ
ン
］

Fortune 

フ
ォ
ル
チ
ュ
ン4 

［fɔrtyn

　
フ
ォ
ル
テ
ュ
ン
ヌ4

］

Le Siècle 

ル
　
シ
エ
ー

4

4

4

ク
ル 

［lə sjε
kl

　
ル

　
ス
イ
エ

4

4

4

ク
ル
］

Le V
entre de Paris 

ル
　
ワ4

ン
ト
ル

　
ド

　
パ
リ 

［lə vã:tr də pari

　
ル

　
ヴ
ァ
ー
ン
ト
ル

4

4

4

4

4

4

　
ド
ゥ

　
パ
リ
］

U
ne Page d

’am
our 

ユ
ン

　
パ
ー
ジ4

　
ダ
ム
ー
ル 
［yn pa: ʒ dam

u:r

　
ユ
ヌ

　
パ
ー
ジ
ュ
4

4

　
ダ
ム
ー
ル
］

A
u B

onheur des D
am

es 

オ
ー

　
ボ
ン
ノ
4

4

ー
ル

　
デ

　
ダ
ー
ム 
［o bɔnoe:r de dam

　
オ

　
ボ
ヌ
4

4

ー
ル

　
デ

　
ダ
ム
］

La Joie de V
ivre 

ラ
　
ジ
ョ
ワ

　
ド

　
ビ
ー
4

4

ブ
ル 

［la ʒw
a də vi:vr

　
ラ

　
ジ
ョ
ワ

　
ド
ゥ

　
ヴ
ィ
4

4

ー
ヴ
ル
］

La B
ête H

um
aine 

ラ
　
ベ
ー4

ト
　
ユ
ー
メ
ン 

［la bε
t ymε

n
　
ラ

　
ベ
ッ
ト

　
ユ
メ
ン
ヌ

4

4

4

］

Le D
octeur Pascal 

ル
　
ド
ク
ト
ー4

ル
　
パ
ス
カ
ル 

［lə dɔktoe:r paskal 

ル
　
ド
ク
ト
ゥ4

ー
ル

　
パ
ス
カ
ル
］

Les Q
uatre E

vangille 

レ
ー

　
カ
ー4

ト
ル

　
エ
バ
ン
ヂ
ー4

ル 

［le katr evãʒil

　
レ

　
カ4

ト
ル

　
エ
ヴ
ァ
ン
ジ
ル
4

4

］

M
adeleine Férat 

マ
ド
レ
ー
ン4

　
フ
エ
ラ 

［m
adlen fera

　
マ
ド
レ
ー
ヌ4

　
フ
ェ
ラ
］

La confession de C
laude 

ラ
　
コ
ン
フ
エ
ツ
シ
4

4

ン
　
ド

　
ク
ロ
ー
ド 

［la kɔ~fε
sjɔ~ də klo:d

　
ラ

　
コ
ン
フ
ェ
ス
イ
ヨ
ン

4

4

4

4

　
ド
ゥ

　
ク
ロ
ー
ド
］
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Le C
apitaine B

urle 

カ
ピ
テ
ー
ン4

　
ビ
ユ
ー
ル 

［lə kapitε
n byrlə

　
ル

　
カ
ピ
テ
ー
ヌ4

　
ビ
ュ
ー
ル
］

注
・「
エ
ミ
ー
ル
ゾ
ラ
と
其
の
小
説
」（『
荷
風
全
集 

第
二
巻
』、
中
央
公
論
社
、
昭
和
25
・
2
）
よ
り
。

フ
ラ
ン
ス
字
母
の
第
五
字

―
ｅ
は
［
エ
ｅ
］
と
も
い
う
が
、
ふ
つ
う
は
［
ウｅ

］
と
発
音
す
る
。
荷
風
は
こ
の
［
ウｅ

］
の
音
を
正
し
く
発
音
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

ま
た
フ
ラ
ン
ス
語
の
綴
り
な
ど
も
と
き
ど
き
誤
っ
て
書
く
こ
と
が
あ
っ
た
。

高
橋
邦く

に

太た

郎ろ
う

氏
（
一
八
九
八
〜
一
九
八
四
、
仏
文
学
者
、
日
仏
交
流
史
研
究
家
、
東
京
外
語
仏
語
部
を
経
て
東
大
仏
文
科
卒
。
築
地
小
劇
場
の
文
芸
部
員
、
サ
イ
ゴ
ン
で

終
戦
を
迎
え
た
）
が
は
じ
め
て
荷
風
に
会
っ
た
の
は
、
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
年
）
の
こ
ろ
か
。
な
ん
で
も
東
大
の
仏
文
科
の
学
生
で
あ
り
、
築
地
小
劇
場
の
文
芸
部
員

で
あ
っ
た
こ
ろ
、
銀
座
の
カ
フ
ェ
・
タ
イ
ガ
ー
の
二
階
で
紹
介
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
の
後
ず
っ
と
高こ

う

誼ぎ

を
た
ま
わ
っ
た
と
い
う
。
あ
る
夜
“
き
ゆ
う
ぺ
る
”
と
い
う
カ
フ
ェ

で
、
堀
口
大
学
、
ノ
エ
ル
・
ヌ
ー
エ
ッ
ト
、
高
橋
、
荷
風
ら
四
人
が
会
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
夜
の
話
題
は
、
文
学
と
い
う
よ
り
、
風
俗
に
関
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
筆

者
は
高
橋
氏
と
何
度
か
お
会
い
す
る
機
会
が
あ
っ
た
が
、
上
野
池
の
端
の
自
宅
に
フ
ラ
ン
ス
人
の
来
客
が
あ
る
と
、
よ
く
フ
ラ
ン
ス
語
で
会
話
し
て
い
た
。
こ
の
と
き
も
荷

風
は
、
ヌ
ー
エ
ッ
ト
と
二
こ
と
三
こ
と
フ
ラ
ン
ス
語
を
話
し
た
か
も
し
れ
な
い
。
高
橋
氏
は
荷
風
の
フ
ラ
ン
ス
語
に
つ
い
て
、
こ
ん
な
こ
と
を
い
っ
て
い
る
。

―
先
生
の
仏
語
は
能
弁
で
は
な
か
っ
た
が
、
会
話
は
巧た

く

み
だ
っ
た
。（
中
略
）

先
生
の
仏
語
に
つ
い
て
は
、
世
間
で
い
ろ
い
ろ
と
説
を
為な

す
も
の
が
あ
る
。
甚

は
な
は
だし

い
の
は
、
先
生
は
余
り
出
来
な
い
と
い
う
人
さ
え
あ
る
。
名
前
は
挙
げ
な
い
が
、
あ
る
作
家
も

そ
の
一
人
で
あ
る
。
そ
の
せ
い
か
、
先
生
は
、
始
終
、
自
分
の
詩
に
手
を
入
れ
て
お
ら
れ
た
。
ヴ
ェ
ル
レ
ー
ヌ
の
詩
は
、
い
く
た
び
か
改
訳
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
、
非
常
に
敏
感

で
あ
ら
れ
た
。

ぼ
く
た
ち
か
ら
み
る
と
、
か
え
っ
て
改
訳
の
方
が
な
じ
み
が
な
く
な
り
、
つ
ま
ら
な
く
な
っ
て
ゆ
く
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
、
そ
れ
を
申
上
げ
る
と
、
顔
を
ふ
っ
て
、「
だ
っ
て

は
っ
き
り
わ
か
っ
て
い
る
誤
訳
は
い
や
で
す
か
ら
ね
」
と
い
わ
れ
た
。
こ
の
時
の
先
生
は
至
っ
て
真
面
目
で
実
に
良
心
的
で
あ
っ
た
（
高
橋
邦
太
郎
「
荷
風
先
生
と
仏
文
学
」『
三

田
文
学

　
　
永
井
荷
風
追
悼
号
六
月
号
』、
昭
和
34
・
6
・
1
）。

荷
風
は
自
宅
（
偏
奇
館
）
で
け
っ
し
て
客
を
迎
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
家
の
近
く
の
「
山
形
屋
ホ
テ
ル（

25
）」

と
か
銀
座
で
な
ら
、
人
と
気
軽
に
会
っ
て
談
笑
し
た
。
ま

た
家
に
は
浴
室
が
な
か
っ
た
の
で
近
所
の
銭
湯
に
出
か
け
た
。
森
鷗
外
と
上
田
敏
の
推
薦
で
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
四
月
か
ら
慶
応
義
塾
大
学
部
文
学
科
に
お
い
て
、
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フ
ラ
ン
ス
文
学
史
論
を
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
ヴ
ィ
ッ
カ
ー
ス
・
ホ
ー
ル
で
講
じ
る
よ
う
に
な
る
と
、
週
に
一
度
フ
ラ
ン
ス
人
が
、
ホ
ー
ル
の
応
接
間
に
か
れ
の
勉
強
の
相

手
を
す
る
た
め
に
来
て
い
た
。
一
つ
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
を
忘
れ
な
い
た
め
に
会
話
の
相
手
を
し
て
も
ら
う
た
め
。
二
つ
に
は
講
義
の
下
調
べ
の
と
き
、
疑
義
が
生
じ
た
と

き
、
そ
の
質
疑
に
答
え
て
も
ら
う
た
め
で
あ
っ
た
。

＊

一
　
荷
風
の
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
作
の
訳
業
に
つ
い
て
。

荷
風
が
は
じ
め
て
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
作
「
水
の
上
」（Sur l

�eau, 1888

）
を
解
説
を
つ
け
て
『
早
稲
田
文
学
』（
第
三
八
号
）
に
「
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
旅
日
記
」
の
表
題
の

も
と
に
掲
げ
た
の
は
、
帰
国
し
た
翌
年
の
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
一
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
つ
い
で
「
ロ
ン
ド
リ
姉
妹
」（Les Soeurs R

ondoli, 1885

）
の
部
分

訳
を
ま
ず
「
紅
茶
の
後
」［
其
四
］（『
三
田
文
学
』
所
収
、
明
治
43
・
12
）
の
中
に
添
え
た
が
、
の
ち
に
「
夏
の
町
」
と
し
て
中
編
小
説
「
す
み
だ
川
」
に
収
録
さ
れ
、『
新

小
説
』
に
発
表
し
た
の
は
、
同
年
十
二
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
つ
い
で
「
夜
」（
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
旅
行
記
の
一
節
）（La vie errante

中
の
“La nuit

”, 1890

）
が
、『
早

稲
田
文
学
』（
第
五
六
号
）
に
の
っ
た
の
は
、
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
七
月
で
あ
っ
た
。

「
水
の
上
」
と
「
夜
」
の
二
篇
は
、
い
ず
れ
も
抄
訳
で
あ
る
が
、
多
少
修
正
を
加
え
た
う
え
、『
珊さ

ん

瑚ご

集し
ゅ
う』（

籾も
み
や
ま山

書
店
、
大
正
二
年
［
一
九
一
三
］
四
月
刊
）
に
収
録
さ

れ
た
。

荷
風
は
、
こ
れ
ら
の
二
作
を
ど
の
よ
う
に
訳
し
た
の
か
、
そ
の
冒
頭
の
部
分
を
原
文
と
い
っ
し
ょ
に
並
べ
て
吟
味
し
て
み
よ
う
。

そ
の
前
に
こ
れ
ら
二
篇
の
物
語
の
梗
慨
を
の
べ
て
お
こ
う
。「
水
の
上
」（
一
八
八
八
年
刊
）
は
、
人
生
に
倦う

み
つ
か
れ
た
主
人
公
が
「
ベ
ラ
ミ
号
」
と
い
っ
た
ヨ
ッ
ト
に

乗
っ
て
地
中
海
南
岸
を
約
一
週
間
周
遊
す
る
話
で
あ
る
。
そ
の
小
帆
船
は
ニ
ー
ス
を
出
帆
す
る
と
、
ア
ン
テ
ィ
ー
ブ
（
フ
ラ
ン
ス
南
東
部
、
カ
ン
ヌ
の
北
東
九
キ
ロ
の
港

町
）

―
カ
ン
ヌ

─
サ
ン
・
ラ
フ
ァ
エ
ル

―
サ
ン
・
ト
ロ
ペ

―
な
ど
に
寄
っ
た
の
ち
、
再
び
ア
ン
テ
ィ
ー
ブ
に
も
ど
り
、
つ
い
で
モ
ナ
コ
に
赴
く
。
こ
の
遊ゆ

う

弋よ
く

記
を

書
い
た
こ
ろ
の
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
は
、
異
常
な
心
理
状
態
に
あ
り
、
現
実
描
写
と
夢
想
が
吐
露
さ
れ
て
い
る
。

荷
風
訳
は
、
原
作
の
途
中
か
ら
始
ま
り
、
途
中
で
お
わ
っ
て
い
る
。
完
訳
で
は
な
く
、
抄
訳
と
い
う
か
縮
訳
で
あ
る
。
ま
ず
原
文
を
引
く
…
…
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A
gay, 8 avril.

—
B

eau tem
ps, m

onsieur.

Je m
e lève et m

onte sur le pont. Il est trois heures du m
atin ; la m

er est plate, le ciel infini ressem
ble à une im

m
ense voûte d

�om
bre ensem

encée de 

graines de feu. U
ne brise très légère souffle de terre.

Le café est chaud, nous le buvons, et sans perdre une m
inute pour profiter de ce vent favorable, nous partons.

N
ous voilà glissant sur l

�onde, vers la pleine m
er. La côte disparaît ; on ne voit plus rien autour de nous que du noir. C

�est là une sensation, une ém
otion 

troublante et délicieuse : s

�enfoncer dans cette nuit vide, dans ce silence, sur cette eau, loin de tout. Il sem
ble qu

�on quitte le m
onde, qu

�on ne doit plus 

jam
ais arriver nulle part, qu

�il n

�y aura plus de rivage, qu

�il n

�y aura pas de jour. A
 m

es pieds une petite lanterne éclaire le com
pas qui m

�indique la route, Il 

faut courir au m
oins trois m

illes au large pour doubler sûrem
ent le cap R

oux et le D
ram

m
ont, quel que soit le vent qui donnera, lorsque le soleil sera levé. 

J

�ai fait allum
er les fanaux de position, rouge bâbord et vert tribord, pour éviter tout accident, et je jouis avec ivresse de cette fuite m

uette, continue et 

tranquille.

こ
れ
を
荷
風
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
訳
し
て
い
る
。

水
の
上

　
　
　
ア
ゲ
ー

　
四
月
八
日

「
晴
れ
た
り
。
モ
ツ
シ
ュ
ー
。」

吾
は
起
き
出
で
ゝ
甲
板
に
昇
れ
り
。
午
前
三
時
。
限
り
な
き
空
は
、
灯
火
点
々
た
る
、
濶ひ

ろ

き
円
天
井
の
影
に
も
似
た
り
。
微
風
陸
地
よ
り
来
る
。

珈
琲
の
あ
つ
き
を
啜す

す

り
て
、
吾
等
は
順
風
の
一
瞬
時
だ
も
仇
に
せ
じ
と
て
出
発
す
。

波
の
上
を
滑
り
行
き
て
、
忽

た
ち
ま

ち
大
海
の
面
に
出
れ
ば
、
沿
岸
は
隠
れ
て
、
暗
夜
の
中
、
一
物
の
眼
に
映
す
る
な
し
万
物
よ
り
遠

と
ほ
ざ

か
つ
て
、
水
の
上
、
寂

じ
ゃ
く
じ
ゃ
く々の

境
、
空
々
た
る
夜
の

中
に
進
み
行
く
、
爽
快
と
不
安
の
感
覚
、
感
激
の
妙
正ま

さ

に
此
の
時
に
あ
り
。
身
は
人
の
世
に
遠
か
り
て
而し

か

も
何い

づ

処こ

の
岸
辺
に
も
達
す
る
事
な
く
、
夜
も
亦
決
し
て
明
く
る
事
な
き
が

如
く
感
ぜ
ず
や
。
吾
が
足
元
な
る
小
さ
き
灯ひ

は
、
進
路
を
示
す
コ
ン
パ
ス
を
照
す
。
日
出
る
時
何い

づ

方か
た

に
も
吹
く
風
あ
ら
ば
、
ド
ラ
モ
ン
と
ル
ー
の
崎
を
廻
り
て
、
岸
に
添
ひ
少
く
も

三
海
里
を
走
ら
ざ
る
可
か
ら
ず
。
不
測
の
災
禍
な
か
ら
ん
為
め
、
左
舷
に
は
赤
く
右
舷
に
は
緑
色
し
た
る
灯
を
点
じ
て
吾
は
恍
惚
と
し
て
響
な
く
、
絶
え
間
な
き
静
安
の
逸
走
を
喜
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ぶ
。

大た
い

過か

の
な
い
訳
と
い
え
よ
う
。
が
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
難
点
が
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
文
頭
の B

eau tem
ps 

は
「
す
ば
ら
し
い
天
気
」
の
意
で
あ
る
。
が
、
荷
風
は

「
晴
れ
た
り
」
と
訳
し
て
い
る
。
つ
ぎ
に
男
性
に
対
す
る
敬
称
と
し
て
の m

ム

ス

イ

ユ

onsieur

（
だ
ん
な
）
は
、
荷
風
の
発
音
だ
と
す
こ
し
お
か
し
い
が
、
そ
の
ま
ま
音
訳
し
「
モ
ツ

シ
ュ
ー
」
と
な
っ
て
い
る
。
原
文
の
三
行
目
に
あ
る la m

er est plate

（
海
は
お
だ
や
か
）
は
、
訳
さ
れ
て
い
な
い
。
欠
落
し
て
い
る
。une im

m
ense voûte d

’om
bre

（
闇
の
広
大
な
丸
天
井
）
は
、「
濶ひ

ろ

き
円
天
井
の
影
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。

sans perdre une m
inute

（
一
分
間
も
む
だ
に
し
な
い
）
は
、
荷
風
訳
だ
と
「
一
瞬
時
だ
も
仇あ

だ

に
せ
じ
と
て
」
と
な
っ
て
い
る
が
、「
仇あ

だ

」
は
「
徒あ

だ

」（
む
だ
の
意
）
と

い
う
文
字
を
当
て
る
べ
き
か
。Il faut courir au m

oins trois m
illes au large pour doubler sûrem

ent le cap R
oux et le D

ram
m

ont 

は
、（
ル
ウ
と
ド
ラ
モ
ン
の

岬
を
安
全
に
回
る
に
は
、
沖
合
を
少
な
く
と
も
三
マ
イ
ル
走
ら
ね
ば
な
ら
な
い
）
の
意
で
あ
る
。
荷
風
訳
に
は
原
文
に
該
当
す
る
も
の
が
な
い
、「
陸
に
添
ひ
」
の
字
句
が

加
え
て
あ
る
。

「
夜
」（la nuit

）
も
縮
訳
で
あ
る
。
同
作
品
を
収
録
し
て
い
る
「
放
浪
生
活
」（La vie errant, 1890

）
も
紀
行
文
で
あ
る
。
作
者
は
カ
ン
ヌ
を
船
出
し
た
の
ち
、
イ
タ

リ
ア
の
ジ
ェ
ノ
バ

―
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ

―
パ
レ
ル
モ
（
シ
シ
リ
ー
島
）

―
カ
タ
ネ
オ

―
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
（
ア
フ
リ
カ
）

―
チ
ュ
ニ
ス

―
ス
ー
ス
（
チ
ュ
ニ
ジ
ア

中
東
部
の
港
町
）
な
ど
を
、
約
半
年
間
旅
を
し
た
。
そ
の
と
き
の
印
象
を
記
し
た
も
の
で
、
一
種
の
文
明
批
評
で
あ
る
。
原
文
の
冒
頭
の
一
節
を
ひ
い
て
、
荷
風
の
訳
し
ぶ

り
を
見
て
み
よ
う
。

LA
 N

U
IT

SO
R

T
IS du port de C

annes à trois heures du m
atin, nous avons pu recueillir encore un reste des faibles brises que les golfes exhalent vers la m

er 

pendant la nuit. Puis un léger souffle du large est venu, poussant le yacht couvert de toile vers la côte italienne.

C

’est un bateau de vingt tonneaux tout blanc avec un im
perceptible fil doré qui le contourne com

m
e une m

ince cordelière sur un flanc de cygne. Ses 

voiles en toile fine et neuve, sous le soleil d

’août qui jette des flam
m

es sur l

’eau, ont l
’air d
’ailes de soie argentée déployées dans le firm

am
ent bleu. Ses 

trois focs s

’envolent en avant, triangles légers qu

’arrondit l

’haleine du vent, et la grande m
isaine est m

olle, sous la flèche aiguë qui dresse, à dix-huit 

m
ètres au-dessus du pont, sa pointe éclatante par le ciel. T

out à l

’arrière, la dernière voile, l

’artim
on, sem

ble dorm
ir.
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Et tout le m
onde bientôt som

m
eille sur le pont. C

’est un après-m
idi d

’été, sur la M
éditerranée. La dernière brise est tom

bée. Le soleil féroce em
plit le 

ciel et fait de la m
er une plaque m

olle et bleuâtre, sans m
ouvem

ent et sans frissons, endorm
ie aussi, sous un m

iroitant duvet de brum
e qui sem

ble la sueur 

de l
’eau.

M
algré les tentes que j

’ai fait établir pour m
e m

ettre à l

’abri, la chaleur est telle sous la toile que je descends au salon m
e jeter sur un divan.

　
　
　
夜

　
　
　（
モ
オ
パ
ッ
サ
ン
が
旅
行
記
の
一
節
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
井
荷
風

暁
の
三
時
に
カ
ン
の
港
を
出
で
、
夜
陰
に
入
江
よ
り
沖
の
方
に
流
る
ゝ
微
風
の
猶な

お

止
ま
ざ
る
に
乗
じ
た
り
し
が
、
や
が
て
力

ち
か
ら

な
き
陸
風
の
み
吹
来
り
て
、
帆
を
載
け
る
小
舟
を
ば

伊
太
利
亜
の
岸
辺
の
方
に
追
ひ
や
り
ぬ
。

二
十
噸
ほ
ど
の
帆ほ

舟ぶ
ね

は
真
白
く
し
て
、
眼
に
見
え
ざ
る
ば
か
り
の
一
条
の
金
線
は
白
鳥
の
横
腹
に
綱つ

な

を
つ
け
た
る
が
如
く
船
体
を
め
ぐ
り
た
れ
ば
、
新
し
く
柔
き
帆
布
は
水
に
照

る
八
月
の
日ひ

光か
り

に
、
宛

さ
な
が

ら
青
空
に
銀
色
の
絹
の
翼
打
広
げ
た
る
に
異
な
ら
ず
。
風
を
孕は

ら

め
る
軽
き
三
角
形
の
嘴し

帆は
ん

三
枚
は
前
方
に
飛ひ

翹ぎ
ょ
うし

、
甲
板
の
上
に
は
十
八
米メ

ー
ト
ル突

も
、
鋭
き
矢

の
如
く
に
其
の
頂
き
を
空
中
に
閃
か
し
た
る
檣

ほ
ば
し
らの

下
に
、
大
な
る
帆
は
柔
く
ふ
く
ら
み
た
れ
ど
、
後
に
は
舳と

も

の
帆
の
眠
り
て
居
た
り
。

暫
く
に
し
て
一
同
は
居
眠
り
ぬ
。
地
中
海
の
面
に
夏
の
昼
過
ぎ
来
り
て
、
名
残
の
微
風
は
止や

み
、
暴
悪
の
太
陽
は
空
に
漲
り
、
海
の
汗
か
と
見
え
て
閃ひ

ら

め
く
霧
狭
の
中
に
、
海
水

を
し
て
青
く
軟
く
沈
み
て
眠
れ
る
鉛
の
板
の
如
く
な
ら
し
む
。
日ひ

避よ

け
に
と
て
作
り
た
る
天
幕
の
陰
な
が
ら
、
炎
暑
は
わ
れ
を
し
て
船
房
に
下
り
て
臥が

床し
ょ
うの

上
に
横
は
ら
し
む
る
ほ

ど
な
り
き
。

翻
訳
の
常
道
と
し
て
、
頭
か
ら
読
み
下
さ
ず
、
荷
風
は
う
し
ろ
か
ら
ひ
っ
く
り
返
っ
て
訳
し
て
い
る
。
し
か
も
訳
文
を
み
じ
か
く
断
ち
切
る
こ
と
な
く
、
一ひ

と

思お
も

い
に
訳
し

て
い
る
。
そ
の
た
め
す
ぐ
イ
メ
ー
ジ
を
つ
く
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。
冒
頭
に
「
カ
ン
の
港
を
出
で
…
…
」
と
あ
る
が
、
カ
ン
と
は
ど
こ
か
読
者
に
は
わ
か
り
に
く
い
。
や

は
り
カ
ン
ヌ
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。un léger souffle du large est venu

（
沖
か
ら
そ
よ
風
が
吹
い
て
き
て
）
は
、
荷
風
訳
だ
と
「
力
な
き
陸
風
の
み
吹
来
り
て
」
と
な

っ
て
い
る
。large 

は
名
詞
で
あ
り
、「
沖
」
の
意
で
あ
る
。
荷
風
が
い
う
“
陸
風
”
と
は
、
陸
地
か
ら
海
へ
む
か
っ
て
吹
く
風
の
こ
と
で
あ
る
。la grande m

isaine est 

m
olle

は
、「
大
き
な
前（

フ
ォ
ー
ス
ル
）

部
マ
ス
ト
は
た
る
ん
で
い
る
」
の
意
で
あ
ろ
う
が
、「
大
い
な
る
帆
は
柔
く
ふ
く
ら
み
た
れ
ど
…
…
」
と
訳
し
て
い
る
。

et fait de la m
er une plaque m

olle et bleuâtre

（
そ
し
て
海
を
や
わ
ら
か
な
、
青
み
が
か
っ
た
平
面
に
し
て
い
る
）
は
、
荷
風
訳
で
は
「
海
水
を
し
て
青
く
軽
く
沈
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み
て
眠
れ
る
鉛
の
板
の
如
く
な
ら
し
む
」
と
な
っ
て
い
て
、
原
意
を
ゆ
が
め
か
つ
潤
色
し
て
い
る
。

＊

「
紅
茶
の
後
」［
其
四
］（『
三
田
文
学
』、
明
治
43
・
12
）
に
発
表
に
な
っ
た
「
ロ
ン
ド
リ
姉
妹
」
の
部
分
訳
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

原
文
と
訳
文
を
併
置
し
て
み
よ
う
。

C
hanger de place m

e paraît une action inutile et fatigante. Les nuits en chem
ins de fer, le som

m
eil secoué des w

agons avec des douleurs dans la tête et 

des courbatures dans les m
em

bres, les réveils éreintés dans cette boîte roulante, cette sensation de crasse sur la peau, ces saletés volantes qui vous 

poudrent les yeux et le poil, ce parfum
 de charbon dont on se nourrit, ces dîners exécrables dans le courant d

’air des buffets sont, à m
on avis, de 

détestables com
m

encem
ents pour une partie de plaisir.

A
près cette introduction du R

apide, nous avons les tristesses de l

’hôtel, du grand hôtel plein de m
onde et si vide, la cham

bre inconnue, navrante, le lit 

suspect. 

― Je tiens à m
on lit plus qu

’à tout. Il est le sanctuaire de la vie. O
n lui livre nue sa chair fatiguée pour qu

’il la ranim
e et la repose dans la 

blancheur des draps et dans la chaleur des duvets.

C

’est là que nous trouvons les plus douces heures de l
’existence, les heures d

’am
our et de som

m
eil. Le lit est sacré. Il doit être respecté, vénéré par 

nous, et aim
é com

m
e ce que nous avons de m

eilleur et de plus doux sur la terre.

『
…
…
転
地
と
い
ふ
事
は
無
益
な
仕
事
と
し
か
思
は
れ
な
い
。
汽
車
で
明
す
夜
、
車
に
ゆ
ら
れ
て
身
体
や
頭
の
痛
く
な
る
睡
眠
、
さ
て
は
動
い
て
行
く
箱
の
外
で
腰
の
痛
さ
に
目

が
覚
め
る
。
皮
膚
が
垢
だ
ら
け
に
な
つ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
い
ろ
〳
〵
な
塵ご

み

が
髪
や
眼
の
中
へ
飛
込
む
。
ス
ウ
〳
〵
風
の
這は

い入
つ
て
来
る
食
堂
車
で
ま
づ
い
食
事
を
す
る
。
其
等

は
私
に
云
は
せ
る
と
旅
行
と
称
す
る
娯
楽
の
嫌
悪
す
べ
き
序じ

ょ

開び
ら
きで

あ
る
。

先ま
ず

こ
の
急
行
列
車
の
序
開
が
あ
つ
た
後あ

と

に
は
旅ホ

テ
ル館

の
淋
し
さ
、
人
が
一
ぱ
い
居
な
が
ら
如い

何か

に
も
が
ら
ん
と
し
た
広
い
旅ホ

テ
ル館

、
見
も
知
ら
ぬ
気
味
悪
い
部
屋
、
怪あ

や
し
げ気

な
寝
床
の
淋

し
さ
が
続
い
て
来
る
。
私
に
は
何
が
さ
て
置
き
自
分
の
寝
床
ほ
ど
大
切
な
も
の
は
な
い
。
寝
床
は
人
生
の
神
聖
な
る
殿
堂
で
あ
つ
て
、
人
は
生
活
を
赤
裸
々
に
し
て
羽は

毛ね

蒲ぶ

団と
ん

の
暖

さ
と
敷
布
の
真
白
き
が
中
に
疲
れ
た
る
肉
を
活
気
付
け
、
又
安
息
さ
せ
る
。

戀
愛
と
睡
眠
の
時
間
、
吾
々
が
生
存
の
最
も
楽
し
い
時
間
を
知
る
の
は
寝
床
で
あ
る
。
寝
床
は
神
聖
だ
。
地
上
の
最
も
楽
し
く
最
も
好
い
も
の
と
し
て
敬
ひ
尊
び
愛
さ
ね
ば
な
ら
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ぬ
も
の
だ
。

『
ロ
ン
ド
リ
姉
妹
』
と
い
う
作
品
は
、
男
女
の
戯
れ
の
恋
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
。
イ
タ
リ
ア
旅
行
に
出
た
男
二
人
が
、
車
中
で
フ
ラ
ン
チ
ャ
ス
カ
と
い
う
イ
タ
リ
ア
女

性
と
知
り
合
い
、
三
週
間
ジ
ェ
ノ
バ
で
同
棲
す
る
。
男
の
う
ち
一
人
が
、
翌
年
女
を
訪
ね
て
み
る
と
、
彼
女
は
結
婚
し
て
い
た
。
が
、
母
親
か
ら
カ
ル
ロ
ッ
タ
と
い
う
妹
を

紹
介
さ
れ
る
。
二
人
は
急
き
ょ
恋
人
同
志
と
な
り
、
半
月
の
間
ね
ん
ご
ろ
な
関
係
を
つ
づ
け
る
。
お
か
げ
で
前
の
女
（
姉
）
に
は
未
練
を
感
ぜ
ず
に
す
ん
だ
、
と
い
う
話
。

les réveils éreintés dans cette boîte roulante

（
こ
の
移
動
式
の
箱
の
中
で
目
が
覚
め
た
と
き
は
、
へ
と
へ
と
に
な
っ
て
い
る
）
の
部
分
は
、
荷
風
訳
だ
と
「
さ
て

は
動
い
て
行
く
箱
の
外
で
腰
の
痛
さ
に
目
が
覚
め
る
」
と
な
っ
て
い
る
。ce 

arfum
 de charbon dont on se nourrit

（
い
や
と
い
う
ほ
ど
か
が
さ
れ
る
煤ば

い

煙え
ん

の
に
ほ

い
）
の
箇
所
は
、
荷
風
訳
に
見
あ
た
ら
ず
、
欠
落
し
て
い
る
。rapid

は
「
急
行
」
で
は
な
く
「
特
急
」
の
意
か
。

＊

荷
風
は
帰
国
後
、
と
き
ど
き
フ
ラ
ン
ス
近
代
詩
の
翻
訳
紹
介
に
手
を
染
め
、
諸
雑
誌
に
発
表
し
、
つ
い
で
そ
れ
ら
を
ま
と
め
て
『
珊
瑚
集
』（
籾
山
書
店
、
大
正
2
・

4
）
と
題
し
て
上
梓
し
た
。

本
書
は
か
れ
の
翻
訳
詩
文
集
、
評
論
集
で
あ
る
。
同
書
に
は
、
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
、
ラ
ン
ボ
ー
、
ヴ
ェ
ル
レ
ー
ヌ
、
ゴ
ー
テ
ィ
エ
、
レ
ニ
エ
、
サ
マ
ン
そ
の
他
詩
篇
が
、
あ

わ
せ
て
三
十
八
篇
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
詩
は
、
い
ず
れ
も
自
分
の
好
み
に
か
な
っ
た
も
の
ば
か
り
で
あ
り
、
辞
書
の
助
け
を
借
り
な
が
ら
愛
読
玩
昧
し
た
す
え
、

日
本
語
に
移
し
た
も
の
で
あ
る
。

ヴ
ェ
ル
レ
ー
ヌ
は
七
篇
訳
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
ア
ン
リ
・
ド
ゥ
・
レ
ニ
エ
を
十
篇
訳
し
て
お
り
、
荷
風
の
好こ

う

尚し
よ
う（

こ
の
み
）
が
し
の
ば
れ
る
。
い
ま
ヴ
ェ
ル
レ
ー
ヌ
の
詩

を
一
篇
抜
い
て
、
か
れ
の
訳
し
ぶ
り
を
見
て
み
よ
う
。

ま
ず
「
感
傷
的
な
対
話
」（C

olloque Sentim
ental

）
を
取
り
あ
げ
て
み
よ
う
。
こ
れ
は
二

ル
・
デ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク

行
詩
（
一
つ
の
詩
節
が
二
詩
句
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
。
脚
韻
は
平

韻
）
で
あ
る
。

C
O

LLO
Q

U
E

 SE
N

T
IM

E
N

T
A

L
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D
ans le vieux parc solitaire et glacé,

D
eux form

es ont tout à l

’heure passé.

Leurs yeux sont m
orts et leurs lèvres sont m

olles,

Et l

’on entend à peine leurs paroles.

D
ans le vieux parc solitaire et glacé,

D
eux spectres ont évoqué le passé.

― T
e souvient-il de notre extase ancienne ?

― Pourquoi voulez-vous donc qu

’il m
’en souvienne ?

― T
on coeur bat-il toujours à m

on seul nom
 ?

T
oujours vois-tu m

on âm
e en rêve ? 

― N
on.

― A
h ! les beaux jours de honheur indicible

O
ù nous joignions nos bouches ! 

― C

’est possible.

― Q
u

’il était bleu, le ciel, et grand, L

’espoir !

― L

’espoir a fui, vaincu, vers le ciel noir.

T
els ils m

archaient dans les avoines folles,

Et la nuit seule entendit leurs paroles.
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道

　
　
行
　
お
な
じ
く

寒さ
む

い
さ
む
し
い
古ふ

る
に
は庭

に

今い
ま

し
通と

ほ

つ
た
二ふ

た

つ
の
か
た
ち
。

眼ま
な
こお

と
ろ
へ
唇

く
ち
び
るゆ

る
み

さ
さ
や
く
話

は
な
し

も
と
ぎ
れ
と
ぎ
れ
。

寒さ
む

い
さ
む
し
い
古ふ

る
に
は庭

に

昔む
か
しを

し
の
ぶ
二ふ

た

人り

の
か
げ
。

―
お
前ま

へ

は
楽た

の

し
い
昔

む
か
し

の
事こ

と

を
覚お

ぼ

え
て
ゐ
る
か
。

―
な
ぜ
覚お

ぼ

え
て
ゐ
ろ
と
仰お

つ
し
や有

る
の
で
す
。

―
お
前ま

へ

の
胸む

ね

は
私

わ
た
し

の
名な

を
よ
ぶ
時と

き

い
つ
も
顫ふ

る

へ
て
、

お
前ま

へ

の
心

こ
ゝ
ろ

は
い
つ
も
私

わ
た
し

を
夢ゆ

め

に
見み

る
か
。

―
い
い
え
。

―
あ
あ
私

わ
た
し

等ら

二ふ
た

人り

唇く
ち

と
唇く

ち

と
を
合あ

は
し
た
昔

む
か
し

　

危あ
や
ふい

幸か
う

福ふ
く

の
美

う
つ
く

し
い
其そ

の
日ひ

。

―
さ
う
で
し
た
ね
え
。

―
昔

む
か
し

の
空そ

ら

は
青あ

お

か
つ
た
。
昔

む
か
し

の
望の

ぞ

み
は
大お

ほ

き
か
つ
た
。

―
け
れ
ど
も
其そ

の
望の

ぞ

み
は
敗や

ぶ

れ
て
暗く

ら

い
空そ

ら

に
と
消き

え
ま
し
た
。

“二人の影”の図。
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烏か
ら
す

麦む
ぎ

繁し
げ

つ
た
間な

か

の
立た

ち
ば
な
し
、

夜よ
る

よ
り
外ほ

か

に
聞き

く
も
の
は
な
し
。

第
一
連
の
中
に
み
ら
れ
る Solitaire

（
人
け
の
な
い
）
は
、
訳
文
で
は
削
ら
れ
て
い
る
。l

’on entend à peine leur paroles 

は
、「
二
人
の
話
し
声
が
よ
く
聞
え
な

い
」
の
意
で
あ
る
が
、
荷
風
は
こ
の
箇
所
を
「
さ
さ
や
く
話
も
と
ぎ
れ
と
ぎ
れ
」
と
訳
し
て
い
る
。
ふ
つ
う
日
本
語
で
「
話
が
と
ぎ
れ
と
ぎ
れ
」
と
い
う
と
、
話
に
切
れ
目

が
で
き
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
第
三
連
の
中
の D

eux spectres ont évoqué le passé 

は
「
二
つ
の
亡
霊
は
過
去
を
思
い
起
し
た
」
の
意
で
あ
る
。
荷
風
は
こ
の
文
章
を

「
昔
を
し
の
ぶ
二
人
の
か
げ
」
と
訳
し
て
い
る
。
漢
語
で
“
影か

げ

”
と
い
え
ば
、「
ま
ぼ
ろ
し
」
や
「
幻
影
」
を
意
味
す
る
。

les beaux jours de bonheur indicible 

は
、「
こ
と
ば
で
言
い
表
し
よ
う
も
な
い
至
福
の
時
代
」
ほ
ど
の
意
味
で
あ
ろ
う
が
、
荷
風
は
「
危

あ
ぶ
な

い
幸こ

う

福ふ
く

の
美
し
い
そ
の

日
」
と
訳
し
て
い
る
。
こ
の
一
文
は
文
意
が
通
ら
な
い
。
そ
し
て C

’est possible 

は
、「
忘
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
（
そ
う
か
も
知
れ
な
い
）」
の
意
で
あ
る
が
、「
そ
う
で

し
た
ね
え
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。T

els ils m
archaient dans le avoine folles 

は
、「
そ
う
い
っ
た
か
れ
ら
は
カ
ラ
ス
麦
の
中
に
足
を
踏
み
入
れ
た
」
の
意
で
あ
ろ
う
が
、

「
烏

か
ら
す

麦む
ぎ

繁し
げ

つ
た
間
の
立
ち
ば
な
し
」
と
訳
し
て
い
る
。

こ
の
詩
篇
の
舞
台
は
、
古
い
公
園
で
あ
る
。
季
節
は
冬
で
あ
る
。
公
園
に
は
人
け
が
な
く
、
凍
て
つ
く
よ
う
に
寒
い
。

恋
を
失
っ
た
二
人
の
幽
霊
が
つ
い
さ
っ
き
通
り
す
ぎ
て
行
っ
た
。
こ
の
二
人
は
、
か
っ
て
は
人
間
の
男
女
で
あ
っ
た
が
、
い
ま
は
幽
界
に
住
ん
で
い
る
。
か
れ
ら
は
想
い

出
に
満
ち
た
、
か
っ
て
の
逢お

う

瀬せ

（
あ
い
び
き
）
を
た
の
し
ん
だ
公
園
で
再
会
し
、
よ
ろ
こ
び
に
う
っ
と
り
と
し
た
昔
を
想
い
出
し
、
こ
と
ば
を
と
り
か
わ
す
。
現
世
に
立
ち

帰
っ
た
二
つ
の
魂
が
、
返
ら
ぬ
過
去
を
追
憶
す
る
と
い
う
の
が
こ
の
詩
の
テ
ー
マ
で
あ
ろ
う
。

口
語
で
訳
さ
れ
た
荷
風
の
訳
詩
を
味
読
す
る
と
、
あ
た
か
も
そ
れ
が
愛
し
合
う
男
女
の
恋
の
末
路

―
こ
し
か
た
の
恋
へ
の
尽
せ
ぬ
追
憶
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
の
は
、

ひ
と
り
筆
者
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
原
作
者
ヴ
ェ
ル
レ
ー
ヌ
が
意
図
し
た
原
画
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
お
そ
ら
く
か
れ
は
幽
界
に
住
む
か
っ
て
恋
人
で

あ
っ
た
二
つ
の
魂
が
お
り
な
す
恋
の
迷
い
、
恋
の
哀
楽
、
恋
へ
の
執
着
を
神
秘
的
に
描
こ
う
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。「
あ
い
び
き
（
道
ゆ
き
）
は
、
文
切
型
的
な
文
学
表

現
で
あ
り
、
ロ
ー
マ
ン
主
義
派
の
詩
人
ら
は
は
げ
し
い
恋
の
想
い
出
を
不
滅
化
す
る
き
ら
い
が
あ
っ
た
。
ヴ
ェ
ル
レ
ー
ヌ
は
こ
の
詩
の
中
で
、
一
切
が
死
滅
す
る
こ
と
を
読

者
に
教
え
て
い
る
。
現
世
に
お
い
て
は
、
い
つ
ま
で
も
存
続
す
る
も
の
は
何
も
な
い
の
で
あ
る
。
恋
も
命
も
い
く
つ
か
は
消
滅
す
る
の
で
あ
る
」（
ド
ゥ
マ
ル
ヌ
氏
談
）。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
荷
風
は
原
詩
の
世
界
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
理
解
し
て
は
い
な
か
っ
た
。
か
れ
は
感
覚
本
位
に
原
作
を
解
釈
し
、
わ
が
身
の
恋
愛
の
思
い
出
を
訳
筆
を
と
り
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な
が
ら
再
構
築
し
よ
う
と
し
た
。
結
果
的
に
は
原
作
の
世
界
を
ゆ
が
め
る
こ
と
に
な
っ
た

が
、
皮
肉
に
も
原
作
よ
り
訳
詩
の
ほ
う
が
遙
か
に
滋じ

味み

に
富
ん
だ
も
の
に
な
っ
た
。
訳
詩

が
も
つ
独
特
の
一
抹
の
哀
感
は
、
切
切
と
ふ
か
く
わ
れ
わ
れ
読
者
の
胸
に
迫
っ
て
く
る
。

諧
調
の
ひ
び
き
も
心
地
よ
い
。
余
韻
が
残
る
よ
う
な
、
甘
く
切
な
い
訳
詩
で
あ
る
。
…
…

訳
詩
は
必
ず
し
も
言
語
的
に
正
確
に
訳
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
表
現
が
簡
潔
で
力

が
こ
も
っ
て
い
る
。
荷
風
の
運
筆
の
才
、
美
の
認
識
力
、
国
語
力
に
は
目
を
み
は
る
も
の

が
あ
る
。
か
れ
が
敬
愛
す
る
森
鷗
外
や
上
田
敏
に
な
ら
っ
て
西
洋
の
詩
を
日
本
語
に
移
植

し
よ
う
と
し
た
の
は
、
こ
の
両
人
の
よ
う
に
西
詩
の
余よ

香こ
う

（
か
お
り
）
を
わ
が
国
の
文
学

界
に
移
入
紹
介
し
よ
う
と
す
る
た
め
で
は
な
か
っ
た
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
西
詩
を
訳
す

こ
と
に
よ
っ
て
、
己
れ
の
感
情
や
文
辞
を
み
が
く
に
あ
っ
た
（「
訳
詩
に
つ
い
て
」）。

＊

荷
風
の
フ
ラ
ン
ス
語
の
力
を
み
る
材
料
が
も
う
一
つ
あ
る
。
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
大
小
の
作
品
は
、
ほ
と
ん
ど
日
本
語
に
移
さ
れ
た
が
、
邦
人
の
手
に
な
る
か
れ
の
伝
記
と

な
る
と
、
な
い
に
ひ
と
し
か
っ
た
。
が
、
版
元
で
あ
る
実
業
之
日
本
社
の
依
頼
に
よ
り
、
か
れ
は
伝
記
の
執
筆
を
引
き
う
け
た
。
し
か
し
、
ひ
と
り
で
や
る
に
は
仕
事
の
荷

は
重
す
ぎ
た
も
の
か
、
後
藤
末す

え

雄お

（
一
八
八
六
〜
一
九
六
七
、
小
説
家
、
フ
ラ
ン
ス
文
学
者
）
と
分
担
し
て
執
筆
し
た
。
そ
し
て
成
っ
た
の
が

―

『
モ
オ
パ
ツ
サ
ン

　
　

　
　
　
　
永
井
荷
風

　
　
　
　
後
藤
末
雄

』
（
実
業
之
日
本
社
、
大
正
4
・
6
）

で
あ
る
。
同
書
（
全
三
三
七
頁
）
は
四
篇
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

荷風が「道行」を記すとき用いたのと同じ版本。
［東京大学文学部図書館蔵］
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第
一
篇

　
少
年
時
代
と
青
年
時
代

第
二
篇

　
創
作
の
準
備
時
代

���
永
井
荷
風
述
作

一
〜
一
二
七
頁
。

第
三
篇

　
作
品

第
四
篇

　
病
癒
と
死

���
後
藤
末
雄
の
述
作

一
二
八
〜
三
三
七
頁

何
の
変
哲
も
な
い
装
丁
の
同
書
は
、
こ
ん
に
ち
稀き

覯こ
う

本
に
ち
か
い
。
内
容
は
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
人
と
作
品
を
紹
介
し
た
に
す
ぎ
ず
、
日
本
人
と
し
て
の
独
自
の
見
解
を
見

る
こ
と
が
で
き
ぬ
も
の
で
あ
る
（
吉
田
精
一
『
永
井
荷
風
』、
塙
書
房
、
昭
和
28
・
11
、
一
三
四
頁
）。

荷
風
が
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
評
伝
を
書
く
さ
い
に
依
拠
し
た
種
本
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
伝
記
と
し
て
か
な
り
流
布
し
た
、
つ
ぎ
の

モーパッサンの伝記の表紙。〔筆者蔵〕
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書
で
あ
る
。

É
douard M

aynial : La V
ie et l

�OE
uvre de G

uy de M
aupassant, Société du M

ercure de 

France, Paris, 1904

エ
ド
ワ
ー
ル
・
メ
イ
ニ
ア
ル
著
『
ギ
ィ
・
ド
ゥ
・
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
生
涯
と
作
品
』
メ
ル
キ
ュ
ー

ル
・
ド
ゥ
・
フ
ラ
ン
ス
社
、
一
九
〇
四
年
刊

荷
風
は
「
章
」
の
立
て
方
か
ら
話
の
中
味
ま
で
、
メ
イ
ニ
ア
ル
の
著
書
に
依
っ
て
い
る
。
原
文
と
荷
風
の
述
作
を
並
置
し
、
検
討
し
て
み
る
と
、
か
れ
の
敷
き
写
し

4

4

4

4

の
よ

う
す
が
よ
く
わ
か
る
。

PR
E

M
IÉ

R
E

  PA
R

T
IE

1850-1870

A
N

N
É

E
S  D

'E
N

FA
N

C
E

 E
T

  D
E

  JE
U

N
E

SSE

I

H
enri-R

ené-A
lbert-G

uy de M
aupassant naquit le 5 août 1850, au château de M

irom
esnil, com

m
une de T

ourville-sur-A
rques, la Seine-Inférieure, à 8 

kilom
ètres de D

ieppe ( I). La date et le lieu de sa naissance ont donné lieu à plusieurs erreurs ou confusions dans certains dictionnaires de biographie. Peut-

être ces erreurs proviennent-elles de l

’acte de décès de M
aupassant, tel qu

’il figure à la m
airie du xv

I e arrondissem
ent, à Paris, et qui est ainsi rédigé:

L

’an m
il-huit-cent-quatre-vingt-treize, le sept juillet, à neuf heures du m

atin. A
cte de décès de H

enri-R
ené-A

lbert-G
uy de M

aupassant, âgé de qua-

rante-trois ans, hom
m

e de lettres, né à Sotteville près Y
vetot (Seine-Inférieure)... etc.

Le château de M
irom

esnil n

’appartenait pas à la fam
ille de M

aupassant. qui l

’avait pris en location. C

’était « un de ces châteaux battus des brises du 

large, dont le vent d

’équinoxe em
porte au loin les tuiles, pêle-m

êle avec les feuilles des hêtraies (2). » A
près ses couches, M

m
e de M

aupassant revint s

’ins-

『モーパッサン』（実業之日本社）を執
筆するとき利用した版本。〔筆者蔵〕
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taller à Etretat, et c

’est dans ce village que G
uy passa ses prem

ières années.

Le père de G
uy, M

. G
ustave de M

aupassant, appartenait à une ancienne fam
ille lorraine, qui fut anoblie par l

’em
pereur François, époux de M

arie-

T
hérèse.

　
　
第　

一　

篇

　
　
　
少
年
時
代
と
青
年
時
代 

　
　
　
　

―
千
八
百
五
十
年
よ
り
千
八
百
六
十
年
ま
で

―

　
　
　
　
　
　
一

ア
ン
リ
ー
・
ル
ネ
・
ギ
ー
・
ド
・
モ
オ
パ
ッ
サ
ン
は
千
八
百
五
十
年
、
八
月
十
五
日
に

ミ
ロ
メ
ニ
ル
の
館シ

ヤ
ト
ウ邸

で
生
れ
た
。
こ
の
ミ
ロ
メ
ニ
ル
と
い
ふ
の
は
セ
ー
ヌ
河
の
下
流
に
位

す
る
ト
ー
ル
ヴ
ィ
ル
・
シ
ュ
ー
ル
・
ア
ル
ク
に
在
る
町
で
、
ヂ
エ
ー
ブ
か
ら
八
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
離
れ
て
ゐ
た
。
出
生
の
年
月
と
場
所
と
が
、
人
名
字
書
に
錯
誤
を
來
し
た
こ
と

が
多
か
っ
た
。
こ
の
誤
は
巴
里
の
第
十
六
区
々
役
所
に
あ
る
死
亡
証
書
か
ら
出
た
も
の
ら

し
い
。
死
亡
証
書
に
は
斯
う
か
い
て
あ
っ
た
。

「
千
八
百
九
十
三
年
、
七
月
七
日
、
午
前
九
時
死
亡
、
ア
ン
リ
ー
・
ル
ネ
・
ア
ル

ベ
ー
ル
・
ギ
ー
・
モ
オ
パ
ッ
サ
ン
。
四
十
三
歳
、
文
士
、
セ
ー
ヌ
下
流
、
イ
ヴ
ト
オ

附
近
、
ソ
ツ
ト
ヴ
イ
ル
に
生
る
。」

ミ
ロ
メ
ニ
ル
の
館シ

ヤ
ト
ウ邸

は
モ
オ
パ
ッ
サ
ン
家
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
借
り
て
ゐ
た
の
で

あ
っ
た
。
そ
の
館
邸
は
彼
岸
の
風
に
吹
か
れ
る
と
、
楓

か
え
で

の
葉
と
一
緒
に
瓦
を
飛
ば
さ
れ
る

こ
と
も
あ
っ
た
。

さ
て
モ
オ
パ
ッ
サ
ン
の
母
は
、
彼
を
生
ん
で
か
ら
、
エ
ト
ル
タ
ー
と
い
ふ
村
に
帰
っ
て

き
た
。
此
の
村
で
モ
オ
パ
ッ
サ
ン
は
少
年
時
代
を
過
し
た
の
で
あ
っ
た
。

モ
オ
パ
ッ
サ
ン
の
父
親
は
、
ギ
ユ
ス
タ
ー
ヴ
と
い
っ
て
、
ロ
ー
レ
ン
の
古
い
家
族
に
属
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し
て
ゐ
た
が
、
マ
リ
イ
・
テ
レ
ー
ズ
皇
后
の
夫
君
で
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ソ
ワ
皇
帝
の
お
か
げ

で
貴
族
に
列
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
さ
う
し
て
侯
爵
に
ま
で
上
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

メ
イ
ニ
ア
ル
が
記
す
と
こ
ろ
の
文
章
と
、
荷
風
の
文
章
を
つ
き
く
ら
べ
て
み
る
と
、
両
者
の
文
章
は
ほ
ぼ
一
字
一
句
お
な
じ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
荷
風
は
種
本
の
原

文
を
よ
く
理
解
し
て
い
る
が
、
多
少
意
味
を
取
り
ち
が
え
て
い
る
所
も
あ
る
。
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
生
年
月
日
は
、
一
八
五
〇
年
八
月
五4

日
と
原
文
に
あ
る
が
、
ど
う
い
う
わ

け
か
八
月
十
五

4

4

日
と
し
て
い
る
。「
ロ
ー
レ
ン
」（
地
名
）
は
、「
ロ
レ
ー
ヌ
」
と
表
記
す
べ
き
で
あ
る
し
、「
そ
う
し
て
侯
爵
ま
で
上
っ
た
の
で
あ
っ
た
」
は
、
荷
風
の
作
文

で
あ
り
、
か
つ
誤
記
で
あ
る
。les feuilles des hêtraies

は
、「
ブ
ナ
の
葉
」
の
意
で
あ
る
が
、
荷
風
は
「
楓

か
え
で

の
葉
」
と
し
て
い
る
。
ぶ
な
と
か
え
で
は
別
物
で
あ
る
。

メ
イ
ニ
ア
ル
の
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
伝
の
第
一
部
の
（
五
）
の
さ
い
ご
の
一
節
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
荷
風
は
こ
れ
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
転
写
し
た
。

La paix rétablie, M
aupassant partit pour Paris, et ici com

m
ence une nouvlle période dans l

’histoire de sa vie. Les années d

’enfance, l

’éducation m
ater-

nelle, le contact journalier avec la nature norm
ande, tous les rêves de jeunesse, les projets littéraires, les am

bitions secrètes sem
bleront s

’éloigner pour 

quelque tem
ps, et céder la place à des habitudes et à des préoccupations différentes. Le changem

ent est surtout apparent, et nous aurons à m
ontrer 

com
m

ent la vie parisienne ne fit guère qu

’affiner un tem
péram

ent déjà tout form
é et prêt à s

’affirm
er en une œ

uvre personnelle.

普
仏
戦
争
が
済
む
と
モ
オ
パ
ッ
サ
ン
は
巴
里
へ
む
け
て
出
発
し
た
。
此こ

こ処
で
彼
の
経
歴
中
の
新
し
い
時
期
が
始
ま
つ
た
の
で
あ
っ
た
。
少
年
時
代
、
母
親
の
教
育
、
自
然
と
の
接

触
、
青
春
の
空
想
、
文
学
上
の
計
画
、
秘
密
の
野
心
な
ど
は
暫
ら
く
消
え
去
っ
て
、
様
々
の
習
慣
や
心
労
に
代
つ
て
し
ま
っ
た
。
殊
に
変
化
が
著
し
か
つ
た
。
さ
う
し
て
巴
里
生
活

が
如い

何か

ほ
ど
彼
の
気
質
を
変
じ
た
か
、
そ
の
経
路
を
知
る
の
は
面
白
い
事
で
あ
ら
う
。

原
文
と
対
照
し
て
わ
か
っ
た
こ
と
だ
が
、
荷
風
の
フ
ラ
ン
ス
語
は
け
っ
し
て
い
い
加
減
な
も
の
で
は
な
く
、
一
定
て
い
ど
の
学
力
は
あ
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。
わ
れ
わ
れ

は
翻
訳
や
述
作
に
お
い
て
、
と
き
に
す
こ
し
ご
ま
か
し
た
り
す
る
。
が
、
荷
風
も
誤
訳
、
粗そ

漏ろ
う

（
手
ぬ
か
り
）、
誤
解
、
省
略
な
ど
を
避
け
え
な
か
っ
た
。
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荷
風
は
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
作
品
を
味
読
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
何
を
利
用
し
、
何
を
同
化
し
て
い
っ
た
の
か
。

荷
風
は
原
書
を
よ
ま
な
い
か
ぎ
り
、
真
に
そ
の
小
説
を
味
う
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い
っ
た
考
え
か
ら
、
原
書
主
義
に
徹
し
た
。
か
れ
は
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
著
作
を
よ
む

こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
精
神
は
ど
の
よ
う
な
感
興
を
受
け
た
の
か
。
か
れ
が
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
作
品
の
中
に
見
い
だ
し
た
逸い

っ

興き
ょ
う（

格
別
の
お
も
し
ろ
味
）
と
は
何
で
あ
っ
た

の
か
。

モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
作
品
は
、
時
代
と
国
境
を
こ
え
、
よ
り
に
よ
っ
て
日
本
へ
渡
り
、
そ
れ
に
心
酔
傾
倒
す
る
一
作
家
に
よ
っ
て
愛
読
さ
れ
た
ば
か
り
か
、
そ
の
中
味
の
あ

る
物
は
秘
か
に
形
を
変
え
て
利
用
さ
れ
た
。
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
が
荷
風
に
あ
た
え
た
感
化
は
じ
つ
に
甚
大
で
あ
っ
た
。
国
際
間
の
文
学
的
関
係
の
歴
史

―
一
作
品
の
他
国
に

お
け
る
波
動
、
普
及
、
模
倣
、
成
功
の
あ
と
を
た
ど
る
研
究
分
野
を
、
こ
ん
に
ち
比
較
文
学
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

荷
風
に
及
ぼ
せ
る
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
影
響
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
諸
家
が
言
及
し
た
研
究
の
大
略
を
し
め
す
と
、
左
記
の
よ
う
に
な
る
。

（
一
九
五
三
）

昭
和
28
・
11
…
…
「
羊よ

う

羹か
ん

」「
腕
時
計
」（
二
十
一
年
十
一
月
）「
或
夜
」「
靴
」「
噂

う
わ
さ

ば
な
し
」（
同
十
月
）「
畦あ

ぜ

道み
ち

」（
同
十
二
月
）
等
の
短
篇
に
は
、
モ
オ
パ
ッ
サ
ン
の
か
げ
が
濃

い
や
う
に
思
う
（
吉
田
精
一
『
永
井
荷
風
』
塙
書
房
、
昭
和
28
・
11
、
二
三
六
頁
）。

（
一
九
五
四
）

昭
和
29
・
6
…
…
小
品「
葡ぶ

萄ど
う

棚
」（「
断
腸
亭
雑
藁
」所
収
）は
、モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
短
篇 

“Tom
bales

”（『
メ
ゾ
ン
テ
リ
エ
』所
載
）を
意
識
し
た
も
の
。「
醉
美
人
」（
一
九
〇
五
年
春

　
　

カ
ラ
マ
ズ
ー
で
執
筆
）

に
於
て
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
最
初
の
翻
案
が
な
さ
れ
た
。
こ
れ
は A

ア

ル

ー

マ

lloum
a 

の
翻
案
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
い
う
。

以
下
、
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
感
化
が
あ
る
作
品
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。「
長
髪
」（
こ
の
小
説
に
モ
オ
パ
ッ
サ
ン
の
感
化
が
あ
る

―
佐
藤
春
夫
の

指
摘
）、「
雪
の
や
ど
り
」「
林
間
」「
夜
の
女
」（
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
版
「
メ
ゾ
ン
テ
リ
エ
」

―
河
盛
好
蔵
の
指
摘
）、「
寝
覚
め
」「
一
月
一
日
」「
悪
友
」「
祭

の
夜
が
た
り
」「
霧
の
夜
（
原
題
「
除
夜
」）（
伊
狩
章
「
永
井
荷
風
と
モ
ー
パ
ッ
サ
ン

―
そ
の
比
較
文
学
的
考
察
」『
国
語
と
国
文
学
』
所
収
、
昭
和
29
・

6
）。

（
一
九
五
七
）

昭
和
32
・
12
…
…
『
あ
め
り
か
物
語
』『
ふ
ら
ん
す
物
語
』
を
通
じ
、
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
影
響
と
見
ら
れ
る
も
の
十
篇
、
そ
の
う
ち
翻
案
は
「
酔
美
人
」「
悪
友
」「
祭
の
夜
が
た
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り
」
の
三
篇
、
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
を
粉
本
と
し
た
の
は
「
夜
半
の
酒
場
」「
雪
の
や
ど
り
」「
夜
の
女
」
の
三
篇
、
そ
の
構
成
や
題
材
を
借
り
た
の
は
「
春
と
秋
」

「
林
間
」「
寝
覚
め
」「
一
月
一
日
」
の
四
篇
と
な
る
（
伊
狩
章
『
後
期
硯
友
社
文
学
の
研
究
』
矢
島
書
房
、
昭
和
32
・
12
、
二
五
七
頁
）。

（
一
九
七
〇
）

昭
和
45
・
10
…
…
「
除
夜
」
が
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
同
巧
異
曲
の
作
で
あ
る
『
ロ
ン
ド
リ
姉
妹
』
を
想
わ
せ
る
ほ
か
に
…
…
（
後
略
）。

黒
人
娘
を
同
僚
の
兵
士
に
ゆ
ず
る
話
の
「
林
間
」
に
は
、 

“Le rem
plaçant

” 

が
娼
婦
を
描
い
た
「
夜
半
の
酒
場
」
や
、「
夜
の
女
」
に
は
、
同
じ
よ
う
な
話

の
『
メ
エ
ゾ
ン
・
テ
リ
エ
』
が
、
母
を
虐
待
す
る
父
を
憎
む
「
一
月
一
日
」
に
も
同
じ
構
想
の 

“Garçon, un bock!

” 

が
、
兄
の
旧
友
で
放
埒
の
末
女
衒
と
な

っ
た
「
悪
友
」
に
は
、
妻
や
妹
に
娼
婦
を
い
と
な
ま
せ
る 

“L

�am
i patience

” 

が
と
い
う
ふ
う
に
、
か
な
り
材
源
の
は
っ
き
り
求
め
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
、
性

的
倒
錯
を
あ
つ
か
っ
た
「
長
髪
」、
田
舎
娘
が
娼
婦
に
転
落
す
る
「
雪
の
や
ど
り
」、
随
落
し
た
女
事
務
員
を
く
ど
き
そ
こ
ね
る
「
寝
覚
め
」
な
ど
に
も
、
モ
ー

パ
ッ
サ
ン
的
な
退
廃
と
技
法
と
が
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
（
成
瀬
正
勝
「
永
井
荷
風
集
解
説
」『
永
井
荷
風
集
』
第
29
巻
所
収
、
角
川
書
店
、
昭
和
45
・
10
、
二

五
頁
）。

（
一
九
七
六
）

昭
和
51
・
4
…
…
「
牧
場
の
道
」
と 

“Fou
”（「
狂
人
」）、「
酔
美
人
」
と 

“Les Soeurs R
ondoli

”（「
ロ
ン
ド
リ
姉
妹
」）、「
長
髪
」
と 

“La M
oustache

”（「
口
髭
」）、「
夜
の

女
」
と 

“La M
aison T

ellier
”（「
メ
ゾ
ン
・
テ
リ
エ
」）
に
類
似
点
が
み
ら
れ
る
と
い
う
（
赤
瀬
雅
子
「 

四
　『
ア
メ
リ
カ
物
語
』
と
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
」『
永

井
荷
風
と
フ
ラ
ン
ス
文
学
』
所
収
、
荒
竹
出
版
株
式
会
社
、
昭
和
51
・
4
）。

＊

一
　
荷
風
に
及
ぼ
せ
る
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
影
響

　
　
─
小
品
「
葡
萄
棚
」
と Les T

om
bales

（「
墓
場
の
女
」）
と
の
関
係
。

荷
風
の
「
葡ぶ

萄ど
う

棚た
な

」（
ブ
ド
ウ
の
つ
る
を
は
わ
せ
る
た
め
の
棚
）
と
い
う
小
品
は
、
浅
草
公
園
に
出
没
し
、
客
を
ひ
ろ
っ
て
い
る
私
娼
と
の
体
験
談
で
あ
る
。
主
人
公
は

そ
の
女
に
そ
で
を
引
か
れ
、
谷
中
あ
た
り
に
あ
る
怪
し
い
寺
に
行
き
同ど

う

衾き
ん

し
た
と
い
う
話
で
あ
る
。

物
語
は
回
想
の
か
た
ち
を
と
っ
て
い
る
。
主
人
公
が
二は

た
ち十

ほ
ど
に
な
っ
た
秋
の
一
日

―
浅
草
伝
法
院
の
裏
手
に
あ
る
小
路
を
歩
い
て
い
た
ら
、
十
四
、
五
歳
の
銘め

い

酒し
ゅ

屋や

の
娘
に
そ
で
を
引
か
れ
た
。
か
れ
は
そ
の
娘
と
い
っ
し
ょ
に
気
の
抜
け
た
ビ
ー
ル
を
一
杯
の
ん
だ
。（
注
・
銘
酒
屋
と
い
う
の
は
、
銘
酒
を
飲
ま
せ
る
と
い
う
看
板
を
あ
げ
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て
、
ひ
そ
か
に
売
淫
を
さ
せ
た
遊
女
屋
の
こ
と
で
、
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
見
ら
れ
た
）。

や
が
て
そ
の
娘
に
誘
わ
れ
魔
窟
に
行
く
話
が
ま
と
ま
る
。
娘
は
先
に
立
っ
て
歩
い
て
い
っ
た
。
主
人
公
は
女
の
あ
と
を
つ
い
て
行
く
と
、
や
が
て
町ま

ち

家や

の
間
に
あ
る
小
さ

な
寺
に
至
っ
た
。
そ
れ
ま
で
娘
は
、
た
え
ず
身
の
ま
わ
り
に
気
を
く
ば
っ
て
い
た
が
、
門
の
中
に
入
る
と
、
安
心
し
た
の
か
、
主
人
公
に
身
を
す
り
寄
せ
、
そ
の
手
を
と
る

と
、
庫く

裡り

（
寺
の
台
所
）
の
裏
手
に
導
い
た
。
す
で
に
あ
た
り
は
暗
か
っ
た
が
、
そ
こ
に
ブ
ド
ウ
棚
が
み
ら
れ
た
。

娘
は
寺
の
奥
の
は
な
れ
座
敷
の
よ
う
な
所
に
主
人
公
を
案
内
す
る
と
、
破
れ
た
押
し
入
れ
か
ら
夜
具
を
取
り
だ
し
、
そ
れ
を
煤す

す

け
た
畳
の
う
え
に
敷
い
た
。
主
人
公
は
、

ど
の
よ
う
な
わ
け
か
知
ら
ぬ
が
、
な
ぜ
寺
が
浅
ま
し
き
女
の
隠
家
に
な
っ
て
い
る
の
か
知
り
た
い
と
思
っ
た
。
し
か
し
、
事
を
す
ま
せ
る
と
、
早
々
に
立
ち
の
く
こ
と
に
し

た
。
帰
り
ぎ
わ
に
本
堂
の
ほ
う
で
木も

く

魚ぎ
ょ

を
た
た
く
音
が
し
た
が
、
そ
の
音
色
は
も
の
う
い
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
小
品
は
、
帰
朝
後
約
十
年
た
っ
た
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
八
月
の
作
で
あ
る
。
こ
の
小
品
に
は
「
あ
と
書
き
」
が
付
い
て
い
て
、
そ
れ
に
は

わ
れ
そ
の
頃こ

ろ

よ
り
友
人
に
教お

し

へ
ら
れ
て

　
か
の
モ
オ
パ
ッ
サ
ン
が
短
篇
小
説
読よ

み
始は

じ

む
る
ほ
ど
に
、
曇く

も

り
し
日
の
葡ぶ

萄ど
う

棚だ
な

の
さ
ま
、
何な

に

と
な
く
彼か

の
文
豪
が
好
ん
で
も
の
す
る
巴パ

里リ
ー

の
好

ア
バ
ン
チ
ュ
ー
ル

事
の
中う

ち

に
も
あ
り
気げ

な
る
心こ

こ

地ち

せ
ら
れ
て
遂つ

い

に
忘
れ
ぬ
事
の
一
つ
と
は
な
り
け
り
。

こ
の
文
章
は
、
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
短
篇
「
墓
場
の
女
」（Les T

om
bales

）
を
意
識
し
た
も
の
と
い
う
（
伊
狩
章
「
永
井
荷
風
と
モ
ー
パ
ッ
サ
ン

―
そ
の
比
較
文
学
的

考
察
」）。
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
「
墓
場
の
女
」
は
、
パ
リ
の
モ
ン
マ
ル
ト
ル
の
墓
地
に
現
わ
れ
る
私
娼
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
荷
風
は
こ
の
作
品
に
つ
い
て
、

巴パ

里リ

の
浮う

き

世よ

の
計は

か

り
難が

た

き
は
、
墓
地
に
偽

い
つ
わ

り
泣な

き
て
物も

の

に
打う

た

れ
易や

す

き
感
情
家
を
誘さ

そ

ひ
し
女

お
ん
な

も
あ
り
し
と
云い

ふ
、
モ
ー
パ
ツ
サ
ン
が
小
篇
を
思お

も

は
し
め
た
り
（「
墓
詣
」）。

と
記
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、「
墓
場
の
女
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
作
品
な
の
か
、
い
ま
そ
の
梗
概
を
の
べ
る
と
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

裕
福
な
中
年
の
男
が
五
人
い
る
。
そ
の
う
ち
の
三
人
は
、
既
婚
者
。
二
人
は
独
身
で
あ
る
。
か
れ
ら
は
月
に
い
ち
ど
集
ま
る
と
、
食
事
を
し
な
が
ら
、
よ
も
や
ま
の
話
を

し
て
時
を
す
ご
す
。
食
事
が
す
ん
だ
あ
と
も
、
深
夜
ま
で
話
が
お
よ
ぶ
こ
と
も
た
び
た
び
あ
る
。

ジ
ョ
ゼ
フ
・
ド
・
パ
ル
ド
ン
と
い
う
名
の
、
四
十
そ
こ
そ
こ
の
独
身
男
（
貴
族
か
）
は
、
雑
談
の
名
人
で
あ
っ
た
。
秋
色
の
濃
い
九
月
中
旬
の
あ
る
日
の
こ
と
、
か
れ
の
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散
歩
の
足
は
、
モ
ン
マ
ル
ト
ル
の
墓
地
へ
と
む
か
っ
た
。
墓
地
に
行
く
と
、
心
が
や
す
ま
り
、
し
ん
み
り
と
し
た
気
分
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
か
れ
が
墓
地
を

好
む
理
由
が
あ
っ
た
。
か
っ
て
の
恋
人
が
そ
こ
に
眠
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
い
と
し
い
恋
人
の
墓
に
詣
で
て
立
ち
去
ろ
う
と
し
た
と
き
、
隣
り
の
墓
に
喪
服
を
着
た
金
髪

美
人
が
ひ
ざ
ま
ず
き
、
す
す
り
鳴
い
て
い
る
の
に
気
づ
い
た
。

そ
の
女
は
男
に
見
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
と
、
恥
し
そ
う
に
両
手
で
顔
を
か
く
し
た
。
が
、
す
す
り
泣
き
は
い
よ
い
よ
け
い
れ
ん
的
に
な
り
、
頭
は
だ
ん
だ
ん
墓
石

の
ほ
う
に
傾
い
て
い
っ
た
。
そ
の
う
ち
に
意
識
を
失
い
、
う
ご
か
な
く
な
っ
た
。
主
人
公
は
女
の
そ
ば
に
駆
け
寄
る
と
、
介
抱
し
て
や
っ
た
。
女
の
夫
は
ト
ン
キ
ン
で
戦
死

し
た
陸
戦
隊
の
士
官
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
の
女
は
年
の
こ
ろ
は
二
十
代
と
い
っ
た
と
こ
ろ
。
と
て
も
歩
け
な
い
、
と
い
う
の
で
手
を
貸
し
て
や
っ
た
。
女
は
主
人
公
に
も
た
れ
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
歩
い
た
。
葬

儀
の
あ
と
休
息
し
に
寄
る
レ
ス
ト
ラ
ン
に
入
る
と
、
二
人
は
紅
茶
を
飲
ん
だ
。
そ
の
あ
と
馬
車
で
女
を
そ
の
ア
パ
ル
ト
マ
ン
ま
で
送
っ
て
や
っ
た
。
女
の
部
屋
は
五
階
に
あ

っ
た
。
手
を
貸
し
て
欲
し
い
、
と
い
う
の
で
階
段
を
ゆ
っ
く
り
上
っ
て
い
っ
た
。
戸
口
ま
で
来
る
と
、
お
礼
を
申
し
あ
げ
た
い
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
中
に
お
は
い
り
く
だ
さ
い
、

と
い
っ
た
。

主
人
公
は
ソ
フ
ァ
ー
に
す
わ
り
、
女
の
目
を
見
て
い
る
う
ち
に
相
手
を
抱
き
し
め
た
い
と
い
っ
た
気
が
む
ら
む
ら
と
起
り
、
い
き
な
り
彼
女
を
抱
く
と
押
し
た
お
し
、
キ

ス
の
雨
を
ふ
ら
し
た
。
女
は
抵
抗
を
示
さ
な
か
っ
た
。
こ
の
あ
と
二
人
は
外
に
食
事
に
出
、
そ
れ
が
す
む
と
女
の
家
へ
も
ど
っ
た
。

墓
地
が
奇
縁
と
な
っ
た
二
人
の
関
係
は
、
三
週
間
ほ
ど
つ
づ
い
た
。
が
、
や
が
て
二
人
は
別
れ
た
。
一
ヵ
月
後
、
主
人
公
は
あ
の
喪
服
の
女
に
再
会
し
た
い
と
お
も
い
、

モ
ン
マ
ル
ト
ル
の
墓
地
に
出
か
け
た
。
長
い
間
、
墓
地
の
中
を
歩
い
て
い
た
ら
、
喪
服
を
着
た
一
組
の
男
女
が
目
に
と
ま
っ
た
。
男
の
方
は
り
っ
ぱ
な
五
十
代
の
紳
士
。
女

は
何
ん
と
あ
の
女
で
あ
っ
た
。
主
人
公
は
び
っ
く
り
し
た
。
女
は
主
人
公
を
見
る
と
、
一
瞬
顔
を
あ
か
ら
め
た
が
、
す
ぐ
ウ
ィ
ン
ク
を
し
て
み
せ
た
。
そ
の
表
情
は
「
知
ら

な
い
顔
を
し
て
ね
」
か
「
ま
た
来
て
ち
ょ
う
だ
い
」
と
い
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

こ
の
女
は
墓
地
を
稼
ぎ
場
と
す
る
“
ひ
っ
か
け
屋
”

―
私
娼
で
あ
る
こ
と
は
た
し
か
で
あ
っ
た
。

荷
風
は
お
そ
ら
く
「
墓
地
の
女
」
を
よ
ん
で
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
か
れ
に
よ
る
と
、
小
説
に
と
っ
て
大
事
な
の
は
独
創
性
で
あ
る
と
い
う
。
他
人
の
作
を
よ
ん
で
、
そ

こ
か
ら
思
い
つ
い
た
こ
と
は
避
け
る
べ
き
と
い
う
。
じ
ぶ
ん
の
経
験
か
ら
、
じ
っ
さ
い
感
じ
た
こ
と
を
小
説
に
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
、
他
人
か
ら
得
た
着
想
を

す
べ
て
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
腹
案
が
で
き
た
の
ち
、
他
人
の
作
を
参
考
と
す
る
の
は
よ
い
と
い
う
（「
小
説
作
法
」）。

荷
風
と
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
両
作
品
は
、
個
性
の
発
現
で
あ
る
こ
と
に
変
り
な
い
が
、
両
方
を
つ
き
比
べ
、
内
容
を
し
ら
べ
て
み
る
と
、
題
材
や
構
成
や
中
味
に
お
い
て
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“
近
似
”
し
た
も
の
が
感
じ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
単
な
る
偶
然
の
一
致
な
の
か
、
そ
れ
と
も
荷
風
に
及
ぼ
せ
る
外
来
的
影
響
な
の
か
、
は
っ
き
り
断
言
は
で
き
な
い
が
、
荷
風

は
「
墓
場
の
女
」
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、「
葡
萄
棚
」
を
書
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
す
く
な
く
と
も
荷
風
の
精
神
は
「
墓
場
の
女
」
に
感
興
を
う
け
、
無
意
識
裡
に
そ
れ

を
利
用
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

＊

あ
と
が
き

筆
者
は
少
年
の
こ
ろ
に
、
永
井
荷
風
の
名
を
知
っ
た
。
た
し
か
預
金
通
帳
入
り
の
カ
バ
ン
を
タ
ク
シ
ー
の
中
に
忘
れ
、
そ
れ
が
出
て
き
た
と
い
っ
た
ニ
ュ
ー
ス
を
、
新
聞

記
事
か
何
か
で
よ
ん
だ
と
き
で
あ
る
。
い
ま
か
ら
半
世
紀
以
上
も
ま
え
の
話
で
あ
る
。
や
が
て
大
人
に
な
り
、『
断
腸
亭
日
乗
』
を
よ
み
は
じ
め
、
つ
い
で
『
あ
め
り
か
物

語
』『
ふ
ら
ん
す
物
語
』
を
よ
む
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
こ
の
間
に
『
珊
瑚
集
』『
新編

ふ
ら
ん
す
物
語
』『
モ
オ
パ
ツ
サ
ン

　
永
井
荷
風

後
藤
末
雄
』
な
ど
の
初
版
の
ほ
か
、
小
門
勝
二
の
私

家
版

─
月
刊
誌
『
散
人
』
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
な
ど
を
古
書
で
求
め
、
こ
ん
に
ち
に
至
っ
て
い
る
。

荷
風
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
書
い
て
き
た
。
か
れ
が
い
ち
ば
ん
嫌
っ
た
の
は
、
じ
ぶ
ん
の
こ
と
を
よ
く
も
あ
し
く
も
人
に
書

か
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
ら
し
い
（
小
西
茂
也
「
荷
風
先
生
の
生
活
」『
早
稲
田
文
学
』
所
収
、
昭
和
27
・
3
）。
だ
と
す
る
と
、
泉
下
の
荷
風
も
筆
者
の
エ
ッ
セ
イ
を
目
に
し

て
、
さ
ぞ
や
立
腹
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

小
西
茂
也
は
、
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
一
月
七
日
か
ら
翌
年
十
二
月
二
十
八
日
ま
で
、
約
二
ヵ
年
間
荷
風
を
自
宅
に
住
ま
わ
せ
た
。
年
少
か
ら
敬
愛
し
て
い
た
荷

風
に
昼
夜
親し

ん

炙し
ゃ

で
き
た
こ
と
は
生
涯
の
大
き
な
よ
ろ
こ
び
で
あ
っ
た
。
小
西
は
こ
の
間
、
荷
風
の
言
行
を
大
判
の
大
学
ノ
ー
ト
四
冊
に
記
録
し
た
が
、
後
日
そ
れ
を
焼
却
し

た
。
し
か
し
、
そ
の
一
端
を
書
き
留
め
て
お
い
た
。
そ
の
中
に
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
に
ふ
れ
た
部
分
が
あ
る
（
小
西
茂
也
「
同
居
人
荷
風
」（
現
代
日
本
文
学
大
系
24
『
永
井
荷

風
集
㈡
』
所
収
、
筑
摩
書
房
、
昭
和
46
・
12
）。

―
近
頃
は
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
よ
う
な
短
篇
を
書
き
た
く
て
堪
ら
ぬ
と
も
云
わ
れ
る
（
昭
和
22
・
8
・
15
）。

自
分
は
二
十
代
に
は
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
を
エ
ロ
小
説
家
と
思
い
お
り
し
が
、
彼
の
本
領
は
「
靴
」
的
な
虐

し
い
た

げ
ら
れ
し
人
間
の
描
写
に
あ
る
と
、
近
頃
は
思
い
お
れ
り
（
昭
和
22
・

8
・
16
）
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昭
和
二
十
年
代
か
ら
三
十
年
代
に
か
け
て
、
日
本
は
ま
だ
貧
し
か
っ
た
。
東
京
に
住
む
大
半
の
日
本
人
は
、
粗
末
な
食
事
を
し
、
焼
け
跡
や
仮
設
住
宅
の
よ
う
な
所
で
暮

ら
し
て
い
た
。
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
五
月
、
荷
風
は
麻
布
市
兵
衛
町
六
番
地
の
崖
の
上
に
約
百
坪
の
土
地
を
借
り
て
偏
奇
館
を
建
て
た
。
地
主
は
広
部
清
兵
衛
と
い
っ

た
。
借
地
料
は
一
ヵ
月
約
十
八
円
で
あ
っ
た
。

地
内
に
は
大
き
な
椎し

い

の
木
（
ぶ
な
科
の
常
緑
高
木
）
が
あ
り
、
崖
下
に
は
竹
林
や
町

ち
ょ
う

家か

（
商
人
の
家
）、
一
般
住
民
の
家
、
か
や
ぶ
き
屋
の
家
に
加
え
て
、
と
こ
ろ
ど
こ

ろ
に
樹
林
も
み
ら
れ
た
。
荷
風
は
こ
こ
に
家
を
建
て
る
ま
で
、
芝
白
金
三
光
町
や
小
石
川
金
富
町
の
売
地
を
見
て
あ
る
い
た
が
、
市
兵
衛
町
の
こ
の
高
台
が
い
ち
ば
ん
気
に

入
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
の
秋
日
、
荷
風
は
知
人
と
偏
奇
館
跡
を
訪
れ
、
崖
の
上
か
ら
谷
を
俯
瞰
し
た
。
昭
和
三
十
年
代
初
頭
、
筆
者
は
市
兵
衛
町
二
丁
目
の
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
大
使
館
の
裏
手
に
あ
る
陋ろ

う

屋お
く

で
し
ば
ら
く
暮
ら
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
こ
は
高
台
に
な
っ
て
い
て
、
坂
道
を
下
る
と
谷
間
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
上う

わ

物も
の

の
な
い
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
基
礎
（
土
台
）
が
い
っ
ぱ
い
み
ら
れ
た
。
そ
れ
は
戦
災
に
よ
る
残
が
い
で
あ
っ
た
。
筆
者
の
住
居
か
ら
さ
ほ
ど
遠
く
な
い
所
に
奇
し
く
も
荷
風
が
住
ん
で
い
た
こ

と
を
知
っ
た
の
は
、
ず
っ
と
あ
と
の
こ
と
で
あ
る
。
い
ま
は
旧
市
兵
衛
町
は
六
本
木
と
町
名
を
変
え
た
し
、
偏
奇
館
が
あ
っ
た
崖
は
け
ず
り
取
ら
れ
、
そ
こ
に
高
層
ビ
ル
が

建
っ
て
い
る
。

荷
風
が
か
っ
て
“
岨そ

崖が
い

の
眺
望
”
と
呼
ん
だ
も
の
は
、
こ
と
ご
と
く
失
な
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
…
…

注（
1
）
小
門
勝
二
「
最
後
の
反
俗
作
家

　
永
井
荷
風
の
死
と
そ
の
周
辺
」（『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』、
昭
和
34
・
5
）。

（
2
）『
暁
星
百
年
史
』（
学
校
法
人

　
暁
星
学
園
、
平
成
元
年
十
一
月
）、
二
七
〜
二
九
頁
参
照
。

（
3
）『
東
京
教
育
史
資
料
大
系

　
第
七
巻
』（
東
京
都
立
教
育
研
究
所
、
昭
和
四
十
八
年
三
月
）、
六
〇
九
〜
六
一
〇
頁
。

（
4
）
注
（
2
）
の
二
八
頁
。

（
5
）
注
（
2
）
の
二
五
頁
。

（
6
）
中
鉢
常
正
「
向
軍
治
先
生
の
思
い
出
」『
三
田
評
論
』（
第
六
〇
一
号
所
収
、
昭
和
37
・
1
）。

（
7
）
生
田
葵
山
「
永
井
荷
風
と
い
ふ
男
」（『
文
藝
春
秋
』
所
収
、
昭
和
10
・
9
）。
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（
8
）
厳
谷
秀
雄
宛
書
簡
（
明
治
36
・
11
・
1
付
）。

（
9
）
秋
庭
太
郎
『
永
井
荷
風
伝
』（
春
陽
堂
、
昭
和
五
十
一
年
一
月
）、
一
一
四
頁
。

（
10
）
佐
藤
春
夫
『
小
説

　
永
井
荷
風
』（
岩
波
書
店
、
平
成
二
十
一
年
六
月
）、
七
二
頁
。

（
11
）K

arl B
aedeker: T

he U
nited States w

ith an excursion into M
exico, K

arl B
aedeker Publisher, Leipzig, 1904, P.339

（
12
）
厳
谷
季
雄
宛
書
簡
（
明
治
37
・
11
・
23
付
）。

（
13
）
注
（
11
）
の
三
三
九
頁
。

（
14
）
新
潮
日
本
文
学
ア
ル
バ
ム
『
永
井
荷
風
』（
新
潮
社
、
昭
和
六
十
三
年
九
月
）、
二
四
頁
。

（
15
）
西
村
恵
次
郎
宛
書
簡
（
明
治
37
・
12
・
27
消
印
）。

（
16
）
武
田
勝
彦
『
荷
風
の
青
春
』（
三
笠
書
房
、
昭
和
四
十
八
年
三
月
）、
一
六
五
頁
。
こ
の
広
告
は
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ヘ
ラ
ル
ド
』
紙
の
第
一
刷
り
二
十
二
頁
に
記
載
さ
れ
て
い

る
、
と
同
書
に
あ
る
。
が
、
何
度
掲
載
紙
を
調
べ
て
も
見
い
出
せ
な
か
っ
た
。
日
付
ち
が
い
か
？
疑
問
を
呈
し
て
お
く
。

（
17
）
西
村
恵
次
郎
宛
書
簡
（
明
治
39
・
6
・
28
付
）。

（
18
）「
ベ
ル
モ
ン
ト
・
ホ
テ
ル
」
に
つ
い
て
は
、T

he N
ew

 Y
ork H

erald

（『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ヘ
ラ
ル
ド
』
紙
、
一
九
〇
五
・
七
・
九
付
）
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
広
告
が
載
っ
て
い

る
。　H

O
T

E
L

B
E

LM
O

N
T

, near B
roadw

ay
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est 45

th ST
.

Special Sum
m

er R
A

T
E

S

N
E

W
 FIR

E
PR

O
O

F H
O

T
E

L

For perm
anent and transient guests:

　E
uropean Plan

　Private dining room
s.

R
. L. B

A
R

R
IC

K
, Proprietor

ベ
ル
モ
ン
ト
・
ホ
テ
ル



（78）201

ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
ー
に
近
い
西
四
十
五
丁
目

一
一
六
、
一
一
八
番
地
。

特
別
の
夏
季
料
金
あ
り
。
新
耐
火
性
ホ
テ
ル
。

長
期
お
よ
び
短
期
滞
在
者
の
た
め
の
ホ
テ
ル
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
方
式
（
注
・
食
事
代
は
別
勘
定
）

個
人
用
食
堂
あ
り
。

　
　
　
所
有
経
営
者
は
、
Ｒ
・
Ｌ
・
バ
ー
リ
ッ
ク
。

（
19
）
リ
ヨ
ン
は
霧
の
多
い
町
で
あ
っ
た
、
と
荷
風
は
語
っ
て
い
る
（「
仏
蘭
西
の
追
懐
」）。
ソ
ー
ヌ
と
ロ
ー
ヌ
の
二
つ
の
川
か
ら
た
ち
の
ぼ
る
水
気
が
凝こ

っ
て
（
一
ヵ
所
に
あ
つ
ま
る

―
引
用
者
）
白
い
ヴ
ェ
ー
ル
と
な
り
、
フ
ゥ
ル
ヴ
ィ
エ
ル
の
丘
の
中
腹
か
ら
市
街
全
体
を
お
お
ひ
包つ

つ

む
、
と
い
う
（
吉
江
喬
松
「
秋
」『
仏
蘭
西
文
藝
印
象
記
』
所
収
、
新
潮

社
、
大
正
十
二
年
五
月
）。
ま
た
一
ヵ
年
の
研
究
休
暇
を
得
、
リ
ヨ
ン
に
お
け
る
荷
風
に
つ
い
て
精
査
し
て
書
き
上
げ
た
述
作
に
、
本
学
社
会
学
部
教
授
・
加
太
宏
邦
氏
の
『
荷

風
の
リ
ヨ
ン
『
ふ
ら
ん
す
物
語
』
を
歩
く
』（
白
水
社
、
平
成
17
・
2
）
や
、
荷
風
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
時
代
を
調
べ
た
論
文
に
「
荷
風
の
周
縁
世
界
編
制

─
銀
行
時
代
の
荷
風

を
め
ぐ
っ
て
」（『
法
政
大
学
多
摩
論
集
』（
第
27
号
、
平
成
23
・
3
）
な
ど
が
あ
る
。

（
20
）
昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
に
日
本
大
学
が
購
入
し
た
荷
風
書
簡
に
、
こ
の
ホ
テ
ル
の
住
所
が
み
ら
れ
る
。

（
21
）
注
（
7
）
に
あ
る
。

（
22
）
秋
庭
太
郎
『
新
考

　
永
井
荷
風
』（
春
陽
堂
書
店
、
昭
和
五
十
八
年
三
月
）、
七
四
頁
。

（
23
）
小
門
勝
二
の
私
家
版

─
月
刊
誌
『
散
人
』（
昭
和
36
・
6
、
第
二
冊
）
を
参
照
。

（
24
）
谷
崎
潤
一
郎
宛
書
簡
（
昭
和
19
・
12
・
22
付
）。

（
25
）
こ
の
ホ
テ
ル
は
市
兵
衛
町
二
丁
目
に
あ
っ
た
。A
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に
よ
る
と
、“
フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ

テ
ル
”（「
家
族
割
引
ホ
テ
ル
」）
と
あ
る
。


